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「エリアキャンパスもがみ研究年報 2024」発刊にあたって 

 

エリアキャンパスもがみキャンパス長 大西 彰正 

 

2005年 3月に発足した「エリアキャンパスもがみ」は今年度末で創立 20周年を迎えまし

た。このキャンパスは、当時、高等教育機関のなかった最上地域の人々の高等教育に対する

熱い思いが結実して発足し、最上 8市町村と山形大学の連携により最上の人・文化・歴史・

自然をそのまま利用した、全国でも珍しく先見性のある教育が行われてきました。多くの

方々のこれまでの多大なご支援により、20周年が迎えられましたことに感謝申し上げます。 

さて、このキャンパスでは継続して「フィールドラーニング－共生の森もがみ」の授業科

目が開講されて来ました。この科目は最上地域を共育・共創の場とする、まさにこの地域な

らではの高等教育を体現する代表的な科目であり、学生たちは最上地域の人々と協働して

地域課題に向き合いながら、最上の自然や文化、歴史、そしてこれらを守り伝える人々の人

間性を学んでいます。 

 「エリアキャンパスもがみ」の活動を記録したこの研究年報は、今回で第 18号となりま

した。第 1 部には事業内容の概要を、第 2 部には「フィールドラーニング－共生の森もが

み」の受講生が作成した授業記録をまとめています。例年と同様に、今年度も、新庄市、金

山町、最上町、舟形町、真室川町、大蔵村、鮭川村、戸沢村において 1つのプログラムが実

施され、総計で 72名の学生が地域の皆さんと様々な学習を行いました。この記録には、各

プログラムで活動した学生たちが、何を学び、何を感じ、何を考えたかが率直に記述され、

それぞれのプログラムにおいて学生ひとり一人が若者らしい発想力と視点で主体的に課題

に取り組んだ様子や、自らの課題発見・解決能力や人間性、地域社会の理解を深めたことが

読み取れます。この授業で身に付けた能力と貴重な学習体験は、必ずや学生たちの長い人生

の糧となることでしょう。  

 「エリアキャンパスもがみ」における最上 8市町村と山形大学の人材育成事業は毎年着実

に成長を続けています。これからも最上地域の皆様とともにこの「エリアキャンパスもがみ」

での教育活動が継続して実施できますようにどうか変わらぬご支援をお願い申し上げます。 
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第１章 エリアキャンパスもがみ 
令和 6 年度事業の概要 

 

Ⅰ エリアキャンパスもがみの概要 

 

１ はじめに 

 山形大学は、過疎化の進む最上広域圏全体をキ

ャンパスに見立てて教育・研究・地域貢献を展開

する「エリアキャンパスもがみ」を平成 16 年度に

発足させた。 

エリアキャンパスもがみでは、「自然と人間の

共生」をキーワードに、大学と最上広域圏双方の

人材育成と活性化を図ることを目的に、自然や伝

統文化を活用した実践的活動について、その知識

や知恵、ノウハウを、最上広域圏全体で共有・活

用するだけでなく、地域の教育資源として教育活

動に活用している。 

特に教育活動については、本学の初年次教育の

展開に活用しており、本学の学生は、社会性や課

題探求能力を身につけるために、地域の講師と子

供から老人までの幅広い世代の住民を交えた現地

体験型授業や課外活動に参加している。 

 

２ これまでの経緯 

 県の北東部に位置する最上広域圏は、南西に最

上川が流れ、一部盆地を含む大部分が山岳・丘陵

地帯の自然豊かで市町村毎に独自の文化を有する

農山村地帯である。その一方で、8 市町村のうち 6

町村が「過疎地域自立促進特別措置法」に基づく

過疎地域に指定されている状況にある。 

また、最上広域圏は大学・短大が一つもない県

内唯一の広域圏であり、山形大学は、平成 16 年度

に最上広域圏の 8 市町村と包括協定を締結し、広

域圏全体をキャンパスとする「山形大学エリアキ

ャンパスもがみ（以下、ＹＡＭ）」を設立し、総

合大学として組織的な地域貢献の挑戦を開始した。 

 ＹＡＭは、地域の自然や伝統文化などを教育資

源として活用し、学生自らが現代社会の課題を発

見し、探求し、解決するためのフィールドとして

好適な場である。ＹＡＭの開設以降、最上広域圏

を活性化する様々な事業（以下、それらを総称し

て「もがみ活性化事業」と呼ぶ）を立ち上げ、多

くの学生が課外活動として参加し、学生と住民の

交流の中から、地域活性化の新たなシーズが生み

出されてきた。 

 平成 17 年、大学は、ＹＡＭのこれまでの活動を

振り返り、学生に社会性を持たせ、広い視野の下、

課題探求能力を伸ばしていくには、柔軟性に富ん

だ初年次の学生を対象とした基盤教育の授業を立

てることが必須である、と考えた。 

そこで、地域からの申し出もあり、地域の方を

講師として、学生と住民、特に子供たちが現地で

一緒に活動することができる初年次の全学生を対

象とした基盤教育授業『フィールドワーク－共生

の森もがみ』を平成 18 年度から開講することと

した。 

この初年次の基盤教育授業を骨格として、それ

に学部の専門教育の授業と課外活動を連携するこ

とによって、地域に根ざした実践的な課題探求能

力を育成することになった。 

 なお、これらの取組については、「エリアキャ

ンパス未来遺産創造プロジェクト」として、平成

18 年度文部科学省「現代的教育ニーズ取組支援プ

ログラム（現代ＧＰ)」に採択された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「エリアキャンパス未来遺産創造プロジェクト概念図」 

 

３ 目標 

 エリアキャンパスもがみでは、次の 2 点を目標

に掲げ活動を行っている。 

（１）大学生に対する教育 

①過疎化、少子高齢化、環境などの現代社会が

直面する課題発見・探求・解決能力を向上する。

②社会性を向上する。③コミュニケーション能力

を向上する。④プレゼンテーション能力を向上す

る。⑤豊かな地域社会の建設に関わる人材を輩出
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する。 

（２）最上広域圏の人材育成と活性化

①未来遺産の共有・活用・発展を図る。②地域

の自然や文化を子供たちに伝える。③子供たちの

地元に対する誇りを抱かせる。④情報発信力を向

上する。⑤豊かな地域社会の建設に関わる人材を

輩出する。 

４ 運営体制 

ＹＡＭの運営体制は、小白川キャンパス長がエ

リアキャンパスもがみのキャンパス長を務めてお

り、ＹＡＭの運営の中核をなす「運営会議」は、

山形大学と最上広域圏から選出された委員で構成

されている。 

山形大学の運営委員は、キャンパス長、教員 7

名、事務職員 1 名、で構成されており、最上広域

圏の運営委員は、各市町村の教育長 8 名、文化団

体等の代表 3 名で構成されている。 

また、現地に最上広域圏の事務職員が常駐する

「最上事務局」を設置し、ＹＡＭを円滑に運営す

るための、橋渡し役を担っている。 

 本プロジェクトの関連経費は、各事業の内容に

応じて大学と各自治体で応分に負担している。ま

た、地元講師の謝金等は市町村が負担する寄付授

業となっている。 

５ 教育改革への有効性 

（１）教育課程、教育方法等の創意工夫

 「フィールドラーニング－共生の森もがみ」は、

正規の授業を地域の人材育成活動と連結させてい

る点に特色があり、学生は、初年次の授業で地域

に出て、社会性と課題探求能力を身に付け、それ

を大学の在籍期間を通して、専門教育と課外活動

で伸ばしていくことができる。そのために、本授

業では、次のような創意工夫を行っている。 

①授業そのものが地域のニーズに基づいたもの

で構成され、地域の活性化に直接結びついて

いる。

②現地で行う体験型学習となっている。

③現地にいるその道の達人が講師として直接指

導に当たる。

④開講日を土・日曜日にすることによってたく

さんの住民が参画できる。

⑤学生は子供の指導に関わることによって責任

感を持つ。

⑥この授業は、「大学コンソーシアムやまがた」

の単位互換協定に基づき県内の大学・短大生

が履修できる。

（２）期待できる成果等の教育改革への有効性

 地域活動が活発になればなるほど、教育面での

受益者は増すという相乗効果が期待できる。授業

「共生の森もがみ」で、学生は世代の異なる住民

と交流することによって、社会性が増し、「過疎

化」「少子高齢化」「環境」などの現代的な問題

群と向き合うこととなる。多くの学生にとって、

このような日本が直面している現代的な問題に対

峙し、それを考えることは、これからの我が国の

発展のために大きな意義がある。 

Ⅱ 事業実施計画 

１ 基本的な年間スケジュール 

4 月  「フィールドラーニング－共生の森もがみ」

と「もがみ活性化事業」開始 

7 月 エリアキャンパスもがみ運営会議

フィールドラーニング活動報告会

10 月 エリアキャンパスもがみ懇談会

3 月 もがみ担当者会議 

研究年報刊行 

２ 令和 6 年度実施事業 

（１）教育活動

①初年次教育

「フィールドラーニング－共生の森もがみ」

8 プログラム 

②主なもがみ専門科目

・人文社会科学部「公共政策・地域課題実践演

習 B3」金山町

・地域教育文化学部「教育実践実習」新庄市

・大学院教育実践研究科（教職大学院）

「学社融合の実践と課題」戸沢村

（２）もがみ活性化事業

①山形大学見学旅行

・舟形町立舟形中学校（3年生7名）7月2日（火） 

・鮭川村立鮭川中学校（3年生25名）7月5日（金） 

・山形県立新庄南高等学校/山形県立新庄神室産業高等学

校（合同）（2年生19名）7月25日(木) 

・新庄市立明倫学園（9年生31名）11月1日（金） 

・真室川町立真室川中学校（3年生5名）11月7日（木） 

②フィールドラーニング応用編

「学生チャレンジプロジェクト」に舟形町のプログラム

を履修した学生（8名）が応募し採用された。 
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（３）広報事業 

・エリアキャンパスもがみ研究年報 
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第２章 初年次教育 

 フィールドラーニング－共生の森もがみ 

  
Ⅰ 意義 
 

 本授業は、山形大学の全学共通教育である基盤

教育の正規の授業として開講された。本授業の特

色は、①初年次教育、②全学共通教育、③現地体

験宿泊型学習、④少人数教育、⑤山形大学の理念

「自然と人間の共生」の具現化、⑥自然豊かな農

山村地の活用、⑦現地講師による指導、である。 

 初年次教育は、通常、アメリカで初年次の学生

の退学を防ぐことを目的として、大学への適応を

意図した教育プログラムを指す。初年次学生の退

学者が少ない日本ではおかれている情況がアメリ

カとは大きく異なっており、そこから必然的に初

年次教育はアメリカのそれと異なったプログラム

となる。 

 我々がこの授業を初年次教育として強く意識し

ているのは、本学の学生は一年目に基盤教育を受

講し、その後は各学部で専門課程を受講すること

から、専門に入る前に学問の専門性を超えた社会

に対する問題意識を持ってもらいたいということ

である。 

 混沌とした社会においては、これが問題ですよ

というように、はっきりとしたかたちでは現れて

はくれない。急激に変化する時代にあって、我々

の知恵と感受性で問題を主体的に拾い出していく

しかない。それが現代の市民に求められている。

社会に主体的に関わっていくためには、自分で問

題を発見していく能力を養っていかなければなら

ないのだ。この授業の教育目標は、社会の様々な

事象の中から学生自らが問題を発見することにあ

る。 

 山形大学は 6 学部からなる総合大学であるが、

各学部の学生が交流する機会はそれほど多くない。

学生は学生の交流の中から自らを発見していく。

本授業は全学共通教育の特性を活かして、学部を

越えた学生の交流を図っている。 

 現代の若者は体験が少なくなっている。大学教

育において意図的にこの体験を増やしていくしか

ない。リアルな体験を通して、学生の思考を深め、

社会性を涵養させ、行動的にしていくことが求め

られている。そこでこの体験を濃密にするために、

現地体験宿泊型学習を導入した。土・日曜日の宿

泊型にすることによって、平日の授業と競合する

ことがない。また、食事や宿泊を共にすることに

よって、人間関係が濃密になる。 

この授業は 10 名程度の少人数教育となってお

り、地域の講師の人々との交流が密になり、教育

効果もあがるように設計されている。 

山形大学の理念である「自然と人間の共生」を

教育に反映するために、この自然豊かな「エリア

キャンパスもがみ」を活用する。しかし、同時に、

そこは少子高齢化、過疎化の進む現代の課題の先

進地域でもある。こうして、学生が多くのことを

考える場になっている。 

この授業の大きな特色は、現地の達人を講師と

し、この達人を中心とした授業を地元の方と大学

で設計し、実施している点にある。大学という学

問に立脚した知の拠点が、学問的知を越境し、社

会的、日常的、実践的な知に踏み込む教育活動で

もある。このことは教育の主役を教員から学生に

重心移動したことの一つの表れでもある。つまり、

学生にいま必要なことは何なのかを問い詰めてい

けば、授業において様々な可能性を試していかな

ければならない時代に入ったということが考えら

れる。学生は現地講師を通して、コミュニティと

いうことを意識し、故郷や家庭、そして自己を再

考するきっかけとなっている。 

本授業のもう一つの重要な側面は、この授業を

学生教育だけでなく地域活性化のために活用する

という点にある。では、この大学の授業が地域活

性化にどのように貢献するのであろうか。 

一つには、大学がなく若者があまりいない地に

学生が入るだけで活性化される。学生が入ること

は授業でなくてもいいのだが、正規授業でもなけ

れば学生が観光地でもない遠隔地に集団で入るこ

とはまずない。 

二つ目は、授業の中に子どもを含めた地域住民

との交流が入っており、学生と地域住民との交流

が密になる。そこには、大学生による地域の子ど

もたちの指導なども組み込まれている。 

三つ目は、全国から集まった大学生の新鮮な眼

によって、地域が再発見されていく。そのことに

よって、地域の人々に地元の誇りが醸成される。 

四つ目は、学生によってまちおこしなどの具体

的な提言がなされる。 

この授業によって上記のような地域活性化が考

えられるが、実際にはことはそううまくは運ばな

い。授業に参加する学生は一年生であって、学問

的な専門性を身につけているわけではない。そこ

で、専門的な視点からの提案を求めることはほと

んど不可能である。また、現実には熱意のない学

生が参加することも十分に考えられる。 

この授業を大学と地域の双方に利益がある形に

高めていくためには、これからのたゆまぬ授業改

善が必要である。特に、上記の特性を踏まえた綿

密な授業設計が重要である。 
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Ⅱ 令和 6 年度シラバス 

【授業名】フィールドラーニング 

－共生の森もがみ 

（領域：山形から考える） 

 

【担当教員】阿部宇洋、橋爪孝夫、菊田尚人 

【授業概要】 

・授業の目的 

 自然豊かな山形県最上地域でのフィールドラー

ニングを通して、地域の文化や歴史、自然、環境

等だけでなく、過疎化、少子高齢化等の現代日本

が直面する諸問題を地域の人たちと共に学び、実

践的な視点から知識を獲得し、山形から日本、世

界及び過去から、現在、未来の空間及び時間軸で

現象を把握する力を養う。 

・授業の到達目標 

この講義を履修した学生は、 

１）地域から与えられた課題を発見できる。 

【知識・理解】 

２）地域で発見した課題を探求することができる。

【知識・理解】 

３）課題を議論することで、コミュニケートできる。

【態度・習慣】 

４）プレゼンテーションを行うことができる。【技能】 

５）行動力、社会性の基礎的な力を身につけることが

できる。【態度・習慣】 

【授業計画】 

・授業の方法 

 この授業は、各自が以下のプログラム（①～⑧）

から 1 つを選択して受講する。受講の流れは以下

のとおり。 

１）オリエンテーション 

２）事前学習（WebClass） 

３）【1 泊 2 日フィールドラーニング（1 回目）】 

４）中間学習（WebClass） 

５）【1 泊 2 日フィールドラーニング（2 回目）】 

６）最終レポート（WebClass） 

７）活動報告会に向けた説明会・練習、活動報告ポス

ター作成 

８）活動報告会での発表 

〔プログラムリスト〕 

①（新庄市）地域課題は宝？「空き家」を通して暮ら

しを見つめ直すプログラム 

②（金山町）山形くらし「なりわい体験」 

③（最上町）最上町の木を使った楽器を全世界に広め

よう 

④（舟形町）里地里山の再生Ⅰ 

⑤（真室川町）子どもの自然体験支援講座 

⑥（大蔵村）知られざる大蔵村の歴史と文化、郷土の

食を求めて 

⑦（鮭川村）鮭川歌舞伎 地域の伝統文化の未来につ

いて考える 

⑧（戸沢村）戸沢村角川地域の新たな特産物開発プロ

グラム 

以上、8 プログラム 

・授業日程 

①4 月 9 日（火）プログラム説明会（プログラム選択希

望調査を同時に行う。） 

②4 月 10 日（水）当選者発表 

③4 月 19 日（金）16:30～18:00 オリエンテーション

（プログラム顔合わせ・役割決め・フィールドラー

ニング上の留意点について） 

④5 月 11 日（土）～7 月 7 日（日）フィールドラーニ

ング活動期間（土日 2 回、計 4 日間）、報告練習 2

回 

⑤7 月 26 日（金）16:30～18:00 活動報告会 

 

【学習の方法】 

１）安全第一を心がけ、積極的に活動に参加して

ください。 

２）専門分野の方法論や数値的なデータだけでは

なく、フィールドラーニング（あるく・みる・

きく）で集めたデータをもとに考えるよう心

がけてください。「現場で考える」「体で考

える」（もちろん頭も使います）ことが合言

葉！そして、自分の想像力を大事にしてくだ

さい。 

・学部の行事や、サークル活動（大会）と予定が

バッティングしないように気をつけてください。

必ず確認すること。 

・メールでのお知らせや掲示板での情報がありま

すので、必ず確認してください。 

 

・授業時間外学習へのアドバイス 

１）オリエンテーションで配布される「しおり」

を熟読し、内容を理解して授業に臨んでくだ

さい。 

２）オリエンテーションでの詳細説明に基づき①

事前学習、②中間学習、③最終レポートに取

り組んでください。また、フィールドラーニ

ング中はこまめに記録ノートを作成するよう

努めてください。 

３）フィールドラーニング終了後、活動報告会に

向けて準備を進めてください。方法について

は説明会を開催し、発表指導を 2 回行います。 

 

 

【成績の評価】 

・基準 

１）地域での活動により課題を発見し、探求によ

り深め、活動報告会の発表により他者に伝え

る事が出来たかどうかを評価の基準とする。 

２）一連のグループ学習の中でコミュニケーショ

ン能力や主体的学習力、社会性などを発揮で

きる事を評価の基準とする。 
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３）現地講師による活動評価、受講態度や、指示

に対する達成度を数値化しそれを参考に教員

が相対的に評価を実施する。 

・方法 

前提として、現地活動にはすべて参加している

こと、また最終レポート提出が基本条件。 

 

フィールドラーニング活動への参加度 40％ 

活動報告会での発表の完成度(ポスター含む)30％ 

現地講師による活動評価 20％ 

受講生による相互評価 10％ 

 

【学生へのメッセージ】 

 フィールドラーニングとは、山形大学オリジナ

ルの学術用語で、学部専門で学ぶであろう、フィ

ールドワークの入門編として設計されました。フ

ィールドワークでは全て、みずからの関心で調査

する事に対して、フィールドラーニングとは、提

示されたプログラムを通して、課題発見などを行

なう教育プログラムになっています。 

最上地域は、学生諸君を温かく迎え入れてくれる

でしょう。是非、もがみを見て、聞いて、感じて

（味わって）、「共生の森」のパワーを体全体で

吸収してきてください。この講義をきっかけに、

多くの学生が最上地域での課外活動に参加してき

ました。教員を目指す学生や、地域でのボランテ

ィア、地域活動を体験したい学生にはお勧めです。 

本授業は宿泊や実技体験を伴いますので、参加費

が必要となります。（詳細は、プログラム説明会

の際に説明します。） 

 

【オフィスアワー】 

 原則として Webclass のメッセージで質問を受

付けます。対面のオフィスアワーとして「阿部研

究室」（基盤教育 1 号館 2 階東側）において、予

約制で受け付けます。会議や出張等で不在にする

こともあるため、確実に面談したい場合は事前に

Webclass のメッセージで予約をお願いします。 

３人の教員が担当していますが、基本的には阿部

へ連絡をください。 

 

Ⅲ 受講者数 
プロ

グラ

ム  
No.  

開講プログラム  受講者 

1 地域課題は宝？「空き家」を通して暮らしを見

つめ直すプログラム 

5 人  

2 山形くらし「なりわい体験」  4 人  

3 最上町の木を使った楽器を全世界に広めよう  8 人  

4 里地里山の再生Ⅰ  10 人  

5 子どもの自然体験活動支援講座  15 人  

6 知られざる大蔵村の歴史と文化、郷土の食を求めて 10 人  

7 鮭川歌舞伎 地域の伝統文化の未来について考え

る 

 5 人  

8 戸沢村角川地域の新たな特産物開発プログラ

ム 

14 人  

 
Ⅳ 活動報告会 
 
フィールドラーニング－共生の森もがみ 
日時：7月26日(金)16:30～  
場所：基盤教育2号館222教室 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅴ 授業改善アンケート結果について 
 

本年度に実施した授業改善アンケートにつ
いて、64 人（回収率 90.1%）から回答があっ
た。 
 アンケート結果については、表のとおりで
あり、基盤共通教育科目全体の平均値と比較
してみると、総じて学生の満足度が高いこと
が読みとれる。 
 
表：「フィールドラーニング－共生の森もがみ」の授業改善アン

ケート結果と基盤教育科目全体の平均値との比較  

質問項目  FW 全体平均 

この授業に対する 1 週間あたりの平均勉強

時間  
90.5 分 64.2 分 

この授業を総合的に判断して良い授業だと

思うか  
4.8 4.6 
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第３章 もがみ専門科目  
 

Ⅰ 地域教育文化学部 

“新庄市での教育実習（もがみ教育実習）” 

山形大学大学院教育実践研究科 江間史明 

   

１ 「もがみ教育実習」の 18 年の歩み 

新庄市での教育実習プログラムは、学生が、実

習期間中（３週間）、新庄市内に合宿して実習を

行うという現地滞在型の教育実習である。「小規

模から中規模までの学校を実習校に選べる」など、

学校での授業実習に加えて、地域懇談会など地域

と関わった教育実習を行えるという特徴を持つ。

この教育実習は、新庄市教育委員会が、全面的に

バックアップしている。この教育実習で学んだ学

生の中から、最上地域の市町村で初任教師として

第一歩を踏み出す学生が生まれている。地域と大

学が連携し、地域を担う教師を育てるという取組

が、具体的成果を生みつつあると言える。 

 この教育実習は、2006(平成 18)年度にスタート

し、次の表１のように実習生が参加してきた。 

 

     表１ 新庄市の教育実習実施状況 

年 

 

2 年基礎実

習 

(1 週間) 

3 年実践実

習 

(3 週間) 

栄

養

実

習 

合計 

(人) 

2006      8           8 

2007     18     10   28 

2008     15     11   26 

2009          14   14 

2010      14   14 

2011      12   12 

2012  18   18 

2013      20  2  22 

2014      25  4  29 

2015    20 6  26 

2016    24 4  28 

2017    12 6  18 

2018    16 6  22 

2019    21   21 

2020       4    4 

2021       8(3)   11 

2022       7(2)    9 

2023       9(2)   11 

        ( )内は、4 年生の副免実習で外数。 

 

2009(平成 21)年度から、基礎実習(１週間)は、

附属学校での実施になり、新庄市教育実習では実

施しなくなった。栄養教育実習は、2013(平成 25)

年度より 2018(平成 30）年度までの実施であった。 

2020(令和２)年度は、新型コロナウイルス感染

症の世界的感染に直面した。２月末からの全国一

斉休校は３ヶ月に及び、大学でも授業はオンライ

ンとなった。新庄市教育実習でも、合宿形式は、

集団生活が密な環境となるため実施できなかった。

2020 年度は自宅から実習校に通える学生４名の

みでの実施となった。 

2021（令和３）年度は、新型コロナウイルスの

感染再拡大への対応から、自宅と新庄市のビジネ

スホテルから通える学生に限っての実施となり、

３年生８名（小学校）と４年生３名（中学校）の

11 名が実習を行った。2022（令和４）年度の教育

実習は、新型コロナウイルス感染症に対応しつつ、

山屋セミナーハウスを利用した。 

2023（令和５）年 5 月には、新型コロナウイル

ス感染症の法的な位置付けが変わり、アフター・

コロナの社会での教育実習がスタートした。2020

～2022 年度は、新型コロナウイルス感染症への対

策から、地域懇談会を中止せざるをえなかったが、

2023 年度、3 年ぶりに地域懇談会を再開した。 

 

２ 新庄市教育委員会からの申し入れと実習生 

2024(令和６)年度の新庄市教育実習については、

2024（令和６）年 1 月 12 日付で、新庄市教育委員

会よりエリアキャンパスもがみのキャンパス長あ

てに「山形大学地域教育文化学部教育実習の新庄

市での実施について（要望）」（新学発第 5471 号）

という文書が、提出された。             

要望書は、2023(令和５)年度教育実習において、

「実習校においても、教育実習生を受け入れるこ

とを大きな刺激として受け止め」ていたことを述

べ、「新庄市ならではの少人数指導、小中一貫教

育、地域と密着した教育活動」を活かし、令和６

年度も引き続き新庄市での教育実習を継続実施す

るよう要望していた。新庄市教委は、平成 25 年度

より教育実習の宿泊施設である山屋セミナーハウ

スの使用料（一人あたり 1 人 1030 円×20 泊及び

冷房使用料）を予算化して、充実した教育実習が

できるように、市をあげて大学との協力体制の整

備を行っている。この要望書と並行し、12 月 13 日

(水曜)にもがみ実習オリエンテーションを行い、

参加者を募った。その結果、2024 年度の新庄市の

教育実習には、３年生（小学校 3 名、中学校 1 名）

と４年生（中学校 6 名）の合計 12 名が希望した。 
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３ 2024 年度 教育実習への準備と指導体制 

 2024（令和６）年度の新庄市の教育実習は、次

のように行われた。 

2024 年 8 月 27 日（月）～9 月 17 日（火）３週間 

○教育実践実習Ａ（小学校、３年:5 名） 

○教育実践実習Ｂ（中学校、３年:１名、４年:6 名） 

 小学校実習校は、３校（新庄小、日新小、明倫

学園前期）、中学校実習校は、４校（新庄中、日

新中、明倫学園後期、萩野学園後期）であった。  

 なお、実習期間中の宿泊場所は、男子学生も女

子学生も山屋セミナーハウスを利用した。自転車

通勤を基本とするが、雨天時には、タクシーの乗

り合わせによる実習校への通勤体制を整えた（今

回の教育実習期間のタクシーの実利用は６日間）。 

 この実習への準備として、2024年 8月 5日（月）

に「山形大学エリアキャンパスもがみ教育実習打

合会」を、新庄市民プラザで行った。江間が実習

生と参加した。ここが、学生と実習校との顔合わ

せの場所になる。学生には、「今日から実習が始

まるつもりで参加してください」と指導している。

実習校からは、実習担当の教員が参加する。全体

打合せでは、中西正樹学部長から、ビデオ録画で

挨拶をいただいた。そのあと、学生は、自分が実

習を行う学校を訪問して打合せをした。学生には、

実習に臨む時の希望（実践してみたい教科等）を

実習校に伝えることや、実習で授業を行う単元の

候補について確認するように伝えている。教育実

習前の教材研究を進めるためである。その後、宿

泊場所となる山屋セミナーハウスを見学し、実習

への準備をすすめた。 

    打ち合わせ会の様子 8 月 5 日 

 

教育実習期間中の指導体制については、地域教

育文化学部又は教育実践研究科の教員が研究授業

を参観し、事後研究会にも参加することとした。

これは、山形市など村山地域の実習校と同様の指

導体制であった。 

 

４ 「地域懇談会」の再開 

地域懇談会は、9 月 6 日（金）の夕方に、新庄

市民プラザを会場に開催された。懇談会には、新

庄市教育委員会、各実習校の校長および保護者代

表者が参加し、大学からは、江間が参加した。  

地域懇談会は、新庄市教育実習の特色の一つで

ある。学生にとっては、学校と地域の関係を直に

学ぶことのできる貴重な機会である。 

地域懇談会の様子 9 月 6 日 

 

新庄市教育委員会の津田浩教育長の挨拶のあと、

「家庭や地域と学校とのつながりを大切にした活

動」をテーマに、実習生、校長、保護者をまじえ

たグループで意見交換を行った。 

新庄市内の各学校の取組みは、多彩である。実

習生は、「日常的」な関わりが印象に残ったと話

していた。あいさつ運動や読み聞かせに加えて、

例えば、毎週火曜の午前中に、地域の方が学校に

来て授業支援などに参加する。学校内の地域交流

ルームでコンサートやフラワーアレンジメント教

室を企画し、地域の方が学校に入ってこれるよう

にする、などである。これらの取組みについての

校長先生の考えや、保護者の意見も出された。学

生を真ん中において、学校と地域が向き合う場に

なっていた。江間からは、「挨拶や立ち話」とい

ったゆるいつながりの持つ積極的な意味を「場の

文化」という点からコメントした。 

 

５ 学生の受けとめと今後の課題 

 このように、2024 年度は、アフター・コロナの

通常の教育実習の実施となった。新庄市の実習に

取り組んだ学生の感想は、後述の資料１と資料２

の通りである。では、学生は、2024 年度の実習を

どう受け止めたのだろうか。 

資料３の実習生の今回のアンケートは、回収数

11（回収率 92％）であった。アンケートからは、

次の３点を指摘できる。 

第一に、実習の前と後で、教職への意欲・関心

（問２）が、「大幅に高まった」７名（73％）「少

し高まった」３名（18％）「あまり変わらない」

１名（9％）とする学生がいたことである。９割の
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学生が教職への意欲を高めた点で、本教育実習が、

高い教育効果を持ったことを指摘できる。 

第二に、実習を体験して勉強になった点（問 4）

について、回答者の９名(82％)が、「②授業の進

め方（板書・発問・展開・等々の仕方）」と「⑥

個々の児童生徒の理解と受容の仕方」の両方をあ

げていることである。これは、実習生が、授業の

基本的な進め方とあわせて、個々の児童生徒へ向

き合い方を、同時に学んだことを示している。後

述する学生の感想には、次の指摘があった。 

 

  今回の実習では、学習指導案で考えた活動の

中でできないもの、時間を短くしたものがあっ

たり、時間がかからないと思っていたところで

かかったりなど予想外のことが 1 つの授業で

次々に起こりました。（略）授業のどこに重点

を置くのか、どこで多様な意見が飛び交いそう

か、そのために指示はどうするとわかりやすい

かなどを予想しながら授業をつくっていく必要

性を学びました。（資料１田﨑敦司さん） 

 

  担当教諭からの提案で、同じ学習指導案の授

業を、1 組と 2 組の 2 クラスで行わせていただ

いていました。初回の授業では児童の雰囲気や

理解度に大きな差があることを実感し、同じよ

うな授業を考え、行ったことを深く反省してい

たことを覚えています。 

（資料２ 尾形洋敬さん） 

 

 2 人の実習生が、児童理解をベイスに授業を構 

成することの大切さと難しさに気づいていること 

を指摘できる。 

第三に、回答者の９名が、「最上地域の学校で

実習ができたこと」を「よかった」と回答してい

る(問 12)。７名が「保護者や地域の人を交えた懇

談会」、5 名が「指導主事による学習指導案等へ

の指導」を「よかった」としている。山屋セミナ

ーハウスについては、次の指摘があった。 

「山屋セミナーハウスで共同生活をしながら、他

の学生に刺激をもらって教育実習に集中できる素

晴らしい環境でした。」 

  最後に、来年度への課題についてである。  

今年度は、4 年生の教育実習生が多く、実習期

間中に教員採用試験の２次試験があった。実習を

中断して採用試験を受けたあと、宿泊を増やし実

習校に実習期間を当初より延長していただく対応

をとった。教育実習に専念する点から、実習校ア

ンケートにも実習日程を検討事項とする意見があ

った。当面は、個別対応を続けていかざるをえな

いと考えるが、課題として指摘しておきたい。 

実習校のアンケートには、大学での事前指導は

適切であるという意見の一方、次の意見もあった。

「学習指導要領をきちんと読み込んでから実習に

参加してほしい」「実習日誌の書き方などは、実

習担当校ではなく、学生が自分で大学に問い合わ

せるなどしてほしい」。これらは、学生の教育実

習に臨む姿勢に関わるものである。引き続き、教

育実習に自分のテーマや希望をもって参加するな

ど、積極的に実習に臨むよう指導していきたい。

なお、大学の指導体制について次の指摘もあった。

「教授も遠方来ていただき丁寧に指導くださり、

私たち指導教員の方も大変勉強になりました。良

い機会を与えていただき感謝しております。」 

充実した教育実習となるように、引き続き、新

庄市教育委員会と協議をしながら進めていきたい。 

 

資料１ 

日新小学校での３週間を振り返って  

児童教育コース ３年 田﨑敦司 

 

 私は今年度、新庄市立日新小学校にて３週間の

教育実習をさせていただきました。今回の実習で

は、３年生を担当させていただき、教科指導、生

活指導、５人の先生方（校長、教頭、主幹教諭、

養護教諭、栄養教諭）からの講話、小中一貫研修、

地域懇談会など多くのことを経験させていただき、

学ぶことができた教育実習でした。多くの子ども

たち、先生方との関わりの中で得た貴重な知見・

体験を教壇に立った際に活かせるようにしていき

たいです。ここからは、３週間の教育実習から学

んだ中でも特に大切だと感じたことを３つ述べて

いきます。 

 １つ目は、新庄市教育委員会の取り組みの１つ

である小中一貫教育の良さです。今回の実習では

日新小学校の先生方と一緒に日新中学校にて行わ

れた授業研究会に参加させていただきました。日

新小学校の子どもたちのほとんどは日新中学校に

進学します。小学校の先生方は以前担当した子ど

もたちが中学校に進学してからどのように学んで

いるのか、小学校のときと比べた子どもたちの変

化等を見ていました。また、授業のスタイルやレ

ベルなど先生方同士の授業づくりのヒントにもな

ると考えました。例えば、「中学校の外国語では

本文を読む時間を多くとっているが、自分がして

いる外国語では中学で躓かないだろうか？」「社

会の授業で膨大な資料を用いて授業をしているけ
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れど、これに慣れるために今どのくらい資料を用

意して授業すべきか？」など、特に初任の際は自

分がしている授業を見つめ直すきっかけになると

も考えました。他にも、合同挨拶運動等の小中学

生の交流の場も多く用意されており、日新学区全

体で学校を良くしていこうという動きの一部が今

回みられました。改めて、小中一貫教育の良さを

知ることができた実習でした。 

２つ目は、授業は終わらせるものではなく、楽

しむものであるということです。今回は道徳、社

会、体育、国語、算数、理科、外国語と様々な教

科を経験させていただきました。しかし、すべて

の教科で楽しみながら授業をできておらず、「授

業を終わらせる」という思考に無意識になってい

ました。これまで大学で模擬授業を何度かしてき

ましたが、書いた学習指導案の内容はほぼ終わり、

発言も大学生が考えているものですから似たもの

になりました。指示が曖昧でも、大学生であれば

何となく動いてくれます。しかしながら、今回の

実習では、学習指導案で考えた活動の中でできな

いもの、時間を短くしたものがあったり、時間が

かからないと思っていたところでかかったりなど

予想外のことが 1 つの授業で次々に起こりました。

さらに、大学生が考えつかないことを子どもたち

は発言してくれるため未知の回答に対する掘り下

げに手間取ることもありました。これらのことが

積み重なり、最初の「子どもたちの多様な意見が

飛び交う楽しく授業がしたい」という気持ちから

「何とか終わらせなくては」という焦りに無意識

に変わっていきました。 

昨年の基礎実習で学習指導案の半分も終わらな

い先輩の授業を見た後で、自分は学習指導案の内

容をすべて終わらせたので、安堵していました。

しかし、終わらせることはそれほど重要ではなく、

それよりも熟達した参加者としていかに楽しむこ

とができたかどうかが大事であることに改めて気

づかされました。 

授業を終わらせるのではなく楽しむために、授

業のどこに重点を置くのか、どこで多様な意見が

飛び交いそうか、そのために指示はどうするとわ

かりやすいかなどを予想しながら授業をつくって

いく必要性を学びました。教師になってからは、

すべての授業で丁寧に学習指導案をつくる時間も

あまりないため、どれだけ引き出しを持っている

かも授業中の対応ではっきりすると思いました。

教師になっても、「今、授業を楽しめているだろ

うか？」と自問自答しながら授業していきたいで

す。 

 ３つ目は、教師は周りの人たちの純粋さによっ

て助けられているということです。指導教員の先

生や多くの先生方に様々なところで気遣っていた

だき、支えていただいたおかげで、今回の教育実

習は「楽しかった」と思って無事終えることがで

きました。しかし、振り返ると周りの人たちは支

えたり、助けたりしているつもりはなくても、自

分にとっては助けになっていることが多々ありま

した。 

自分は授業研究会の日、直前の中間休みで授業

の準備をしようと考えていました。しかし、子ど

もたちが遊びに誘ってきて断るのが苦手であった

ため、準備ではなく遊びを優先しました。遊んで

いるときは少し焦っていましたが、途中から純粋

に楽しみ、中間休みが終わり、授業が始まってか

らも終始笑顔でいることができたと思います。子

どもたちは純粋に遊びたかっただけかもしれませ

ん。しかし、彼らのおかげで自分はいつも以上に

楽しみながら授業を行うことができたと思います。 

他にも、学年団の先生方が授業研で用いた資料

を使って私のクラスでも授業をしたいと言って下

さったり、子どもたちが失敗し改善点が多く残る

と思った授業で「楽しかった」と言ってくれたり、

フルーツバスケットで「敦司先生のことが大好き

な人！」と言って子どもたちが動いてくれたりな

ど、ただ純粋な言葉や気持ちに救われることが非

常に多かったです。 

 日新小学校の子どもたちや先生方及び新庄市教

育委員会の皆様におかれましては、この度ご多忙

のところ実習生として迎え入れて下さり誠に有難

うございました。教育実習生として学ぶことはも

ちろん、今後の教師人生で役立つことや人として

成長するために必要なことを多く学ばせていただ

きました。心より感謝申し上げます。この３週間

の新庄市教育実習は今後決して忘れることは無い

と言い切れるほど濃く、かけがえのない経験でし

た。最上地区で、そして日新小学校で実習できて

よかったです！ 
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資料２ 

新庄小学校での教育実習を通して 

        児童教育コース３年 尾形洋敬 

 

 私は今年度、新庄小学校で 3 週間にわたり教育

実習をさせていただきました。新庄小学校での実

習を通して考えたことを以下の４つの視点からま

とめます。 

 1 つ目は多様性についてです。初めて新庄小学

校に行った際、髪を染めている児童が数名いるこ

とに驚きました。高橋校長先生から、新庄小学校

では多様性を重視しており、髪を染めることは児

童の自由であるとの説明を受けました。また、髪

色だけでなく、シャープペンシルの使用や授業を

受ける教室にも制限がない、とのお話をうかがい

ました。このような新庄小学校の校則や校風は、

私がこれまで受けてきた教育や、昨年度実習を行

った学校とは大きく異なり、大変驚きました。 

 ただ、児童の多様性を重視する校則への変化は、

教育現場における大きな改革だと感じました。児

童が髪を染めるという行為一つをとっても賛否両

論があると思います。しかし、新庄小学校は「学

校」というイメージにとらわれず、従来の固い校

則から脱却し、児童の個性を尊重する姿勢を持っ

ていると感じます。他の学校でも、これまで「良

くない」とされた行為が本当にそうなのかを問い

直し、校則や校風が児童の思想や個性を制限して

いないかどうかを検討する必要があると思います。

自分自身が教師になってから、配属先の校則、校

風に疑問を持ったら率先して改善を訴えかけてい

きたいと思いました。 

 2 つ目は、授業についてです。新庄小学校では、

授業スタイルに独自性がありました。1 つ目の多

様性について書いた文章でも触れましたが、例え

ば、算数が苦手な児童は自分の所属している教室

ではない、別の教室で同じ単元の授業を受けるこ

とができる、という仕組みがあります。これによ

り、児童は自分の理解度に合わせた学習が可能と

なり、とても魅力的であると思いました。しかし、

その分教師の数を増やしたり、教室を増やしたり

する必要があるため、このような授業スタイルは

多くの学校では行うことが出来ないと思われます。 

 また、新庄小学校では、児童が自ら考えて答え

を導き出すことを目標にした授業が行われていま

す。私は 5 年生担当でしたが、他学年（1～4 年生

および 6 年生）の算数の授業も見学させていただ

きました。大学の授業課題で、学習指導案作成や

模擬授業などは行いましたが、新庄小学校のスタ

イルのような授業は行ってきませんでした。その

ため、学習指導案作成には苦戦しましたが、回数

を重ねるにつれ、少しずつ児童に考えさせる発問

や工夫ができるようになったと思います。担当教

諭からの提案で、同じ学習指導案の授業を、1 組

と 2組の 2クラスで行わせていただいていました。

初回の授業では児童の雰囲気や理解度に大きな差

があることを実感し、同じような授業を考え、行

ったことを深く反省していたことを覚えています。

それぞれのクラスの雰囲気にあった授業構成を考

える必要があるのだということを理解しました。 

 また、クラス内での学力差を埋めることの難し

さや、予習の進度など、考えることが多くありま

した。特に予習については、課題が多いと感じま

した。1 組は教科書を事前に読んで授業を受ける

児童が多い一方、2 組は教科書を事前に読んで授

業を受ける児童は数人しかいませんでした。授業

進度は 1 組の方が圧倒的に早かったのですが、教

科書を予習している児童は、思考が教科書通りで

あり、なぜそのような思考になるのかを説明でき

なかったり、他の思考が出来なくなったりするこ

とが多かったです。2 組の児童は、授業進度は遅

かったですが、様々な思考がでてきたり、自分で

発見したりする児童が多くいました。本来目指す

べき姿は 2 組のような児童であると考えられます。

しかし、予習を制限することは出来ないため、1 組

のような児童に対して、どのような発問をすると

深く考えることができるか、多くの児童の姿を見

て研究していく必要があると感じました。 

 3 つ目は、教師の姿についてです。担当教員の

中嶋先生をはじめ、他学年の教師の姿を見て、叱

ることの大切さを学びました。中嶋先生は児童か

らの信頼も厚く、優しい先生でした。児童が良く

ない行動をした際には頭ごなしに叱るのではなく、

児童自身が「どうすれば良いのか」「どうするべ

きだったのか」に気付けるような叱り方をしてお

り、大変勉強になりました。 

 また、職員会議での教師の姿も印象に残りまし

た。私が出席した職員会議では、児童の目指す姿

について、学年ごとに分かれて議論を行っていま

した。大学の講義ではあまり詳しく教わらないた

め、教育実習ならではの体験でした。持っている

学年によって各教師の描く児童のイメージが異な

っていたため、様々な意見が出ていました。私の

思考と別視点の考えが沢山あり、成長に繋がった

と考えています。 

 他にも、他学年の先生であった室谷先生にも影

響を受けました。何が児童のためになるかを考え、
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率先して行動する姿が印象的でした。宿泊研修の

際にたくさん話をしてくださり、私の目指す教師

像、生き方の方向性をはっきりさせることができ

ました。 

 ４つ目は児童の優しさについてです。新庄小学

校では特別支援が必要な児童もクラスの中に混ざ

り、学級活動を共に行っていました。その際、特

別支援が必要な児童とも自然に一緒に活動し、温

かい雰囲気を作り上げている姿が印象的した。 

 また、2 つ目の授業について、で触れましたが、 

ある特定の授業で他の教室に行く子に対しても、

相手を馬鹿にしたり非難したりすることなく接し

ている姿が見られました。新庄小学校の児童は、

違和感なく様々な人々と共に活動することを行う

ことができるからこそ、学校でのびのびと生活す

ることができているのだと感じました。新庄小学

校の教師が児童に対して率先して多様性の理解を

促しているため、このような児童が沢山いるのだ

と思います。 

 今回のもがみ教育実習の経験を踏まえ、学校生

活における、多様性を重視したより良い取り組み

を研究し、将来教員として児童の成長を支援でき

る力をつけていきたいです。 

 最後になりますが、私たち実習生を受け入れ、

ご指導して下さった新庄小学校の先生方、新庄市

の教育委員会の方々、地域の方々、に深く感謝申

し上げます。ありがとうございました。 

 次年度も、もがみ地域での中学校実習でお世話

になります。よろしくお願いいたします。 

 

 

資料３ 

 2024 もがみ実習、実習生アンケート（別紙） 

 



教育実習に関するアンケート（もがみ教育実習）結果

以下の質問について該当する選択肢に☑してください。
１．あなたはどこで教育実践実習(以下「実践実習」)を行いましたか。

□①小学校 ① 5
□②中学校 ② 6

計 11

２．実践実習体験前の教職への意欲・関心
□ ①大変高い ① 8
□ ②少し高い ② 3
□ ③少し低い ③ 0
□ ④大変低い ④ 0

計 11

３．教育実践実習（以下、「実践実習」）体験後の教職への意欲・関心の変化
□ ①実習前より大幅に高まった。 ① 7
□ ②実習前より少し高まった。 ② 3
□ ③実習前とあまり変わらない。 ③ 1
□ ④実習前より少し下がった。 ④ 0
□ ⑤実習前より大幅に下がった。 ⑤ 0

計 11

４． 問３で④または⑤を選択した方は，その理由を記入してください。(自由記述)
回答なし

５．実践実習を体験してどんなところが勉強になりましたか。（複数選択可）
□ ①教科・道徳の指導案の書き方 ① 6
□ ②授業の進め方（板書・発問・展開・等々の仕方） ② 9
□ ③教材研究の方法 ③ 6
□ ④学級経営の仕方（個性に合わせた指導の仕方・学級会やＨＲの進め方など） ④ 6
□ ⑤児童生徒集団の理解の仕方 ⑤ 8
□ ⑥個々の児童生徒の理解と受容の仕方 ⑥ 9
□ ⑦教具・教育機器の活用の仕方 ⑦ 6
□ ⑧特別活動（児童会・生徒会活動・クラブ活動・学校行事）の指導の仕方 ⑧ 2
□ ⑨その他（ 　　） ⑨ 0

計 52

0 5 10

①

③

⑤

⑦

⑨

0 2 4 6 8

①

②
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④

⑤

4.5 5 5.5 6 6.5

①

②

0 2 4 6 8 10

①

②

③

④
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６．実践実習体験前の大学での学習への意欲・関心
 　 □ ①大変高い ① 6
 　 □ ②少し高い ② 4
　  □ ③少し低い ③ 1
　  □ ④大変低い ④ 0

計 11

７．実践実習体験後の大学での学習への意欲・関心の変化
 　 □ ①実習前より大幅に高まった。 ① 6
 　 □ ②実習前より少し高まった。 ② 3
　  □ ③実習前とあまり変わらない。 ③ 2
　  □ ④実習前より少し下がった。 ④ 0
　  □ ⑤実習前より大幅に下がった。 ⑤ 0

計 11

８． 問７で④または⑤を選択した方は，その理由を記入してください。(自由記述)
回答なし

９．大学の授業の効果について
・小研・特研を行った教科と，役立ったと思う授業科目名を記入してください。

・国語、道徳

・小研：国語→初等教科法Ⅰ　算数→初等教科法Ⅰ・Ⅱ　理科→初等教科法Ⅰ
社会→初等教科法Ⅰ・Ⅱ、社会の教材分析Ａ　道徳→道徳教育の理論と実践
体育→初等教科法
外国語活動→初等教科法、英語科教育法、英語の教材分析Ｂ、英語表現（英会話）基礎
特研：社会→初等教科法Ⅰ・Ⅱ、社会の教材分析Ａ
・小研：社会　社会科実践演習、初等教科教育法ⅠⅡ(社会)、社会の教材分析Ａ
・小研：道徳　道徳教育の理論と実践　特研：国語　国語科教育法，国語の教材分析A
・小研・特研:音楽 道徳
・特研:外国語　外国語
・特研：算数　初等教科教育法Ⅱ（算数）
・特研：社会　社会科実践演習
・特研:社会科　社会の教材分析A

・小研：英語　授業の進め方、教材分析の仕方、指導案の書き方、授業に至るまでの児童生徒の理解など、英語に限らず色々な授業で磨かれたことが総合的に生かされたと思
う。
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１０．その他実践実習で役立ったと思う授業科目名を記入してください。
・生徒指導・進路指導 (3)
・特別支援総論(2)
・教材開発演習(2)
・道徳教育の理論と実践
・教職論
・学習心理学
・発達心理学
・学級経営
・教育課程編成論
・教育実践基礎実習（幼・小）
・障害児教育総論
・音楽
・特別課題演習
・初等教科教育法I・II（国語）

１１．それらの授業が役立ったところはどんな点ですか。（複数回答可）
□①教科の内容の理解 ① 5
□②教科・道徳の指導案の書き方 ② 4
□③学級経営案の書き方 ③ 4
□④児童生徒集団の理解の仕方 ④ 9
□⑤個々の児童生徒の理解と受容の仕方 ⑤ 6
□⑥教材研究の仕方 ⑥ 5
□⑦授業の進め方（板書・発問・展開等々の仕方） ⑦ 2
□⑧その他（ 　　） ⑧ 0

計 35

１２．「もがみ教育実習」の内容で、よかったのはどんな点ですか。（複数選択可）
□ ①最上地域の学校で実習ができたこと ① 9
□ ②保護者や地域の人を交えた懇談会 ② 7
□ ③指導主事による学習指導案等への指導 ③ 5
□ ④その他（　教員がやさしい　） ④ 1

計 22

１３．「基礎実習」（２年次）の効果について
　　（あなたは，「基礎実習」の経験が役立ったと思いますか。）

□①大いに役立った ① 6
□②少し役立った ② 5
□③あまり役立たなかった ③ 0

計 11

・「これが役立った！」とパッと出てくるものはないが、教育相談や生徒指導・進路指導、各教科の初等教科教育法の授業は役に立ったのではないだろうか。何よりも2、3年次に経
験した基礎実習、実践実習Aが役に立った。
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１４．問１１で答えた理由・改善して欲しい点など（自由記述）
・基礎実習での反省点を本実習で活かせたから
・児童の置かれている環境や発達段階が異なりすぎていたから。
・基礎実習等で子どもと関わったり授業をしたりした経験があったからこそ、どのように実習生として挑んでいくべきか、考えることが出来たから。そのための準備もできたから。
・あまりにも附属中学校の生徒が大人すぎる。ただ初めて実習する、となると他の中学校に比べて生徒との距離感は掴みやすい。
・教育実習という環境で、教師として振る舞うことに慣れるために必要な経験だったと感じています。
・どんな点を意識して学ぶかを考えて取り組めたことや、基礎実習と比較して地域ごとの学びの違いを知ることができたから。

１５．「基礎実習」の経験で役立ったところはどんな点ですか。（複数選択可）
　　□①教科・道徳の指導案の書き方 ① 3
　　□②学級経営案の書き方 ② 3
　　□③児童生徒集団の理解の仕方 ③ 5
　　□④個々の児童生徒の理解と受容の仕方 ④ 5
　　□⑤教材研究の仕方 ⑤ 3
　　□⑥授業の進め方（板書・発問・展開・等々の仕方） ⑥ 4
　　□⑦その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） ⑦

計

１６．実践実習の前に，学習・準備しておくとよいと思ったことについて自由にご記入ください。

・該当する学習指導要領を読んでおくこと
・教材研究は3週間前から細かく進められたのが良かった。
また実習校挨拶の時に、どの範囲を担当するのか細かく聞いておくのも役に立った。
・事前に実習校との打ち合わせがある場合、やりたい教科を決めて、
実践するとしたらどの単元を行うことになりそうか質問し、自分なりに教材研究を行うべき。

・授業の構想(どのように単元を計画していきたいか、どのような工夫をしたいかなど)

・マスク

１７．もがみ教育実習について、改善すべき点等があればご意見をお聞かせください。
・電動自転車がほしい。
・黒い自転車の中の１台がハンドルが曲がっていて危なかったので修理をお願いしたいです。

・もがみ実習は他の協力校より授業を多く持つことができるため、授業をしたい科目を考えておくと良い。

・授業の中で実際に学校の先生が取り組んでいることや授業実践の良いところを見ておくことや教育実習での授業と大学の模擬授業での子どもたちの反応の差の乖離を最小限
にするために学生はより一層自分や受けて下さる学生さんが小学生になったり、相手にするつもりで授業をすると良いと考えた。

・自分の担当学年及び教科の学習指導要領に目を通しておくとよいと思います。
また、担当する教科や単元等が分かっていれば、事前に学習指導案をある程度作成しておくと授業づくりがスムーズにいくと思います。

・子どもたち、先生たちが温かく迎えてくれます。実習生は、「これからよろしくお願いします！楽しむぞ！」という強い気持ち、そして一人一人へのリスペクトの気持ち、出会いに感
謝する気持ちを忘れずに行きましょう。
また、実習生の授業は、実習生と子どもたちがつながることができる大切な時間です。実習生は自分の授業に子どもが一生懸命取り組んでいるのを見たりとか、子どもが楽しそう
に自分の授業受けているのを見て、「うれしいなー、頑張ろう」と思えます。
子どもも、実は「実習生の授業おもしろい！」「実習生頑張ってる！」と心の中で思ってたりしてるんですよ。
そういう点で、授業するということは、子どもとの信頼関係につながると思います。ぜひ、実習生のみなさんには、子どもの姿を想像して、授業づくりに精一杯取り組んでほしいと思
います。
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・特にありません。充実した教育実習でした。
・特にありません。山屋セミナーハウスで共同生活をしながら、他の学生に刺激をもらって教育実習に集中できる素晴らしい環境でした。
・特にありません。実習を幅広くサポートしていただき、ありがとうございました。
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令和６年度 山形大学フィールドラーニング授業プログラム 

プログラムテーマ：地域課題は宝？「空き家」を通じて暮らしを見つめるプログラム（新庄市） 

日   程 

１回目 ２回目 
【１日目】５月２５日（土） 【１日目】６月２２日（土） 

8:42  山形駅発 

9:52  新庄駅着（公用車にてのくらしへ移動） 

10:10 のくらし着 自己紹介/アイスブレイク  

10:30 オリエンテーション１ 

   「万場町 のくらし」と地域活動について 

11:00 万場町散策・商店街の人達と交流(1) 

12:00 昼休憩 

13:00 「空き家の状況」について 

(おむすび不動産 代表 小林純 氏） 

13:30  (FW)空き家ツアー 

14:30 暮らしの変化により変化したもの 

① 万場町商店街「市神様」について

②「共有・町有林」について

(かなぐや 佐藤 安則 氏）

15:30 まとめ 

16:00 山屋セミナーハウスへ移動 

 のくらし⇒山屋セミナーハウス（公用車） 

8:42 山形駅発 

9:52 新庄駅着（公用車にてのくらしへ移動） 

10:10 のくらし着 

10:20 前回の振り返り（発表）各自 3分 

10:45 オリエンテーション２ 

  「にわとり・たまご」 

-祭りが先か、人の商いが先か- の話

・「市神様」の維持管理についての話

11:45 昼休憩 

13:00 「祠」の修繕作業 

説明    〜 作業 〜 

(かなぐや 佐藤 安則 氏） 

完成・作業終了 

15:30 まとめ 

16:00 山屋セミナーハウスへ移動 

   のくらし⇒山屋セミナーハウス 

   （公用車で移動） 

【２日目】５月２６日（日） 【２日目】６月２３日（日） 

9：40 山屋セミナーハウス出発 

10:00 下万場町共有林（五日町・梅ヶ崎）集合 

案内(かなぐや 佐藤 安則 氏） 

山小屋で「町の共有林」について説明 

杉・竹林をみてもらい散策 

12:00 昼休憩 

13:00 （里山作業）薪割り・きのこ榾木並べ 

15:00 振り返り、休憩 

15:30 終了 

（活用・意見など１ヶ月間考えてみる） 

のくらし出発（公用車で新庄駅へ移動） 

16:14 新庄駅発 

17:23 山形駅着 

9:40  山屋セミナーハウス出発 

10:00 のくらし集合 

   （振り返り）自己学習 

３日間を通じて、感じたこと 

12:00 昼休憩 

13:00 地域の人向けに、FLを通じて感じたこと 

 個人レベルでできることを各自発表 

14:30 まとめ 

15:00  のくらし出発（公用車で新庄駅へ移動） 

16:14 新庄駅発（舟形駅は 16:21発） 

17:23 山形駅着 

電車降車後の

移動手段 

新庄駅⇔新庄市内…公用車（送迎） 新庄駅⇔新庄市内…公用車（送迎） 

宿泊料金 
山屋セミナーハウス 22－3527 

1泊 1,250円（夕食・朝食なし） 

山屋セミナーハウス 22－3527 

1泊 1,250円（夕食・朝食なし） 

必要経費 各自の食事代など（朝食・昼食・夕食） 各自の食事代など（朝食・昼食・夕食） 

小  計 1,250円 1,250円 

合  計 2,500円（各自の食事代等は徴収しません。目安は 10,000円程度） 

学生が準備 

するもの 

筆記用具、雨具、作業可能な服装（長袖・長ズボン）、

汗拭きタオル、洗顔用具、入浴用具、スマートフォ

ンまたは PC 

筆記用具、雨具、作業可能な服装（長袖・長ズボン）、

汗拭きタオル、洗顔用具、入浴用具、スマートフォ

ンまたは PC 

留意事項 
事前に各自で新庄市万場町について事前学習。（あれば）出身地の商店街・暮らしの様子などを調

べてみて、イメージをしておいてください。 

23



第二部 授業記録 プログラム１. 地域課題は宝？「 空き家 」を通して暮らしを見つめ直すプログラム（新庄市） 

授業記録

○活動レポート「私はもがみで考えた！」

人文社会科学部 Mさん 

私はこの2回のフィールドラーニングを通して、新庄

市万場町商店街は住民、店主たちが主体的に一丸となっ

て商店街の活性化や人の呼び込みのための策を講じて

おり、住民同士の強いつながりによる協力が大きな役割

を果たしていることを発見した。計三日間の体験でその

つながりの強さを感じた3点を紹介する。 

万場町共有林 

 山は人が手をかけないとすぐに荒れてしまう。下草刈

り、木の加工など体力が必須な仕事が多く、作業効率を

考えると人手も必要だ。若者が適任ではあるが万場町共

有林ではベテランがノウハウを生かし少ない人手で管

理していた。ベテランから山の楽しさを教わり、虫や不

便さだけの偏見から自然を生かした知恵や初めてに溢

れた体験を子供たちや若者ができる機会づくりの必要

性を感じた。 

万場町商店街 

まず、のくらし前の道路について考えてみる。道幅は

狭く、車通りも少ない。人通りも地元の方が稀に出歩い

ているくらいのとても静かで落ち着いている印象だ。商

店街としての活気は過去のものになってしまったのか。

しかし、だからこその利点が生まれている。道向かいの

商店の店先からでも声がかけられ、顔の見える会話がす

ぐにどこでもできるのだ。 

 次に、告げ触れという習慣についてだ。告げ触れとは

伝言ゲーム式の情報伝達術であり、万場町では地域の集

会の連絡などで普段から活用されている。小さな町で人

口も少ないからこそ可能な方法だろう。それは日々から

の地域のつながりを深め、災害時などの緊急時にもイン

ターネット環境に関わらず活用できる伝達網として有

効である。 

市神様 

 祠の修繕を通し市神様について学んだ。市神様は万場

町の氏神で、周辺に住む氏子たちで管理保存に当たって

いる。かつては地域住民同士の交流イベントの中心だっ

たが、不景気、人口減少の煽りを受け下火になっていた。

現在は十日市に代わるよろず市なるイベントで賑わい

の再生、神社への関心の深まりが期待される。 

今回のフィールドラーニングでは手間のかかる山、小

さな商店街、古ぼけた祠など一般には「町の問題」とし

て捉えられるものでも決して悪い点ばかりではないこ

とを知った。「だからこそ」の強み、共に解決する為自

然に会話が生まれ住民主体でアクションを起こせる力

がある。 

商店街の方の何気ない話の中に大学生の私にとって

は新鮮な昔の話、知恵が沢山詰め込まれており学びが多

かった。今の私にできることは、話や行事に「参加」し

混ざる挑戦をし、その街を「知る」ことだ。 

人文社会科学部 Sさん 

私は、今回のフィールドワークを通して、様々な体

験や調査をした。それらを４つの項目に分け、まとめ

ていく。 

１．万場町 

 今回のフィールドワークの主な活動場所である万場

町だが、そこで感じたことは、万場町の人々の距離の

近さである。万場町に住んでいる人々は、みな知り合

い以上の親密な関係であり、すれ違ったりする際にあ

いさつだけでなく世間話で盛り上がっていた。また、

情報がすぐ町中に広がっていることが多くあり、私た

ちが万場町で活動していることを宣伝したわけでもな

いのに、近所の人がうわさを聞いて訪れてくれたり、

手伝いをしてくれた。これも万場町の人々の親密な関

係ゆえのものなのだろう。ほかにも万場町には、山形

県に３つしかない猟銃を扱うお店があるなど、様々な

お店があったり、よろず市を開催することで、盛り上

がっている。これは、万場町が昔、華の万場町と呼ば

れるほど栄えており、万場町でそろわないものはない

ほど商店があったなごりが残っているからだろう。万

場町は栄えている規模は違うが、今も昔も盛り上がっ

ている。 

２．山 

第一回のフィールドワークで新庄市内の山に訪れさ

せてもらい、まき割りやキノコの菌床づくり、シイタ

ケ収穫や散策をさせてもらった。そこで感じたのは、

こういう活動は都会や町の中ではできない田舎ならで

はのことであるということである。こういうこと以外

にそこでしかできないものを考え、広めていくことで

田舎の発展につながると思った。 

３．空き家 

 今回のフィールドワークのプログラムの一番の目的

である空き家だが、万場町だけで 30以上あり、新庄市

全体でみてみれば 1000以上あるということを知り、想

像以上に空き家は増えていることを実感した。いまま

で空き家なんか壊せばいいだけだと思っていたが、解

体費に 300万円や 400万円以上かかることもあり、壊

したところでその土地代は空き家があったときより高

くなるなどその他にも様々な費用がかかることが分か

り、空き家問題はなかなかすぐに解決できるものでは

ないものだと思った。 

４．ほこら（市神様） 

 市神様とは、万場町が昔、遊郭などで栄えていた時

にある人がつくったものである。しかし、その人が死

んでから管理する人がいなくなり、整備されなくなっ
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た。その後、万場町の人々全体で市神様を残そうと協

力し、今も残っている。そのなかでうまれたのがよろ

ず市である。市神様は万場町の中心なのだと思った。 

まとめ 

今回のフィールドワークを通して、万場町のように

町全体で協力していくことが発展していく際に不可欠

になることが分かった。私たち大学生が空き家を減ら

すためにできることは、SNSなどで空き家の現状を発

信し、空き家の活用方法なども知ってもらうことや今

回空き家について教えてくださったゆうみさんのよう

な実際に空き家を活用している人にお話を聞くことな

どだと考える。 

人文社会科学部 Iさん 

 私はフィールドラーニングで「万場町」を訪れ様々

な体験を行った。１回目のフィールドラーニングでは

万場町商店街を散策、空き家についての説明を聞き実

際の空き家を訪問。また町の共有林の散策を行い薪割

りやシイタケを植える活動をした。２回目は「市神様」

という町の祠を綺麗にすることや、祭りの旗を地面に

入れるための穴を掘る等の地域整備をした。 

 これらの活動をする中で感じたことや考えたことを

ここでは２点にまとめた。 

 １つ目は万場町では住民の皆さんが自分たちで地域

課題を解決しようとするところだ。仙台出身の私は、

地域課題は行政が主体となって解決するものだと思っ

ていた。しかし万場町では空き家は不動産会社が買い

取ることで売れる状態にしたり、地域おこしは住民が

自分たちでイベント等を企画し盛り上げようとしたり、

「市神様」は住民が主体となって整備したりと地域課

題を自分たちで解決しようとしていた。 

 ２つ目は何もないところから住民が主体となって作

り上げるところだ。１つ目と通ずるところがあるが、

やはり地域おこしは行政や市民団体が行うイメージが

あった。しかし万場町は市場の再開やイベント、共有

林の開発など一人の住民がやりたいと思ったことをみ

んなで協力して行っていた。 

このようなことは町民同士がみんな知り合いで信頼関

係がある小さな町だからこそできるもので、そこがま

た魅力であると感じた。「何もないからこそできること

がある！！」とおっしゃっていただいた方がいらっし

ゃったが、この言葉は大きな施設もなく、人も減って

いるが、人が少ないからこそ信頼関係があり、責任を

もって町を盛り上げようとする意識が住民にあるから

こそ自分たちのやりたいことなどできるという意味だ

と考えた。 

 フィールドラーニングを行うなかでたくさんの万場

町の方々に声をかけていただいたり、協力しいていた

だいたりした。しかしその中で気付いたことは若い世

代の方々と出会わなかったことだ。 

新庄市のスーパーに行ったときは小さなこどもや若い

家族が多くいたのにも関わらず、万場町では出会わな

かった。よって私は市内市外関わらず万場町に若い人

を呼び込む必要があると考えた。人が少ないことは良

い面もあるが若い人がいないと町自体がなくなってし

まう。この授業を通して地域課題は視点を変えたら魅

力的で地域を盛り上げるチャンスだと分かった。だか

らこそこの地域課題を若い人とって住みやすく魅力の

あるものにするものにし、逆にチャンスにしなければ

ならいと考える。地域課題は万場町だけでなく全国に

存在する。だからこそ県や市だけでなく国全体で考え

ていくべき問題だとこの授業を通して改めて感じた。 

人文社会科学部 Aさん 

今回のフィールドラーニングでは、1日目には実際に

空き家を見て、課題を探した。2日目では、万場町商店

街の氏子総代の所有している山に行きキノコ植、薪割を

体験した。3日目は商店街の、いちがみさまを掃除し、

今後行われるお祭りに向けて、旗を立てるためのポール

を埋めた。4日目では、活動を通して課題をまとめ地域

の方々に発表した。その中で見つけた万場町にあって地

元にない良さと、空き家についての課題についてまとめ

ていく。 

１．万場町にあって山形市にない良さ 

今回の活動ではおもに万場町を中心に活動したがそ

の中で万場町の良さを発見した。まずは、商店街の人々

と地域の深いかかわりだ。地域の中で、協力しあう関係

があると感じ、関係性に温かさを感じた。ほかには、大

人になっても遊び心をもっているとかんじた。商店街で

は、仕事に楽しみを持っていた。地域のイベントには、

人が少ないからと言いつつも、意見に賛同し、楽しんで

いると感じた。古民家カフェの優実さんがイベントを計

画しやすいのも地域の温かさといい関係性を待つ万場

町だからできることだと思う。 
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２．空き家について 

万場町で実際に空き家を見て、空き家に興味を持ち、

空き家を活用して、万場町がもっと発展していくために

はどのような対策があるのか考えた。 

まず、空き家の定義は、移住、その他利用されてない

建物である。原因としては後継者がいない問題、思い入

れがあって壊せない、買い手がつかない、解体費用が350

万いじょうかかるなどがある。このような理由で全国で

約900万以上、山形県内で約6万2000以上、万場町だけで

も30以上の空き家がある。空き家があると、町の景観を

壊したり、衛生面の問題、特に雪国では倒壊の危険性が

大きくなる。 

私は、この空き家問題が地域を盛り上げて活性化させ

るチャンスだと考える。人口減少や空き家問題は、最上

地域だけの問題ではなく、全国的に対策しなければいけ

ない。しかし、空き家を活用して、人を呼べたり、地域

の活性化につながればチャンスになる。空き家のリノベ

ーション例では、万場町のゆうみさんが作った古民家カ

フェ「のくらし」や、蕎麦屋、シェアオフィス、ブック

カフェ、民泊、旅館など様々ある。これらは、空き家の

良さである古さやあじをうまく活用してリノベーショ

ンしている。訪れた「のくらし」でもゆうみさんの行動

力とで空き家のリノベーションだけでなく、地域のイベ

ントや祭りに新しさとが加わり、町の賑わいがとり戻さ

れてきていると知った。 

３．まとめ 

今回のフィールドラーニングを通して新庄市の問題

と良さについて考えることができた。私たちにできるこ

ととしては、大学生としてこの空き家の問題を広め知っ

てもらうことだと思う。ボランティアなどに積極的に参

加し、様々な問題を深ぼりしていきたい。 

人文社会科学部 Kさん 

 今回私がフィールドラーニングで訪れた万場町は、地

域共同管理の意識がしっかりと反映された町であった。

町内の清掃を業者に委託したり、回覧板を廃止したりす

る地域が増えつつある現代において、これほど活気にあ

ふれる町があることは驚くべきことだ。そして私は、こ

の町でのフィールドワークを経て、人と人とのつながり

が地域課題発生までの過程に影響を及ぼし、発生した課

題の解決のハードルを下げる力があると考えた。 

フィールドワークで主な活動拠点となった「のくら

し」は、かつて仕立屋だった空き家を改装して作られた

もので、現在は地域住民の交流場所として活躍している。

趣のある店内には仕立屋時代のミシンが桐たんす置か

れており、ほかにも当時のそろばんや仕立屋のハンコ等

が保管されていた。そこにはただの元空き家としてでは

なく、仕立屋への敬意が見られたのだ。空き家は倒壊の

危険だけでなく街の景観を損ねたり、衛生を害したりす

るおそれがあるため、地域住民の嫌悪の対象になりやす

い。しかし、万場町は家の元持ち主について知ることで、

空き家という地域課題への向き合い方に丁寧さと敬意

が表れていると感じた。そして、その意識は実際に地域

課題が発生した際に他人事だと感じさせない力となり、

地域共同管理の意識へと発展しているのだと考えた。 

その他にも、二回目の活動で屋外作業をした際は、多

くの通行人が私たちに声をかけてくださり、中には励ま

しやアドバイスをくださる方もいた。また、共有林で育

てた竹を地域イベントに使用したり、キノコの菌植えや

収穫に人を呼ぶなど、共有林管理のモチベーション維持

の工夫や、定期的な交流を設けてつながりを絶やさない

工夫が見られた。他人ごとにさせない、思わせない雰囲

気作りと交流が万場町の強さであり、この町を活気づけ

る要因だと感じた。 

一方でこの町が抱える課題は、新しい人を呼び込めな

い点にあると考える。万場町には突出した特産品が存在

せず、有名漫画家の出身地という魅力をもってしても、

観光資源が豊富であるとはいえない。また、新庄市は新

庄駅に新幹線を呼び込むため新庄駅の改装、および駐車

場の拡大を行ったが、新幹線には人を呼び込む可能性と

同時に人を流出させる危険性もはらんでいる。たとえ地

域活動が盛んであれ、その意思を引き継ぐ人がいなけれ

ば町の衰退は避けられないだろう。この課題は少子化す

る現代においてそう珍しいものではないが、地域活動が

盛んな万場町であるからこそ、その活気は守っていくべ

き価値があるものであると考える。 
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山形大学フィールドラーニング授業プログラム 

プログラムテーマ：山形くらし「なりわい体験」（金山町） 

日   程 

１回目 ２回目 
【１日目】６月２２日（土） 【１日目】７月６日（土） 

※山形－新庄間の移動は、原則電車となります。

降りる駅を明示してください。

8:42 山形駅発

9:52 新庄駅着(東口集合)

  町バスにて金山町に移動 

10:30 金山町到着 

   「株式会社ここから」による街並み案内 

町の強み・課題の共有 

12:00 昼食・休憩 

13:30 「株式会社ここから」 

取り組み説明・意見交換 

16:00 ホテル移動 

宿泊 

※山形－新庄間の移動は、原則電車となります。

降りる駅を明示してください。

8:42 山形駅発

9:52 新庄駅着(東口集合)

   町バスにて金山町に移動 

10:30 神室トラウトファーム到着 

イワナ養殖業の継業説明 

お仕事体験 

イワナ解体・料理ワークショップ 

神室ファーム昼食・休憩(ホテル) 

振り返り・発表準備 

ホテル近辺自由行動 

15:00 中間発表  

教育委員会職員との意見交換 

16:00 終了・ホテル宿泊 

【２日目】６月２３日（日） 【２日目】７月７日（日） 

8:40 ホテル出発 

9:00 明安食学校 

  取り組みレクチャー(大豆ミート関連) 

      お仕事体験 

12:00 昼食(大豆ミート) 

13:00 移動⇒中央公民館へ(町バス) 

13:30 振り返り 

※時間に余裕があれば町内周遊

15:20 金山出発(町バス) 

16:00 新庄駅到着 

16:14 新庄駅発 17:23 山形駅着 

8:40 発表準備(ホテル会議室) 

12:00 昼食 

13:00 移動⇒中央公民館へ(町バス) 

13:30 発表会・意見交換会・振り返り 

15:20 金山町出発(町バス) 

16:00 新庄駅到着 

16:14 新庄駅発 17:23 山形駅着 

電車降車後の

移動手段 

移動に関してはすべて町バスを手配します。 移動に関してはすべて町バスを手配します。 

宿泊料金 

シェーネスハイム金山（ホテル）へ宿泊 

9,800円(税込み) 

町補助あり 

⇒ホテル宿泊料金 5,000 円を超える金額に対し

て、最大5,000円まで

※シングル5部屋予約済み

シェーネスハイム金山（ホテル）へ宿泊 

9,800円(税込み) 

町補助あり 

⇒ホテル宿泊料金5,000円を超える金額に対し

て、最大5,000円まで

※シングル5部屋予約済み

必要経費 

街並み案内ガイド料(昼食込み)2,000円程度 

夜ごはん(各自コンビニ・スーパーなどで対応) 

朝ごはん(各自コンビニ・スーパーなどで対応) 

昼ごはん(大豆ミート)1,500円程度 

昼ごはん(イワナランチ)1,000円程度 

ホテル会議室使用料3,300円(学生で割り勘) 

夜ごはん(各自コンビニ・スーパーなどで対応) 

朝ごはん(各自コンビニ・スーパーなどで対応) 

昼ごはん(町内飲食店にて各自対応) 

小  計 8,300円程度 6,500円程度   

合  計 15,000円程度を想定 
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学生が準備 

するもの 

・2日目は農作業も想定されますので、外作業が

できる動きやすい恰好（半ズボン、スリッパな

どはNG） 

・長くつ、長袖、長ズボン、帽子

・必要に応じて日焼け止め

・軍手、筆記用具

・1日目は養殖作業も想定されますので、外作

業ができる動きやすい恰好（半ズボン、スリ

ッパなどはNG）

※水に入るために必要な胴長は町が準備し

ます。

・長くつ、長袖、長ズボン、帽子

・必要に応じて日焼け止め

・軍手、筆記用具

留意事項 

令和６年度からの新しいプログラムとなります。受け入れる側も初めての内容となります。天候

などの条件に応じて、臨機応変に「良い学び」を目指して内容が修正される場合もあります。 

このプログラムを通して、授業以外にも金山を訪問したくなるような、人との出会いに期待しま

す！ 
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第二部 授業記録 プログラム 2．山形くらし「なりわい体験」 （金山町） 

授業記録

○活動レポート「私はもがみで考えた！」

人文社会科学部 Iさん 
私が４日間、金山町で活動をして一番感じたことは、

金山町はワークライフバランスの課題や女性非正規雇

用、キャリア支援不足など様々な課題に直面している

ということである。本レポートでは、キャリア支援不

足に重点をおいて課題を解決するための適切な施策を

検討し、地域社会の持続的な発展に貢献する方法を探

求します。 

 金山町におけるキャリア支援の不足は、地域の人材

育成や産業振興に深刻な影響を与えています。若年層

や中高年層を含む労働者が、自己成長やキャリア形成

の機会に乏しい状況が続いており、将来に不安を抱え

る人々が多く存在しています。特に、地域内の中小企

業や産業の多様性が不足していることから、職業選択

やキャリアパス構築の幅が狭く、労働者のキャリア発

展が阻害されていると言えます。 この課題解決のため

には、まずキャリア支援制度の充実が重要です。金山

町では、教育機関や地域団体と連携し、若年層から中

高年層まで幅広い層に対するキャリア支援プログラム

を積極的に展開する必要があります。これにより、個々

の能力や志向に合わせたキャリアプランの策定やキャ

リアカウンセリングの提供が実現し、労働者が自己実

現と成長を図る手助けとなるでしょう。 さらに、地域

の産業構造の多様化がキャリア支援にも必要不可欠で

す。金山町が新たな産業やビジネス分野の育成に注力

し、雇用機会やキャリア選択の幅を広げる取り組みが

求められています。地域固有の特性や資源を活かした

産業振興や地域おこしの取り組みを通じて、労働者が

多様なキャリアパスを選択しやすい環境を整備するこ

とが重要です。 また、キャリア支援の不足を解消する

には、地域社会全体での協働が欠かせません。地域の

行政機関、企業、教育機関、労働組合などが一丸とな

って、キャリア支援プログラムの充実や人材育成の推

進に取り組むことが必要です。地域の魅力向上や地域

ブランディングを通じて、金山町が知識やスキルを持

った人材を育成し、持続可能な経済発展を促進するこ

とが期待されます。 金山町がキャリア支援の充実に成

功すれば、労働者の能力開発や地域の活性化が促進さ

れ、地域経済の発展を支える重要な要素となるでしょ

う。結果として、金山町が持続可能な社会を築くため

の一歩として、地域全体の発展に貢献することが期待

されます。 

 金山町におけるキャリア支援の不足に取り組むこと

は、地域社会の持続的な発展に向けた重要なステップ

です。適切な施策の実施と地域全体での協働を通じて、

労働者の働きやすい環境を整備し、キャリア形成の促

進を図ることで、金山町が豊かな未来への道を切り拓

くことができるでしょう。 

医学部 Sさん 

私たちは、金山町で「なりわい体験」をしてきまし

た。その中で昔のままのなりわいと新しい世代に引き

継がれた伝統的ななりわいの 2 つの形のなりわいを体

験しました。 

昔のままのなりわいとして、蔵の会のお母さんたち

とのお抹茶交流会です。山形新幹線が新庄延伸したと

き、他の地域からのお客様も増えるかもしれないと考

え、女性たちも金山を訪れる方に何かおもてなしをし

たいと思ったそうです。その結果、金山町の女性団体、

商工会女性部、連合婦人会、茶道愛好会、黎真会の皆

さんが集まり、現在もなお続く、お抹茶での接待が始

まりました。当時、活動資金が乏しく、役場に依頼す

るのも難しい状況でしたが、各団体が協力して 2 千円

ずつ出し合い、お茶やお菓子を準備したそうです。お

客様との会話を大切にし、金山町の情報を熟知するた

めに努力していました。その後、役場の方々が町の情

報をまとめた冊子を蔵史館に提供してくれるようにな

り、お客様がいない時にはみんなで読み合わせて勉強

していたそうです。そして、その形が今でも変わらず

に残って、毎週温かいおもてなしを届けています。実

際に体験してみて、蔵の会のお抹茶のひとときは本当

に気の休まる居心地のいい時間でした。温かい雰囲気

で心が落ち着く空間で、おもてなしの気持ちが溢れて

いる場所でした。 

新しい世代に引き継がれた伝統的なりわいとして、

いわなの養殖体験をしました。40年前、小沼さんは国

の転作方針に従い田畑を開墾し、養魚場を独学で切り

開いたそうです。最上水系金山川で自ら釣ったイワナ

とヤマメを自宅の池で親魚まで育て、その魚を採卵し、

稚魚から成魚、そして再び親魚と代々守り続けてきま
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した。この 40 年間続いたイワナやヤマメの養殖は、1

年前に地域おこし協力隊の方が後継しました。かつて

の養殖を引き継ぎながら、新たに釣り堀を作り、観光

産業にも力を入れたり、養殖場を拡大したりするなど

の計画をたて、現状維持にとどまらず、さらなる発展

を目指して楽しそうに活動していました。実際のいわ

なの養殖体験を通して印象に残っているのは、金山町

に古くからある地域資源を最大限に活用していること

です。ここでいう資源とは、土地、人々、自然環境、

精神的な価値、歴史、伝統技術、そして先人の知恵な

ど、すべてを指します。機械化ではなく、昔ながらの

道具と知恵を使い、愛情を込めて一匹一匹を育てるな

りわいの形に、温かさや金山らしさ、そして魅力を感

じました。 

団塊の世代が 40代の働き盛りだった頃、産業は大き

く発展しました。しかし、その団塊の世代が 80代にな

り始める今、その頃、各地域を支えていた産業が衰退

しつつあります。多くの地域で、その担い手がいない、

伝統技術の後継者がいないという問題が顕在化してい

ます。現在私たちは、地域の昔ながらのなりわいを新

しい形に再構築し、次の世代に継承していく必要があ

ります。なぜなら、体験を通して、昔ながらのなりわ

いには、優しさ、温かさ、感謝の心、おもてなし精神

が詰まっていて、それらのなりわいには豊かな心を育

む素晴らしさがあるということを実感したからです。

たとえ形が変わったとしても、失うことなく、未来に

残していきたい、そんな町のなりわいが今、各地で消

滅の危機に瀕しています。地域の資源を活かし、若い

世代の私たちのアイディアでワクワクするものに育て

上げて、この衰退をとめ、次の世代にも残していきた

いのです。私たちは今、昔ながらのなりわいを進化さ

せ、未来に継承していく段階にあると考えます。 

 

工学部 Cさん 

私は計 4日間、金山町へと訪れ、実際に現地を見て、

学び、感じたこと、そこから考えた課題をいくつか挙

げることができた。 

まず、現地で学んだことは、山形県、特に最上地区

では、過疎化の進行具合が著しく、人を定住化させる

どころか、人を集めること、さらにその町の名前も知

られていないことが多いことである。金山町のプログ

ラムは、履修希望者 4 人とサポーター1 人の計 5 人で

行われ、そのうち 3 人が山形県民であったにもかかわ

らず、「金山町」をこのプログラムを知るまで聞いたこ

とがなかったということだった。そして、金山町の人

口も「町」の基準である人口 5000人をつい最近切って

しまい、人口減少も目に見えて分かった。 

次に、この学んだことから感じたことは、町の名前

が知られていないことや人口減少に歯止めがかからな

いもっともらしい理由は、町を象徴するもののインパ

クトが弱いという点である。金山町のアピールポイン

トを伺うと、金山杉やドイツの街並みの雰囲気を取り

入れていること、イギリスの旅行家「イザベラ・バー

ド」が訪れたことのある町であることといったように、

ピンと来ないようなものが挙げられていた。しかしな

がら、金山町にも良いと感じた点は多々あります。例

として、人口が少ないからこその、町の人の暖かさや、

シェーネスハイム金山周辺（有屋）のアクティビティ

等の充足度が挙げられる。 

そして、これらから考えられる課題は、金山町とし

ての認知度の低さである。金山町は、確かに森や田畑

が占める割合が多いかもしれないが、楽しめる場所が

一切無いわけではない。山形県民でさえ知らない人も

いるというその知名度の低さが原因で、人を呼びつけ

ることができなくなっていると考える。この現状を打

破するには、まず金山町の存在を知ってもらうことが

第一であり、存在を知ってもらうことではじめて、金

山町とはどのような町なのか、何があるのかについて

知ろうとするのではないかと考える。そこから、実際

に「観光客」として金山町へと訪れ、町の空気を吸っ

てもらうことで、その雰囲気をその身で体験してもら

うことができる。 

 最後に考察を示す。人口減少が止まらないもっとも

らしい理由は、出生率の低さと死亡率の高さであると

考える。都市圏への人口流出も要因の一つであると言

えるが、前者が圧倒的な要因である。これは、全国的

に深刻な問題とされている少子高齢化問題により、子

供を産む世代を作ることができず、高齢者だけは死ん

でいくという負のサイクルが出来上がっているからで

ある。これを解消しない限り、人口増減を横ばいにま

で持っていけたとしても、増加させることはできない。 

 

農学部 Kさん 

私は１０年ほど山形県に住んでいるが、活動当初は

金山町の特産品もわからなければ町の所在地がどこか

もわからない状態であった。全４日の活動を経て「金

山町は穴場スポットが多い」と私は思った。言い換え

れば「残念ながらまだまだ知名度が低い」である。 

 穴場スポットとして挙げるならば、金山町役場周辺

と神室エリアである。 

 金山町役場周辺は条例が定められているわけではな

いが、住宅をこげ茶色と白色のコントラストで彩られ

たものを建てたり、元の住宅の色を変えたりするなど、

町全体が協力して街並みに力を入れている。また、建

築・美術系の学生などが電飾や橋の設計などを行うこ

とによって、景観づくりにより拍車がかかっているよ

うに感じた。もちろん日中の街並みも美しいが、夜間

は幻想的な雰囲気が漂い街並みはより美しく見える。
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SNS においてはとても話題になりそうな要素が至る所

にある。 

 神室エリアはキャンプ場を中心としてキャンプ好き

や金山町周辺に住む家族連れが集まるエリアである。

そして、「地域おこし協力隊」の活動によって今後ます

ますの発展が見込まれるエリアでもある。神室トラウ

トファームは首都圏から移住してきた方が、先代のイ

ワナをはじめとする魚の養殖を行っていた事業を引き

継いだもので、養殖にあたって使われる場所や装置は

４０年ほど前から変わっていない。現在は養殖場がメ

インであるが釣り堀も始めようと考えているそうで、

今後、金山町の名所となるだろう。また、シェーネス・

ハイムという宿泊施設では仙台から移住してきた協力

隊の２名が、施設内の長年使われていなかったバーを

Kamuro hütteという形で復活させて経営している。金

山の人・自然に魅せられたおふたりは、バーを通じて

金山に訪れた人に楽しく過ごしてもらいたいという想

いで活動している。加えて、移住する前に仙台を中心

に SNS やコミュニティ新聞の広告などを利用して宣伝

をしていたそうで、まだまだ足を運ぶ人は多い見込み

だとのこと。 

ここまで私が思う穴場スポットについて書いてきた。

どちらのスポットにも共通して言えることは、外部か

らのはたらきかけによって金山町は魅力的な町へと進

化しているということだ。このことから私は、外部か

らの意見を取り入れることの良さやそれらを聞き入れ

ることや受け入れることの重要性を学んだ。また、本

プログラムは「なりわい体験」であるので、街並み案

内や新規事業の仕事体験など様々取り組んできた。体

験をしていくうちにその事業の素晴らしさがわかると

同時に、関わった方全員が外部の人に対してあたたか

さを持っていると感じた。そのあたたかさを金山町に

訪れた人にはぜひ体感してもらいたいと思う。 
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山形大学フィールドラーニング授業プログラム 

プログラムテーマ：プログラム名 最上町の木を使った楽器を全世界に広めよう（最上町） 

日   程 

１回目 ２回目 
【１日目】５月１８日（土） 【１日目】６月２９日（土） 

8:42 山形駅発 

9:52 新庄駅着（舟形駅は 9:44着） 

11:00 最上町立中央公民館 到着 

講師紹介・活動紹介等 

12:00 お昼休憩 

13:00 ワークショップ 

（楽器演奏体験等） 

15:45 ワークショップ終了 

17:00 宿到着 

8:42 山形駅発 

9:52 新庄駅着（舟形駅は 9:44着） 

11:00 最上町立中央公民館 到着 

ワークショップ（演奏練習等） 

12:00 お昼休憩 

13:00 ワークショップ 

15:45 ワークショップ終了 

17:00 宿到着 

【２日目】５月１９日（日） 【２日目】６月３０日（日） 

8:30 宿出発 

9:00 ワークショップ（楽器演奏等） 

12:00 お昼休憩 

13:00 最上町巡り 

15:00 最上町出発 新庄駅へ 

16:14 新庄駅発（舟形駅は 16:21発） 

17:23 山形駅着 

8:30 宿出発 

9:00 ワークショップ 

（町の楽器演奏団体と交流） 

12:00 お昼休憩 

13:00 活動まとめ 

15:30 最上町出発 新庄駅へ 

16:14 新庄駅発（舟形駅は 16:21発） 

17:23 山形駅着 

バス降車後の

移動手段 

教育委員会による送迎 教育委員会による送迎 

宿泊料金 
瀬見温泉 松葉館 ６,７５０円（夕・朝食付） 

※入湯税込み

瀬見温泉 松葉館 ６,７５０円（夕・朝食付） 

※入湯税込み

必要経費 
講師謝金 １人２,０００円（予定） 

※参加人数によって変更あり

講師謝金 １人２,０００円（予定） 

※参加人数によって変更あり

小  計 ８,７５０円＋α ８,７５０円＋α 

合  計 １７,５００円＋α 

学生が準備 

するもの 

１日目の昼食・飲み物・タオル 

作業できる服装・着替え・帽子・運動靴 

必要に応じて常備薬 

１日目の昼食・飲み物・タオル 

作業できる服装・着替え・帽子・運動靴 

必要に応じて常備薬 

留意事項 
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授業記録  
 

○活動レポート「私はもがみで考えた！」 

 

人文社会科学部 Oさん 
私はフィールドラーニングで失敗を恐れず、挑戦す

ることの大切さを学んだ。 

フィールドラーニングでは主に艶やかな音色を奏で

る楽器を演奏したり、最上町の美しい自然を感じるこ

とが出来る観光場所を訪れたりした。最上町で訪れた

封人の家や大赤松の跡地などは歴史的背景も多く存在

し、町人との物理的だけでなく精神的な強い関わりや

つながりを感じた。 

楽器の演奏についてだが、その楽器は最上町に数年

前まで存在した日本一の大きさを誇っていたアカマツ

から作られたものだ。数年前に枯死と診断され伐採さ

れたアカマツだったが、その木材を活かして作られて

楽器は、町人たちの思いが楽器に込められていると感

じた。そのアカマツのハープ(私たちは「もがみハープ」

と名付けたハープ)を演奏するのがフィールドラーニ

ングのメインの活動だった。 

私は今まで学校の活動でしか楽器を触れたことがな

く、上手に演奏することができるか、失敗して周りの

足を引っ張ってしてしまうのではないか、という不安

で緊張していた。 

フィールドラーニング初日、私たちは簡単な楽器で

の活動導入から始まった。その後、もがみハープの演

奏を始める前に講師の泉谷先生は、私たちに「演奏す

ることを、失敗することを恐れないこと」を教えてく

れた。その中で、「演奏者は、上手で綺麗な音色を観客

に届けようとしているが、観客はそんなことは気にし

てなく、観客は演奏している人を見ている。楽しく演

奏することこそが音を最も美しくする。」という話が、

私の音楽に対しての印象を大きく変えた。失敗を恐れ

なくていい、という考え方のおかげで、私は音楽をよ

り楽しめるようになり、初日の活動では、もがみハー

プの美しい音色を十分に楽しむことができたと思う。 

2 日目の活動では、地域の演奏している人たちとの

交流を行い、演奏する上での心構えができたと思う。

そして、発表に向けての準備をした。発表する際に演

奏を行うことで、もがみハープの魅力をより伝えるこ

とができると思った私たちは発表の終わりに演奏を行

うことにした。その曲を決めたり、もがみハープ用に

楽譜を作ったりするのに難儀したが、協力し意見を交

換することで、なんとか作ることが出来た。私たちは、

演奏をする上で、仲間たちと心を通わせて失敗を恐れ

ずに音を楽しむということが重要だと理解し、練習を

重ねてより良い演奏を目指して練習した。その結果、

先生たちから良い評価を得ることができた。このこと

は、今回の活動の中で最も嬉しく、達成感を感じた瞬

間だったと思う。 

このフィールドラーニングで私は、失敗を恐れずに挑

戦し続ける努力をすることが重要だと感じた。このこと

は、楽器の演奏だけでなく、最上町の取り組みにも言え

ることだろう。最上町の人々は地域の特産品や観光資源

などをもとに、新たな取り組み・挑戦を行っている。少

子高齢化などの様々な問題を抱える中で、より良い未来

を目指して、日々挑戦し続けているのだ。最上町を実際

に訪れ、最上町を肌で感じたからこそ、わかったことだ

と思う。私たちはフィールドラーニングで感じた最上町

の魅力を、素晴らしさを発表伝えなければならないのだ。 

 

 

人文社会科学部 Iさん 

1.はじめに 

今回のフィールドワークを通して、私たちは最上町の

魅力について学びを深めた。その中でも、最上町で採取

されたアカマツという木を使って作られたもがみハー

プという楽器を演奏した。そこから得られた魅力や素晴

らしさについて少し紹介したいと思う。また、その活動

以外にもたくさんの自然や文化に触れたので、それらの

活動から学んだ経験も紹介しつつ、楽器の魅力と結び付

けて考えたいと思う。 

2.大アカマツの歴史と最上町の魅力 

もがみハープは、日本一の幹回りを誇るアカマツとい

う木を使って作られた素晴らしい音色を奏でる楽器で、

誰でも簡単に演奏できるというメリットがある。アカマ

ツは東アジアを中心に広く分布している常緑針葉樹で

あり、日本国内において北海道南部から九州南部にかけ

て自生している。その中でも最上町に存在した東法田の

アカマツは、その巨大な大きさから大アカマツとよばれ

ており、樹周は８．５６メートル、標高は２６メートル

（平成２０年）、樹齢は推定６００年と素晴らしい歴史

を誇る木として知られていた。しかし、樹勢は年々衰弱

し、平成３０年５月ごろには葉の急激な変色が樹冠上部

まで一気に進行した。早急に大枝の切除や薬剤散布等の
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対策が講じられていたが、樹齢回復には至らず、その後、

枯死状態にあるとの診断がなされた。（令和元年８月）

枯死の原因特定はできないが日照不足や根の傷み、欠損

個所からの腐朽菌侵入といった様々な要因が重なり枯

死に至ったと専門家は推断した。そして令和３年６月１

０日、地域の人々に別れを惜しまれながら伐採工事が決

行された。しかし、令和四年に（日本一の大アカマツ跡

地植樹祭）が行われ、二代目アカマツが誕生した。この

歴史あるアカマツを使ったハープの魅力を広めるため

には、人や自然、観光などと結び付けて考えることが一

番の近道だと私は考える。地域の有名な観光スポットで

演奏会を開き、人々が集まりやすい高原や温泉街などの

自然、文化と結び付けて考えるのも一つの策として挙げ

られる。地域の人が一体となって楽器の魅力や町の魅力

を広める工夫を行うべきだ。 

3.結論 

最上町を自分の肌で体感したことで様々な魅力につ

いて考え、それをたくさんの人に知ってもらうための提

案や策について考えを深めることが出来て良かった。ま

ずは地域の人同士で話し合いをし、そこから人や自然、

文化や観光などと結び付けて考えることで、一人でも多

くの人にたくさんの良さを知ってもらえる機会を作る

ことが出来るのではないかとわたしは考える。 

 

地域教育文化学部 Kさん 
私はこの 2 回、計 4 日間のフィールドワークを通し

て、ここでしかできない経験というものを体験するこ

とができました。 

私がこのテーマを選択し参加したいと思ったのは、

自分の新たな音楽経験の獲得を見込んだからでした。

今まで積み重ねてきた経験を活かしつつ、新たな経験

をしてみたいと考えていました。 

今回のこのフィールドワークは、まず、最上町のテ

ーマの主体である、最上町のオオアカマツで作られた

楽器と、その最上町について知るところから始まりま

した。はじめに行った事前調査では、班の人と手分け

をして最上町の現状や楽器について調査を行いました。

それぞれ何に関して調査を行うかを話し合った時には、

自分では思いつけなかった視点が話し合いの中で生ま

れ、自分にとっても新たな考え方を身に着ける１つと

なりました。実際に現地に初めて訪れた１回目は、楽

器に触れてその魅力を体感してみることが中心でした。

初めて訪れた場所ということもあり、目に入るものほ

とんど全てが物珍しく映りましたが、その中でも特に、

最上町の楽器は特徴的だと感じたのが第一印象でした。

誰でも演奏できて楽しめる、そんな楽器の美しい音色

に、私は魅力を感じました。楽器の背景や最上の特性

との結びつきについて知ったうえで実際に演奏を経験

し、最上町の景勝地を訪れて現地の方からお話を聞い

て最上について理解することで、より楽器に思いを寄

せることができました。また、泉谷先生から教えてい

ただいた演奏のコツは、今までの音楽経験に捉われて

いた自分の考え方に変化をもたらすことができるもの

で、だれかと協同して音楽をつくる楽しさを改めて感

じることができました。そうして体感したことを自分

なりにまとめ、班全体で話し合いながら言語化してい

く過程は、テーマの最終的な目標に対するてがかりと

なるだけでなく、自分自身の考えの整理にもつながり、

具体化・言語化という手段の有効性に気づくことがで

きました。 

中間学習を挟んで臨んだ２回目のフィールドワーク

では、１回目に得た知識や経験を活かして、より具体

的なテーマへのアプローチ方法の模索が主となりまし

た。現在最上町内外で楽器を使用した演奏会などに参

加されている方々からお話を聞くことができた時には、

今の自分たちに求められていることやできることを理

解して、自分たちなりの最終的な解答を生み出すこと

ができました。 

フィールドワーク全体を通して、普段の学習では感

じることのできないことを多く経験することができま

した。人との関わり方や自分自身との向き合い方、そ

して誰かと共通の目標に向かって動くことの難しさと

楽しさを、今まで以上に認識することができたと感じ

ています。お世話になった講師の方々、そしてともに

活動した班の人たち、本当にありがとうございました。 

 

医学部 Sさん 

私が今回のフィールドラーニングで最上町を訪れて

学んだことは「音楽は楽しむもの」ということです。

私はこれまでピアノや吹奏楽を通じて音楽と向き合っ

てきました。その中で音楽は楽しいものである、とは

わかってはいたものの、練習は大変で、ミスをしては

いけない、完璧に演奏をしなければいけないと考えて

きました。もちろん完璧に演奏ができたらうれしくそ

のために練習をするのですが、今回のフィールドラー

ニングで泉谷先生の話を聞いて気持ちが変わりました。

泉谷先生は楽器演奏の際に様々なアドバイスをしてく

ださいました。その中で少し例を挙げると「ミスをし

たら隣の人を見る」「緊張したら怒ってみる」など今ま

でに聞いたことのないものでした。しかしその根幹に

は「音楽を楽しむ」というものがあり、それはミスを

しないことや完璧な演奏をすることよりも、とても大

切なものであるということに気づくことができました。

また、「演奏は弾くものではなく聞くものである」とい

う言葉に感銘を受けました。演奏者が一番素敵に見え

る姿は、演奏者が音に耳をすませて演奏する姿である

ため、自分の出した音と周囲の出す音とをよく聞き演

奏することを心掛けたいと思いました。これから音楽
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を続ける上で演奏中に聞くことを常に意識したいです。 

最上町の楽器に触れて感じた魅力は柔らかく温もり

のある音色で、独自の楽器のため決まった型がなく、

だれでも弾きやすいということです。間違った音を弾

いても大丈夫なため、演奏し始めるにあたりかなりの

練習量が必要となる楽器がある中でこの最上町の木を

使った楽器は音楽を楽しむ上で素晴らしいものである

と考えます。この楽器を世界に広めようといったテー

マで始まったフィールドラーニングですがただ世界に

広めたいだけならＳＮＳを使えば少なからず世界に広

まるでしょう。しかし、ただ認知されることが目標で

はありません。この楽器の魅力を体験して知り、音を

聴いてほしいです。そして自然とこの楽器が広まって

いくことを望みます。 

この経験を通して音楽の楽しさと最上町の木を使っ

た楽器の魅力を実感しました。最上町の木を使った楽

器は音楽の魅力を最大限に引き出すことのできる手段

で新たな文化として自然と広がってほしいです。今後

も音楽を続け多くの人に音楽の魅力を伝えていきたい

と思います。 

 

 

 

医学部 Mさん 
序論 

フィールドラーニングでの演奏体験や町探訪を通じ

て、最上町には最上の楽器をより広めるという目標が

あることがわかった。本レポートではフィールドラー

ニングの主な活動内容を報告し、先述の目標を達成す

るための方法を考察する。 

 

本論 

活動内容 

1 回目のフィールドラーニングの最上の大アカマツ

を使った楽器の演奏体験では、簡単な質問をしながら

の演奏などのゲーム、ペアでパート分けしてハープの

ような楽器（本レポートでは便宜上もがみハープと呼

ぶ）の演奏をした。ミスを恐れないことや周りの音を

聞きながら演奏すること等の演奏する際の心構え、ミ

スをした時の対処法やパートごとに役割があることを

学んだ。その後、最上の木を使った楽器の魅力を発表

し、その楽器にあう曲を考えて演奏した。 

また、封人の家、境田分水嶺、ヤナ茶屋もがみを訪

れ、最上町の歴史や農業について学んだ。 

2 回目のフィールドラーニングでは報告会に向けて最

上町の抱える課題とそれに対する提案、最上の楽器の

魅力等について意見を出し合い、報告会で演奏する曲

決めや演奏練習もした。町の楽器演奏団体とも交流し、

交流人口の増加や音楽を開始・再開したい人に最上の

楽器を広めることを目標としていることなどが分かっ

た。町長の話を聞いて、行動・成果目標を達成する方

法を考えることの重要さを学んだ。 

さらに、前原高原、大アカマツが生えていた東法田

に訪れた。 

このフィールドワークで宿泊した瀬見温泉は自然や歴

史を感じられ、落ち着いて過ごせる素敵な温泉地だと

感じた。 

 

課題に対する提案 

フィールドラーニングを通じて、最上町には最上の

楽器をより広めるという課題があることがわかった。

この課題に対して 4つの方法を提案する。 

1 つ目は最上観光の玄関口にある最上駅に大アカマ

ツでつくられた楽器を設置することだ。それによって、

多くの観光客が楽器に触れる機会をつくることができ

るだろう。 

2 つ目は観光資源と結びつけることだ。歴史を感じ

られ落ち着いた雰囲気が漂う封人の家や瀬見温泉にも

がみハープの上品で温もりのある音色があうと感じた。

瀬見温泉や封人の家、東法田等の観光地でもがみハー

プでの演奏音源を流すことで楽器の魅力をより広める

ことが期待できる。 

3つ目は県の市町村 CM大賞に応募することだ。市町

村 CM であれば現地に赴かなくても音を体感できるた

め、最上の楽器の知名度を上げられるだろう。 

4 つ目は前森高原や公園などで最上の楽器演奏体験

会を開くことだ。実際に演奏することで最上の楽器の

よさをより強く感じられるだろう。 

これらの方法を組み合わせることで、観光客や地元

の方、最上に訪れたことはないが音楽に関心がある方

に最上の楽器の魅力を広めることが期待できる。 

 

結論 

フィールドラーニングを通じて演奏する上で大切な

ことを学び、最上町は歴史ある観光資源に恵まれ自然

豊かであることを知り、最上の楽器の魅力は大アカマ
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ツからできていることだけではなく、その上品で温か

みのある音色や型がなく初心者でも気軽に演奏できる

ことにもあると感じた。主に音楽に興味がある人の間

で最上の楽器が徐々に広まること、最上の観光資源を

きっかけに最上の楽器の魅力を知る人や最上の楽器を

きっかけに最上のさらなる魅力を知る人が増えること

を願っている。 

今後の課題として、本論で述べた 4 つの方法をより

具体的に検討し、最上の楽器の魅力を深堀したい。 

 

医学部 Mさん 

私がもがみで体験した楽器「最上ハープ」は、推定

樹齢６００年の大アカマツを材料として、ルネサンス

時代の古楽器であるプサルテリーをモチーフに誰でも

簡単に弾けるように設計されている。プサルテリーを

参考にしているものの、もがみの雰囲気に適した柔ら

かな音色を奏でるよう、形に丸みを帯びさせる工夫が

なされており、楽器製作者である泉谷先生のオリジナ

ルの楽器であるといえる。 

 私が実際に最上ハープを弾いて感じたことは、音色

がとてもきれいで、初心者でも簡単に音楽の世界に没

入できるということだ。泉谷先生の「失敗を恐れなく

ていい」、「自分にできないことを無理にする必要はな

い」というご指導の下、音楽初心者である私でも自由

気ままに音楽を楽しむことができた。一緒に演奏して

いる仲間の姿をみると、なんとなく安心感が湧いてき

て自分の弾いている音に集中することができた。 

 もがみでの体験を通して、私は駅構内に自由に演奏

できる最上ハープを設置することを提案する。最上ハ

ープの最大の魅力は、誰でも自由に演奏できることで

ある。その強みを最大限生かすには、音楽初心者の人

でも気軽に最上ハープを演奏できる環境を整えること

が必要である。そこで私は、駅ピアノから着想を得た。

駅ピアノの特徴は、簡単に利用しやすいこととその場

にいる人を巻き込む公共性である。最上ハープで同様

のことが可能となれば、誰でも簡単に演奏できる環境

を確保するとともに、最上ハープの上品で透き通るよ

うな音色を多くの人と共有することができ、最上ハー

プの魅力に共鳴する人が集うようになると期待される。 

 駅最上ハープについて、より具体的に考察していく。 

まず、設置場所の候補としては新庄駅の公共スペー

スである「ゆめりあ」が挙げられる。私はフィールド

ラーニングの帰りにゆめりあを見て回ったが、広場は

若者を中心に多くの人で賑わっていたため、人々に最

上ハープの存在を伝えるには適した場所だといえる。 

 次に、演奏方法がわからない人に向けて、演奏方法

を簡単に紹介する動画を流す。最上ハープを設置した

近くに小型の液晶ディスプレイを置き、かんたんな演

奏動画を流すことで、見よう見まねで演奏してみよう

とする人が増えるのではないか。 

 最後に、設置期間について、最初は１日単位で試し

ていくのがよいと思われる。最上ハープは貴重な大ア

カマツを材料としており、壊されてしまうと大きな損

害となってしまう。そこで、最上ハープを長く大切に

奏でていくためにも、駅に設置した際の使用ルールを

細かく決めていく必要がある。 

 私はこのフィールドラーニングで様々なことを実感

をもって学んだ。最も心を惹かれたのは、最上ハープ

をとりまく大アカマツと地元の人の物語である。最上

ハープの美しさに人々が共鳴し、集っていくことに大

きな感動を得た。私自身も、自然と人が集ってくるよ

うな、真に価値あるものをもつ人間になりたいと強く

思う。 

 

医学部 Fさん 

 私は最上町で一度目のフィールドワークでは封人の

家や分水嶺などの最上町の魅力となる場所に行き、楽

器を用いたゲームを行う事で音楽に親しみました。ま

た、演奏や作曲を通して今回のフィールドワークで一

番印象に残った考え方である、「演奏をする際には間違

いを少なくすることよりも大切な事がある」という事

を学ぶ事ができました。そして二度目のフィールドワ

ークでは、今回演奏した楽器の材料となった世界一の

アカマツが生えていた場所に行ったり、有名なシャン

プーやトリートメントの広告に用いられた桜の木のと

ころに行ったりして、最上町の自然の壮大さを再認識

し、実際にアカマツから作られた楽器を演奏する活動

をしている方にインタビューを行い、話し合いを通し

て私たちが発表で伝えたいと考える事柄について深め

ました。私が今回のフィールドワークで考えた事は、

山形県内でアカマツから作られた楽器に触れる機会を

増やす事ができれば最上町内だけでなく海外の方にも

楽器の魅力を伝える事ができるのではないかという事

です。インタビューを行った際に活動を始めたキッカ

ケとして音色がとても好きで演奏したくなった、他の

楽器よりも心に響く音色をしているという考えを聞き、

深く共感しました。初めて最上ハープを見た時、私は

見た目が琴と似ていたため、音色も琴のように鋭く響

くものを想像していました。しかし、実際に演奏して

みるとその音色がとても柔らかく温かいもので意外に

感じました。その後演奏中に考えることや曲を選ぶ際

に指針としている事を知るにつれて最上町の楽器と楽

器に関連する場所や考え方は一貫して温かく私たちに

寄り添ってくれるものであると感じました。これは、

他の地域に比べて山などの自然が身近にあり、人や自

然との共生を大切にしてきた最上町だからこそ生まれ

たと考えました。調査によって封人の家や山に現在多

くの外国からの観光客が訪れているという事がわかり
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ました。そのため最上町の雰囲気や自然が好きな人の

中には今までの音楽との関わりの有無に関わらずアカ

マツから作られた最上町そのもののような雰囲気の楽

器に興味を持ち、魅力を感じる人が多くいるのではな

いかと考えました。 

 

 

 

工学部 Kさん 

最上町のフィールドラーニングでは、「森から生まれ

た楽器」を町の子供と大人が楽しむ場所をつくり、その

楽しみ方を発信し最上町を拠点として、町外・国外での

交流を促進し同様に楽しむ人を増やすことテーマに活

動している。今回はこの活動の新たな可能性や楽器の楽

しみ方や楽しむ場所づくりを提案することを目的にフ

ィールドラーニングを行った。目的達成のために事前学

習と最上町の大アカマツから作られ、ハープの弦を使用

した楽器（最上ハープ）を弾いた。2回のフィールドラ

ーニングを通して学び、得られた成果を述べる。 

第1回の活動では、「木と音の会」の代表である大ア

カマツ伐採材を利用して楽器を作った講師の泉谷先生

から楽器が作られた経緯や楽器を弾く際の心構えを学

び、楽器を弾いてみて感じた魅力やキャッチコピーを考

え発表した。町探訪では、松尾芭蕉が訪れた「封人の家」

や「境田分水嶺」、地域材のもがみ杉で作られたローソ

ンもがみ店を訪れた。第2回の活動では自分たちで合奏

する曲「テルーの唄」（谷山浩子）の楽譜を作成・練習

し、最上町の可能性について話し合い発表した。町探訪

では、日本一の大アカマツがあった東法田と前森高原を

訪れた。 

今回のフィールドラーニングで、今までは楽器とは決

まった場所を正しい方法で弾くイメージだったが、正解

がなく自由に弾けるだけでこんなにも初めての楽器に

対して抵抗がなく弾けるのかと驚いた。演奏団体で演奏

している方は最上ハープの音色に惹かれて演奏を始め

たと話していた。現在、町民の思いが引き継がれるよう

に大アカマツが生息していた場所には２代目の大アカ

マツが移植され成長中である。私は最上ハープの魅力を

キャッチコピー「大アカマツの可能性 最上の音色を世

界へ」と表現した。大アカマツが楽器として生まれ変わ

り、人々に最上の音色を届けていることに感銘を受けた。 

町の面積のうち森林が全体の84％を占める山形県内

でも有数の林業地の一つである最上町では、スギなど人

工林が伐採適齢期を超えており、それらを活用していく

ことが課題だ。すでに最上町ではその活用法として、最

上の木から作られた数種類の楽器で演奏する団体や間

伐材をチップにしてバイオマス発電する木質バイオエ

ネルギー事業、もがみ杉で作られたローソンもがみ店、

間伐材を暖炉や薪ストーブの燃料に使用するなど取り

組んでいる。最上の新たな可能性を話し合う中で、初め

は町おこしの手段としてSNSの活用など提案したが最上

町が求めていることと違うことが発覚した。観光事業と

最上ハープを結びつけること、誰でも体験できるように

最上駅や新庄駅に最上ハープを設置すること、駅メロに

最上ハープを活用するなど、実際に弾き、町探訪して魅

力を知ったからこそ考えられたことを提案できた。 

最後に、フィールドラーニングで最上町には知らない

だけで素晴らしい魅力・場所が沢山あることに気づかさ

れた。最上ハープを演奏することを通して、演奏や人前

で発表する際の心構え、緊張した時の対処法などを学ん

だ。私は最上の木から作られた楽器を活用して、観光業

や駅と結びつけ、最上に来た人が最上の音色を聴ける機

会を作ることを提案する。 
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山形大学フィールドラーニング授業プログラム 

プログラムテーマ：里地里山の再生Ⅰ（舟形町） 

日   程 

１回目 ２回目 
【１日目】５月１８日（土） 【１日目】５月２５日（土） 

08：42 山形駅発 

09：44  舟形駅着 

10：00～ 開講式（農村環境改善センター） 

 活動説明 

10：30～ 野菜の定植体験活動 

12：00～ 昼 食 

13：30～ 野菜の定植体験活動 

18：00～ 夕 食 

19：00～ 若あゆ温泉入浴 

体験実習館 宿泊 

08：42  山形駅発 

09：44  舟形駅着 

10：00～  野菜の定植体験活動 

12：00～  昼 食 

13：00～  野菜の播種体験活動 

18：00～  夕 食 

19：00～ 若あゆ温泉入浴 

体験実習館 宿泊 

【２日目】５月１９日（日） 【２日目】５月２６日（日） 

7:00  起 床 

8:00  体験実習館 出発 

8:30  朝 食 

9:00～ 野菜の定植体験活動 

12:00～ 昼 食 

13:30～  野菜の定植体験活動 

17:00  農村環境改善センター発 

17:29  舟形駅発 

18:37  山形駅着 

7:00  起 床 

8:00  体験実習館 出発 

8:30  朝 食 

9:00～ 野菜の定植体験活動 

12:00～ 昼 食 

13:30～ 野菜の定植体験活動 

17:00  農村環境改善センター発 

17:29  舟形駅発 

18:37  山形駅着 

電車降車後の

移動手段 

町公車（マイクロバス）で移動 町公車（マイクロバス）で移動 

宿泊料金 
農業体験実習館 1泊2,200円 

若あゆ温泉入浴料 400円 

農業体験実習館 1泊2,200円 

若あゆ温泉入浴料 400円 

必要経費 
朝食1回、昼食2回、夕食2回3,400円 朝食1回、昼食2回、夕食2回3,400円 

小  計 6,000円 6,000円 

合  計 12,000円 

学生が準備 

するもの 

雨具、作業着（農作業ができる服装）、着替え、洗

面道具等、筆記用具 

（長靴を持参してください。） 

雨具、作業着（農作業ができる服装）、着替え、

洗面道具等、筆記用具 

（長靴を持参してください。） 

留意事項 
天候により活動が、変更する場合があります。 天候により活動が、変更する場合があります。 
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授業記録  
 

○活動レポート「私はもがみで考えた！」 

 

人文社会科学部 Wさん 
きゅうりの栽培は子供の頃から身近なものであるた

め、この授業で一からきゅうりの定植が体験でき、感

慨深かった。オランダのきゅうり栽培は気候の影響で

ハウスに限られているが、日本の場合は畑できゅうり

を育てることができる。舟形町はオランダの住んでい

た村と同じような大きさとはいえ、より田舎だと思い、

自然であふれており、非常にきれいであった。そのた

め、この自然であふれている環境できゅうりの栽培が

できたのは印象に残るはずである。 

 きゅうりの栽培仕方としてはまず土壌に穴を開け、

次に薬を入れて混ぜ、最後にきゅうりの苗を定植する

過程である。最初日、これはかなり時間がかかったが、

だんだんみなが上手になり、最初日に全日かかっかた

のは最後の日 2時間にすぎなかった。定植が終われば、

茎が折れないように誘引棒を立てる必要がある。これ

も最終日に指示がなくても自らするようになり、グル

ープの効率と協調性の証拠だと考えられる。栽培自体

以外、畑の準備もした。その準備は風防止のネットを

張ったり、フレームを立てたりすることである。フレ

ームを立てるのに、金属製の棒を定め、プラスチック

の紐を張り、最後に網をかけることが必要である。風

防止のネットの高いところや一番上の棒を定めるのが

身長が高いため私の役割であり、特別な役割があった

のがなんとかうれしかった。 

 舟形町は日本全体と同じように少子高齢化が最も大

きな問題である。例えば、堀内地域では平成 27 年に

51%は 65 歳以上であり、高校もないから高校生の年齢

になると新庄などの方へ行くしかない。そのため、舟

形町に残る若者が珍しいと言われた。高校を創立して

も、生徒が足りないだろう。なおさら、担当の大山さ

んも言った通り、私たちの大学生のような若者の声は

重要である。 

 ほかの問題は舟形町の伝承野菜が人気ではないこと

である。西又かぶなどの伝承野菜は舟形町にしかなく、

独特にもかかわらず、あまり知られていない。大山さ

んはこの野菜の売り上げがどのようにあげられるか、

オンライン販売は可能ではないかと課題として提供し

た。一回目と二回目のミーティングでこれが話題にな

り、最も大事としたのはその野菜の調理方法と販売で

あった。調理方法の例として、伝統的に漬けたりし、

「とりあえず揚げる」などの提案であったが、購買す

る人にも教えることが大事とされた。販売方法として、

みなは私が提案したミールキットのような伝承野菜を

配るサービスを気に入った。 

 最後に、大山さんとサポーターの木村さんのおかげ、

この 4 日間のフィールドラーニングがスムーズに進め、

楽しい時間を過ごすことができ、ありがとうございま

す。料理人は常に別の鍋でベジタリアンの料理を作っ

てくれたのが感謝しております。  

 

人文社会科学部 Dさん 
今回の里地里山の再生というフィールドラーニング

で、舟形町の農業体験活動を通じて作業の大変さを感

じて、地域に自分の力を貢献したい気持ちが強くなっ

た。農村の過疎化や少子高齢化が進んでいることはた

だニュースではなく、むしろ目の前に直面している深

刻な課題だ。 

農作業をしたことがない私にとって、野菜の定植活

動から貴重な経験を積んで農業に関する知識も増えた。

四日間のグループ活動は、具体的に支柱立て、防風ネ

ット張り、穴掘り、肥料入れ、きゅうり定植など多く

の作業を体験して、普段に食べた野菜はどのように栽

培しているのか知ることができた。特に、植え付けの

際にきゅうりの茎が折れるのを防ぐために誘引棒を立

てて、まっすぐネットに絡むようにする必要があって、

防風ネットの結束バンドをしっかりしないと壊れやす

いなど細かいところを重視しなければならない。私た

ち十人のグループは長時間がかかった定植作業は実際

にただ四人だけが作業を行っている。農業の若い人材

の不足は現在の日本が直面している最大な問題点であ

り、中国も同様だ。私たち若者はこの現状を改善する

ために、今から少しでも何ができるか考えるが必要だ。 

農業体験活動以外なら、最も印象に残ったことは若

あゆ温泉だ。温泉から眺めた景色がとても美しくて、

温泉の値段も安いだからほとんどの人は舟形町の住民

だ。都会で希薄な人間関係と比べて、近所の付き合い

が多いことが深く感じた。 

舟形町の課題について、一つ目は大山さんが言った

目玉がない点に対して、西又かぶ、長尾かぶ、くるみ

豆など伝承野菜はポリフェノールなど目にいい栄養素

を持って食べやすいから、目玉として全国に伝えたい。

地域に還元するなら、舟形町の学校給食だけではなく、

山形大学をはじめ近くの大学にも給食すればいいでは

ないだろうか。例えば、舟形フェアなど期間限定のテ

ーマを作って、まずは山形大学の学生に舟形町の野菜

の美味しさを宣伝する。二つ目は、コロナの時期に一

度中止した都会との農業体験活動を再開したほうがい

いと思う。都会の子供たちは人間と自然のつながりを

感じさせて、農家の大変さも知るべきだと考える。 

今後は、今回の活動で学んだ舟形町の魅力と野菜の美

味しさを山形県、日本全国或いは中国にも発信していき

たい。 
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理学部 Eさん 

今回のFLにて訪れた舟形町は、一般的な地方郊外自治

体と同じく、超少子高齢化社会とそれによる農業従事者

の高齢化・減少や耕作放棄地の増加が、町体を維持する

為の主要な課題となっていると考える。なので僭越なが

ら私は、舟形町を農業一本だけでなく観光地としても再

興する計画を考えた。 

 まず、我々が宿泊した施設の付近にある「猿羽根峠の

地蔵」は、地元の方のお話によると、縁結びの地蔵とし

て有名だそうだ。私が見た限り、その地蔵がある場所に

続く道の分岐路の入口に大きい鳥居があったので、是非

訪れてみて欲しい。次に、「最上炭田」の所謂「歴史資

料館」化はどうだろうか。地元の方のお話を聞くと、「堀

内」地区には、昭和初期～中期にかけて「沢内」集落が

かつてあり、その周辺の亜炭鉱山の労働者が居住し集落

を形成していたという。今となっては、その鉱山は閉山

し集落は放棄されたという。この時の村の繁栄の様子の

資料が現存しているのなら、その資料を展示する為の施

設を作って観光資源化するのもアリなのではないか。そ

れに加えて、舟運についての資料館もどうだろうか。

我々がお世話になった施設に、舟形町と合併したであろ

う「堀内村」の古地図とその説明が展示されていた。そ

の図によると、作図当時(17世紀中盤～後半)の堀内村は

今より下流に位置していて、最上川を通じて行われる舟

運の関所となっていたが、後世の土砂災害により壊滅し

現在の場所に移住したという。これも当時の舟運の記録

などを観光資源として活かせるのではないだろうか。最

後に、舟形町北部の温泉施設「若あゆ温泉」もいかがだ

ろうか。山の中腹に位置する温泉施設であり、我々が立

ち寄った所であるが、(温泉好きの為私情が混入してい

るかもしれないが)私の感想を述べると、素晴らしい温

泉であった。サウナと水風呂がセットで配置されており、

露天風呂からの景色はやはり息をのむものであった。露

天風呂の向きは、小規模な集落や田畑とそれを取り囲む

山々を眺望できるようになっており、眼下には森が広が

っている。特に夏場の日没の時間帯の、雲に反射して鮮

やかに変色した夕焼けを見ながら入る露天風呂は格別

だろう。日頃の疲れが溜まっていたり、また精神的に少

し疲れたり参っていたりする人は、一度この温泉に来て

「心の洗濯」をしてみてはいかがだろうか。また、別に

そうでなくとも、この露天風呂から見える景色は絶景で

あり、一見の価値があるので、一度足を運んでみること

をオススメする。 

 

理学部 Mさん 
私は二回のフィールドラーニングで、実際に農作業

を体験し、現地で農業をする「堀内ファーム」の方か

ら話を聞いた。堀内ファームでは高齢化した地域を持

続可能にすることを目標としている。 

活動を通じて、舟形町の農業を持続可能にする上で

二つの大きな課題があることを知った。 

一つ目は、若い後継者がいないことだ。現在、舟形

町では少子高齢化が進んでおり、農業に従事する人の

多くは高齢者となっている。若い人が少ないことで、

新しいアイデアが出づらく、インターネット販売のよ

うな新しい取り組みも難しくなっている。また、高齢

化により農業の人手が足りなくなっていくことが予想

される。 

二つ目は、舟形町の目玉といえる作物がないことだ。

舟形町には伝承野菜と呼ばれる、舟形町で古くから育

てられている野菜があるものの、現在の生産量は少な

くスーパーには並ばない。 

これらの問題に対して、堀内ファームでは農業の法

人化、機械化、伝承野菜の販路の開拓などに取り組ん

でいる。 

私は、これらの問題を解決するためには、舟形町の

農業を多くの若者に知ってもらうことが効果的だと考

えた。舟形町の農業に興味を持つ人が増えれば、舟形

町で農業にかかわりたいと考える人が増え、人手不足

が緩和されると共に新たなアイデアが生まれるきっか

けになることが期待できる。 

私は今回の活動を通じて、舟形町の地理、歴史、現

在の取り組みなど見聞きしたことで、農業により一層

興味を持った。また、農業にはその土地の事情が大き

く反映されていること、農業は自分が考えていたより

も機械化が進み負担が軽減されていることを知った。

この経験をほかの人にもしてもらう機会があれば、舟

形町の農業を知る人、興味を持つ人が増えると考えた。 

舟形町の農業を多くの人に知ってもらうきっかけと

して、伝承野菜のマルシェが最適だと思う。舟形町の

伝承野菜は舟形の地理がよく表れているからである。

例えば、伝承野菜の一つである西又カブは山の斜面で

も育ち、肥料もあまり必要ない。このような性質が山

間に位置する集落にあっていたため、舟形町で長く育

てられてきた。このような伝承野菜の特徴と、この伝
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承野菜の生産数が減少している現状、それに対する取

り組みを知ってもらうことが舟形町の農業について興

味を持つきっかけになると考えた。マルシェは農業体

験に比べて手軽に参加できることも多くの人に知って

もらうという目的に合うと思う。また、伝統野菜の知

名度が上がることで、伝承野菜が地域の目玉となるこ

とも期待できるだろう。 

以上のように、私はフィールドラーニングでの体験

から、舟形町の農業を持続可能にする方法を考えた。

今後は班での話し合いを通じて舟形町の課題への理解

を深め、よりよい発表を目指していきたい。 

 

 

 

医学部 Kさん 

1日目は、大山さんの説明を聞きながらきゅうりの苗

を定植した。「マルチ」という雑草除けや地熱上げのた

めの覆いがあり、触れるとマルチのない地面よりも暖か

く感じた。川からの風よけのための防風ネットや、畑の

見栄えをよくするための道具があった。素人だとみられ

ないように、と笑って言っていたが、私はそれ以外にも、

農業をする人自身のモチベーションに繋がると考えた。

実際に自分が育てていくことを想像したら見栄えのよ

い畑の方が作業しやすいし気持ちも良いと思ったから

だ。きゅうりは守られながら大切に育てられていること

を感じた。 

 収穫には4人は必要で、現在は雇用しているそうだ。

朝の5時から8時、夕方の16時から18時に行うと聞いて、

ちょうど自分が学校へ行っている時間と正反対だと知

り、驚いた。だが市場に出る際の鮮度等を考えると腑に

落ちた。 

 手伝ってくれる人が増えれば農地を増やすと言って

いた。ここに人材の不足が見えた。 

 大山さんは何度も「地域に還元したい」と言っていた。

実際に収穫時の雇用をしたり、給食に作物を提供したり、

子どもたちに体験を提供したりと行動に移しているこ

とが印象に残っている。 

 農家は個人経営で集まる機会がないと言っていた。し

かし、温泉では観光らしき人以外にも地域の方が多くい

て賑わっていた。このことから人口が少ない地域だから

こそ近隣との繋がりが強いと考えた。 

 舟形には高校が無く、地域に愛着が湧かないと言って

いたので、高校を新しく作らずに中学までの教育で地域

に愛着を持ってもらえるようなきっかけを作りたいと

考えた。舟形の子ども達は自分の家が農家で、農業に興

味がなく工業や商業に従事すると言っていた。自分の家

が農家だからこそ、その基礎知識を活用した、農業に興

味を持ってもらう行事ができるのではないかと考えた。

例えば作物の成長をじっくり見る機会を作るといった

ことだ。2回のフィールドラーニングの間の1週間で作物

の成長が見てとれて、育っていく様子を見たいと感じた

からだ。 

 現在はコロナで停滞しているが、舟形は東京の白金と

の交流や、商店街や夏祭りへの出店、東京と舟形のホー

ムステイなど、都心との繋がりを持っているそうだ。こ

のつながりが発展すれば舟形のことや作物を知っても

らえると思った。 

 インターネットで発信や通販の利用といっても、炎上

した時の対応が分からない、使い方もよくわからないと

言っていた。確かに実際にインターネットを活用すると

きのことを考えるとハードルが高いように感じた。イン

ターネットを活用すればいいと漠然と考えていたが、安

直な考えだった。しっかりと見通しをもち想像すること

が大切だと感じた。 

 冬の間は雪が降って農業が出来ないので、主に除雪を

しているそうだ。他の雪の降る地域ではどうなのか調べ

たが、他の地域でも冬は雪室か除雪を行っていると分か

った。ねぎを作っている所は2月から苗づくりを始める

そうだ。この雪を活用できる事例としては、先に挙げた

雪室があり、新潟の人参が有名である。寒さから体を守

ろうとする結果苦味が消え、甘くなるそうだ。話を聞い

ただけでも食べたいと感じた。西又かぶを雪室にするこ

とで漬物以外の1つのアピール方法になると考えた。 

 伝承野菜の栄養素について質問すると、西又かぶはポ

リフェノールが多く、くるみ豆はたんぱく質が豊富だと

言っていた。一般的なかぶや大豆の栄養素と変わりはな

いようであった。西又かぶには一般的な白いかぶよりサ

クサクとした食感だそうだ。また、芯まで赤くその色は

加熱しても消えないという特徴があり、この食感と色味

を両方活かした調理方法を、大山さんの言うマリネやサ

ラダ以外も考えたいと思った。 

 地域の特徴は何かと聞いたときに、わからないと言わ

れた。この時、自分の地元は地下水の美味しさで有名で

あるが、実際に生活しているとそのことを意識しないと

いう現象に似ていると感じた。つまり、その地域で「当

たり前」でも周りから見るとそれが特徴的な場合がある

と感じ、難しさを感じたと同時に、新しい視点、つまり
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地域外の人の視点が重要だと考えた。 

 お米の名を見たときにふとその由来が気になったの

で聞くと、「はえぬき」は一番という意味だそうだ。伝

承野菜の「くるみ豆」は胡桃の味がし、「西又かぶ」は

西又地域で作られている。聞くと当たり前のように思う

かもしれないが、名前の由来を知ることはその作物を知

ることに繋がると実感した。 

 フィールドラーニングを行う中で、過疎・人材不足・

高齢化といった問題は舟形だけでなく日本全体にも広

げて考えることが出来ると感じた。その中で最上独自の

課題を見つけるのは難しく感じたが、地域の魅力が子ど

も達や地域外の人に伝わっていないことではないかと

班員の中で意見が出て、その意見に共感した。魅力を伝

えるためには、単なる情報発信では不十分で、体験を伴

うものが良いと考えた。文章や図表、写真から得られる

情報には限度があると今回の体験で体感したからだ。 

 普段自分が食べている野菜は農家の方々が作ったも

のであるが、それを意識し、どのように作られているか

考えることは今まで無かった。お店で売られている完成

した食べ物を見ることがほとんどだったため、畑づくり

や定植、肥料といった工夫を見て、農作物について学習

することが出来た。これは体験でないと得られなかった

と思う。 

 事前に農業や舟形について調べたが、現地で得た学び

のほうがとても大きかったし、調べたときの舟形への漠

然としたイメージが一変し、良さが見えたと感じた。今

回の体験で農業や舟形について多くの学びを得ること

が出来た。また、地元では畑や田んぼは全くと言って良

いほど見られないし、お店で売られているものがどのよ

うに作られているかといった農作物の裏側は普段中々

考えないので、貴重な体験だった。畑やマイクロバスか

ら見た風景や感じたことを忘れないでいたいと思う。日

常生活で農作物を見たときに、今回の学びを思い出し、

感謝の気持ちを持って食べていきたい。 

 最後に、貴重な体験をさせていただいた舟形町の方々

に感謝を申し上げたい。 

 

工学部 Aさん 

私は舟形町という地域で5月18～19日、25日～26日の

計四日間キュウリの植生や育てるためのネットを設置

したりなど、色々な体験を行いました。普段は1～3人程

で作業するらしいのですが、農業を一人でやることはと

ても大変だと感じました。特にキュウリを育てるネット

を張るときはゲート型の支柱の両方からネットを引っ

張り、その張った状態を結束バンドで固定しなければい

けません。これを一人でするのはとても難しいと思いま

した。また良い作物を育てるために細かな工夫がされて

いました。例えば連作障害を抑えるため接ぎ木というこ

とをします。キュウリに連作障害に強いカボチャを接ぎ

木することでその障害を起こりづらくできるそうです。

このように植え方一つを取っても様々な工夫がされて

いて感心しました。今回は植生が主な活動で収穫を体験

しなかったので、次は是非やってみたいです。 

 舟形町の課題として農業機械、農薬、肥料の価格が高

く、生産者米価低いため採算が合わないという点があり

ます。この問題解決のため舟形町に使う伝承野菜の活用

を考えました。舟形市にはくるみ豆、長尾かぶ、西又か

ぶ、青黒というこの地域特有の野菜があります。例えば

西又かぶは内側も外側も鮮やかな赤色をしており、煮込

むと甘みが出る特徴があります。これを活用しスウィー

ツを制作し特産物することで収益が増加するのではな

いかと考えます。しかしこのような特産品を作ったとし

ても、農業を継承するひとがいなければいずれ廃れてし

まいます。そこで課題の中にもある、農家の高齢化と後

継者不足解決のために、若者と高齢者が農業やイベント

などを通じて交流する機会を作ることが大切だと考え

ます。この体験で二回地域の温泉に行きました。その際

親しげに会話をする人々は多く見られました。私の実家

のある地域では、そのような光景をあまり見たことがな

かったので驚きました。この住民同士の仲の良さがあれ

ば人が集まりやすくなると考えます。 

 

工学部 Iさん 

1日目、きゅうりを土ほり、肥料をいれ混ぜる、苗を

平行になるように植えるという手順で定植した。きゅう

りは、4か月の間に収穫でき、単価が高いなどの利点が

ある。育てた野菜を学校給食に出すことで、地産地消し

ている。港区や世田谷の学生が舟形町に来て芋煮や、餅

つき、ホームステイをして自然体験を東京の人にしても

らう活動が行われていたが、コロナ禍で一気に過疎化し

てしまった。来年から野菜、花の苗を作り、自分たちで

1から作ったものを定植する新たな取り組みをしようと

している。これからの課題は、今やっている活動を継続

しつつ、若者に農業をやりたい気持ちを芽生えさせるこ

とである。2日目、舟形町では西文かぶ、長尾かぶ、く

るみ豆、青黒などの伝承野菜があるが、販売はされてい

なく、学校給食や食堂、モニターとして地域の人に配布

するなどしている。また、かぶの漬物は硬く、高齢者の

方が食べられず、若い世代の需要がないため、若い人が

食べるような、薄切りにしてマリネ風にするなどの調理

法にするなどの提案があった。かぶはポリフェノールと

いう目に効果がある成分があり、効果を教えて食べても

らうなどの意見もあった。また、舟形町には、高校がな

く、隣の新庄市に行ってしまい、地元に愛着が湧かず、

過味化が進んでしまうことが考えられている。舟形町で

は、雪むろ貯蔵という、野菜を0°Cで保存し、自分を守

るために糖をだすことができる貯蔵をしている。甘いと

いう評判があり、野菜特有のえぐみがなくなる。そこで、

雪の中でも収穫できる雪の下にんじんやかぶを目玉に

したいと舟形町の方は考えている。3 日目、きゅうりの
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ネット張りをし、少人数ではとても難しく、時間がかか

るため、高齢化が進んでいるが、若い人材が必要だと感

じた。雪がある 2、3月に山菜をハウス栽培で育てるこ

とで付加価値があげることができるが、ハウス栽培は室

温をあげるため、お金がかかり、商品の単価があがらな

いと難しいことを知り、雪国の農業の大変さを改めて感

じた。そこで、舟形町では経費をかけず、雪のない地域

と同じような農業をすることを課題にしている。また、

舟形町では人が少なくなって減田しているが、その分を

アスパラを育てている。だが、畑作は機械だけではでき

ず、労力が必要で、高齢化して人材がなく難しくなって

いる。4日目、伝承野菜はその土地にあったもので、舟

形町の西又かぶは、東西にひらけていて、田畑も少なく、

山の斜面で収穫できる。また、かぶはあまり肥料を使わ

ないで育てることができる。昔は、肥料があまりなく焼

畑をして、灰を肥料にしていたが、今は山林に火をつけ

ることが難しい。今回のフィールドラーニングを通して、

私は舟形町の目玉となるものをつくること、高齢化を食

い止めるため、若い世代に農業に興味を持ってもらい若

手を増やすことが課題だと感じた。そのため、目玉をつ

くるため、伝承野菜の若者ウケするような食べ方を考え、

学食にすることや、若手を増やせるように、コロナ前の

ように農業体験などを色んな人にしてもらい、興味をも

ってもらえるような活動をするプランを考えていきた

い。 

 

農学部 Fさん 

私は、舟形町で実際に農業を体験した中で知った現状

や、現地の方のお話から学んだ課題とそれに対する取り

組みについて、自分なりに調査し考察しました。 

 

人手の課題 

舟形町のような過疎化が進む地域では、農家の高齢化

が深刻化している。子供は町から出て行ってしまうため、

農業の維持に必要な知識や技術を継いでくれる若手の

人材がない。また、若手の志願者が出ても安定した賃金

や町に定住できる環境がなく、農業の即戦力にできない

などの点で課題がある。 

 

町の取り組み 

 少しでも町の子供に農業に対する興味を持ってもら

い、若手の働き手を獲得するために、学校の給食の時間

に、町で作った野菜の紹介や宣伝をしている。また、学

校の運動会を町内の住民全員参加制にしたり、堀内田植

え踊りや盆踊りなどの 祭りを開催したりすることで

住民同士の結びつきを強めることができ、住民に舟形町

への愛着を持たせて、人口減少を防ぐなどの取り組みを

している。他にも、農作業の機械化や自動化を導入する

ことや、米に鉄コーティングを施すことで米の種を直接

田んぼに植えられるようにするなどの工夫をし、省力化

に取り組んでいる。 

 

考察 

このフィールドラーニングのような、だれでも参加で

きる農業体験ツアーや、最上川や田んぼ、自然を生かし

たツアーのような事業を増やして、舟形町の魅力を多く

の人に伝えたり、お店や娯楽施設などを増やすことで暮

しやすい町にしたりすることができれば、住民に働く場

所を提供できるとともに、町の人口維持や移住者の確保

も望めると考える。 

 

伝承野菜の課題 

 舟形町では、「西又かぶ」などの伝統的な野菜がある

が、人手不足により生産量を増やすことができなく、町

外にあまり販売できていない。それどころか、次世代へ

の継承も難しい状況である。もし、町外に販売できるだ

けの伝承野菜を生産しても、認知度が低いため買い手が

見つかりづらい。よって、人手不足を解消したうえで、

認知度を上げるためSNSなどの新しい方法での宣伝と販

売が必要である。 

 

町の取り組み 

 伝承野菜の継承のため、小学校で伝承野菜について説

明し、学校給食でこれらの野菜を提供することで、次世

代への認知と継承を目指している。 

 

考察 

 伝承野菜の継承についての課題も、地域の過疎化も、

人手不足が原因で起こる問題であると考える。人手不足

を解決するには、私たちのような舟形町の現状を知った

人たちが、舟形町の祭りや伝承野菜などの魅力を世間に

伝えることや、SNSで伝承野菜の「西又かぶ」の特徴を

生かした新しい料理の紹介などの、インパクトのある投

稿をすることで効果的な宣伝ができ、多くの人に興味を

持ってもらい、認知度を上げることが可能であると考え

る。 
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農学部 Sさん 
私はフィールドラーニングで、きゅうりの定植を行

いました。きゅうりの定植では、きゅうりを植えるた

めの穴を掘り、穴一つ一つに農薬を入れ、農薬が偏ら

ないように攪拌し、薬に着けたきゅうりの苗を地面に

平行になるように植え、きゅうりを誘引するための棒

を、まだ柔らかい根を傷つけないように苗の手前に挿

すということを行いました。また、舟形には最上川が

流れており川からの風が非常に強く、きゅうりの苗が

折れて育たなくなってしまうので、畑の周りに暴風ネ

ットをはり、きゅうりが育ちツタを張るためのネット

を設置しました。このような作業を 2 人で行っている

と聞いて、農業の大変さや人手不足であることを身に

染みて感じました。また、今回私たちにきゅうりの定

植を教えていただいた大山さんから舟形の農業の現状

や課題、取り組みについてお話を聞きました。舟形に

は、先人から代々受け継がれてきた伝承野菜というも

のがあり、西又かぶ、長尾かぶ、くるみ豆、青黒とい

うものがあるそうです。伝承野菜を絶やさないために

販路の開拓や学校給食を通して子供たちに知ってもら

う取り組みをしているそうです。農業は自然に左右さ

れやすく安定した収入を得ることが難しいことが大き

な課題で、解決策として、ビニールハウスでの作物の

栽培があるが、ビニールハウス内の暖房の維持費など

育てる際に経費がさらにかかり、収支がプラスになら

ない可能性があるということを聞いて、このような農

業の難しさが農業を始める若者が少ない理由の一つだ

と思いました。大山さんはきゅうりがある一定の長さ

になったら自動で収穫してくれるスマート農業も行っ

ていました。しかし、スマート農業を普及させるには

多額のお金がかかり、お金を稼ぐには安定した広範囲

の農業をする必要があります。人手が足りない現状で

はスマート農業の普及は難しく、このままでは高齢化

が進み、農地の維持が難しくなり、耕作放棄地が増加

してしまうのだと思いました。舟形の農業では農業者

の高齢化や後継者不足などが大きな課題となっていま

した。 

大山さんのお話を気いて、農業の後継者である若者

の参入が舟形の農業を持続できるものにするためにも

欠かせないもだと思いました。そこで、舟形の強みで

ある自然の豊かさや美しい風景、伝承野菜の特徴やお

いしさを多くの人の知ってもらうことが大切だと思い

ました。また、私たちのように農業をやったことがな

く大変さを知らない若者が農業体験をして、現状を知

ってもらうことが、農業の課題解決への第一歩だと思

いました。 

 

農学部 Sさん 
私は舟形町での二回のフィールドラーニングで、キ

ュウリの定植活動を行いました。結果として 960 本の

キュウリ苗の定植ができました。商品として出荷する

大規模なその量に驚きました。また、連作障害を防ぐ

ためにカボチャなどの苗と接ぎ木をする、液肥と肥料

を使い分けて収量を増やすための努力をしていること

など、沢山のことが分かりました。今回は防風ネット

をかけ、誘引ネットを張り、苗を植えて、誘引棒をネ

ットに引っ掛けるなどの体験をさせていただきました。

その一連の行動にも細やかな配慮が必要で、自然に左

右されながら「生命」を生み出すことの大変さを知り

ました。 

舟形町の課題として、まず少子高齢化によって農家

の数が少ないこと、また農家を継ぐ人も少ないこと、

舟形町で目玉の商品がなく魅力が伝わっていないこと、

雪国であるため冬の間は農作業ができないため、その

期間の収入を増やす方法がないことなどが挙げられま

した。また以前は東京や千葉などで農業を通して交流

をしていたけれど、コロナによって途絶え、それが過

疎化につながったのではと考察されていました。 

そこで私は「舟形町の目玉商品を作る」ことに着目

し、舟形町で最上伝承野菜である西又かぶやくるみ豆、

青黒、長尾かぶが主に栽培されていることを知りまし

た。これらの野菜は販路が少なく、主に学校給食や郷

土料理に使用したり、地域の人々に配布したりしてい

るそうです。中でも西又かぶは中まで真っ赤で火を通

すと甘くなるという特徴があります。また、舟形町の

堀内ファームさんは地域づくり活動として雪むろ冷蔵

による農作物の甘熟を促したり、長期保存を可能にし

たりする活動を行っているそうです。 

販路がないなら作ってしまえばいい。そのためには

まず知名度を上げることが重要であると思い、古今東

西の人々が集まるこの山形大学で「最上伝承野菜を利

用した」商品を作り販売することでその足掛かりにな

ると考えます。そこで少しでも『山形の舟形町にはこ

んなに良いところがある！』という魅力を知ってもら

いたいです。私は、舟形町ではかぶを漬物に利用して

いるが、若い人達にはあまり好まれないということか

ら、「ふながた野菜チップス」を作ることを提案します。

具体例としては、山形大学の学食でその野菜チップス

を販売する、また舟形町で作られた農作物を利用した

メニューを提供することなどが挙げられます。それに

よって舟形町に興味を持ってもらい、町が抱える課題

について理解してもらいたいと思います。 

二回のフィールドラーニングでお世話になった大山

さんから、「自分たちにできることで地域に還元した

い」「広い目で見て、農村だけでなく日本全体が豊かに

なる方法を見つけてほしい。」というお言葉をいただき

ました。今回舟形町で体験したこと、学んだこと、町

の魅力、見つけた課題などを周囲に発信して、なおか
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つ「伝えるだけ」にならないような活動をしたいと思

います。 
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山形大学フィールドラーニング授業プログラム 

プログラムテーマ：子どもの自然体験活動支援講座（真室川町） 

日   程 

１回目 ２回目 
【１日目】６月１日（土） 【１日目】６月２９日（土） 

08:42 山形駅発 

09:52 新庄駅着 

10:00 新庄駅発（真室川町のバスで自然の家へ） 

10:40  自然の家着 

11:00 オリエンテーションで真室川町について 

学ぶ 

12:00  昼食（館内食） 

13:00  自然体験活動実習 

17:30 夕食 

18:30 体験活動の意義についての 

ワークショップ 

19:30 ふりかえり 

20:00 入浴 

21:30  就寝 

8:42 山形駅発 

9:52 新庄駅着 

企画事業「わんぱく探検隊」活動支援 

※プログラムによっては、自然の家へ移動する

か、活動場所へ直接移動するかになります。

（真室川町のバスで自然の家へ）

 自然体験活動支援 

12:00  昼食 

 自然体験活動支援 

17:30  夕食 

   自然体験活動支援 

21:00  子ども就寝 

 スタッフミーティング 

21:30 スタッフ就寝 

【２日目】６月２日（日） 【２日目】６月３０日（日） 

06:00  起床、朝の集い 

07:30  朝食 

09:00 打合せ（指導員・ボランティア・学生） 

10:00  企画事業「めんごキャンプ①」活動支援 

 自然体験活動支援 

12:00  昼食 

 自然体験活動支援 

 わかれのつどい 

14:30  後片付け・ＦＬミーティング 

15:10 自然の家バス発（真室川町のバス） 

16:14 新庄駅発 

17:23 山形駅着 

06:00  起床、朝の集い 

07:30  朝食 

 寝具片付け 

09:00 自然体験活動支援 

12:00  昼食 

13:00 ふりかえり（参加者） 

14:00 わかれのつどい 

14:30  後片付け・ＦＬミーティング 

15:20 自然の家バス発（真室川町のバス） 

16:14 新庄駅発 

17:23 山形駅着 

電車降車後の

移動手段 

・新庄駅～自然の家および活動エリアへの送迎

については、真室川町教育委員会のバス

・新庄駅～自然の家および活動エリアへの送迎

については、真室川町教育委員会のバス 

宿泊料金 630円 630円 

必要経費 飲食事代、シーツ代、活動費 3,870円 飲食事代、シーツ代、活動費 3,870円 

小  計 4,500円 4,500円 

合  計 9,000円 

学生が準備 

するもの 

・野外活動に適した服装 ・帽子 ・内ズック

・ズック（トレッキングシューズ） ・長くつ

・着替え ・タオル ・軍手２組 ・洗面用具

・懐中電灯（ヘッドランプ） ・かっぱ

・筆記用具 ・水筒 ・リュック

・健康保険証 ・大きめのビニル袋３枚

・野外活動に適した服装 ・帽子 ・内ズック

・ズック（トレッキングシューズ） ・長くつ

・着替え ・タオル ・軍手２組 ・洗面用具

・懐中電灯（ヘッドランプ） ・かっぱ

・筆記用具 ・水筒 ・リュック・健康保険証

・大きめのビニル袋３枚

・水着とその上に着る長袖、長ズボン

留意事項 

幼児～小学２年生までの児童とその保護者を対

象とした事業「めんごキャンプ①」の班付きスタ

ッフとして、事業のねらいを意識しながら子ど

もの自然体験活動支援にあたります。活動内容

は天候等により変更する場合があります。 

小学３・４年生を対象とした事業「わんぱく探

検隊～夏～」の班付きスタッフとして、事業の

ねらいを意識しながら子どもの自然体験活動

支援にあたります。活動内容は天候等により変

更する場合があります。 
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授業記録  
 

○活動レポート「私はもがみで考えた！」 

 

人文社会科学部 Yさん 

（１） 自然に触れて感じたこと 

私は、父親がキャンプを好きな影響で小さいころによ

くキャンプに行ったり、神室自然の家のような自然の家

によく行ったりしていましたが、中学、高校と自然に触

れるという機会がほとんどなくなってしまい自然に触

れるとはどのような感覚なのか、自然体験とは何なのか。

を考えることすらありませんでした。ですから、今回の

授業によって約6年ぶりに本格的な自然に触れ、自然体

験をすることによって自然の偉大さ、自然の中で過ごす

楽しさ、そして自然で過ごす難しさなどを感じました。

具体的には、一人の人間を余裕で覆うことのできる森、

それおも覆うことができるきれいな星空を見ることで

自分のちっぽけさを感じました。そして、川遊び、ナイ

トウォークなどを体験することで、川に飛び込み、水切

り、夜中に森の音などの自然は接し方によって楽しいも

のになるのだと感じました。ですが、接し方を一歩間違

えたら死と隣り合わせになるという自然の危険性をも

感じました。 

（２） 子供たちと接してみて感じたこと 

 私が幼稚園生、小学校低学年、中学年と一緒に過ごし

てみて思ったのは、こんなにも一年や二年の差で私の対

応、感じ方が変わるのかと思いました。例えば、幼稚園

生や小学生低学年のみんなと接するときは、子供たちの

行動が活発になるときとそうでないときがあるなと思

いました、またそのおかげかわかりませんが、余裕が生

れ子供がとても愛おしく感じました。小学生中学年のみ

んなと接したときは、まず語彙力が幼稚園生、低学年と

比べると高いと感じました、そして本当に一日中活発的

で私も余裕がなく、もちろん子供はかわいいですけどそ

れを感じる余裕がないぐらい圧倒させられました。 

 年齢関係なく思ったのは、子供の発言に対して自分だ

ったらこうだなとか自分の枠の中に入れようとするの

でなく、なんでそう思ったのか、その考え方を尊重する

意味で共感してあげることが子供の成長そして関係性

の向上につながると思いました。もちろん明らかに間違

ったことを言っているとき（暴言暴力）は正すべきだと

思います。 

（３） 神室の皆さんへ 

今回は貴重な機会を与えてくださり本当にありがと

うございました。今回の経験で得たことを今後の生活に

活用していきたいと思います。 

 

人文社会科学部 Tさん 

私が参加した真室川町のフィールドラーニングでは、

真室川町の神室少年自然の家で子供たちの自然体験活

動をサポートをするという内容で、1回目は年長から小

学2年生までの子供と、2回目は小学3.4年生と活動した。 

この2回のフィールドラーニングで私は子供の自然体

験の大切さを学んだ。そう考える理由は2つある。 

1つ目の理由は、実際の火を見たことの無い子供がい

たことだ。神室少年自然の家の職員の1人が、「近年の

子供に関する課題は明確であり、それは子供たちの自然

体験活動がないことだ。現代の子供たちの中には理科の

実験で初めて本物の火をみる子供もいる。」と話してい

て驚いた。実際に活動に参加した子供たちの中に、マッ

チを使ったことのない子供や、火を見たことの無い子供

がいた。確かに私が小学生のころは料理をする時はガス

コンロであったし、マッチを使うことも頻繁にあり実際

の火を見ることは多かったように思う。しかし今ではIH

のコンロが普及している他、マッチを使う機会も減って

いるだろう。そんな子供たちのために焚き火をするとい

う活動があった。特に1回目のフィールドラーニングの

参加者である年長の子供が火を怖がる傾向にあったと

感じた。火に慣れていることは、災害時IHが使えなくな

った時や火災の時などに落ち着いて対処できるほか、火

が必要になったときに必要な力であるため、実際の火を

見ることを体験しておくことは大切だと思った。 

2つ目は外で遊ぶより家の中で遊ぶ子供が多いと思っ

たからである。活動の中で子供と普段何をして遊んでい

るか尋ねると、ゲームをして遊ぶという回答が多かった。

また授業の中でもタブレットやパソコンを取り入れて

いる学校が多く、自分たちが子供のときより電子機器が

普及していることを感じた。その分外で遊ぶ機会も減っ

ているため、子供が外で遊ぶ機会を作るべきだと考える。

活動の最後に子供たちから感想を聞くと、「外でたくさ

ん遊べて楽しかった。」や「夜に星が見えたのが綺麗だ

った。」と話していた。木々や星などは普段当たり前に

見ることができるものだが、そういったものをゆっくり

見る時間は意外にないことがわかり、今回の自然体験活

動の中で子供が自然の良さに気づくことが出来ていた

ため、このような活動は増やすべきだと思った。 

以上のことから、フィールドラーニングでは子供の自

然体験活動の大切さについて学んだ。私自身も子供のと

きより外で遊んだり火を使ったりする機会が減ってい

るとも感じたので、これからはもっと積極的に自然に触

れていきたいとおもった。 

 

地域教育文化学部 Mさん 

私はこのFLでの体験を通して、「自然体験および体験

の重要性」を学んだ。ここでは、「自然体験」の意味を

主体性があり、自立した行動を目的とする体験、「体験」

を単純に何かを行う、経験してみる。と定義する。 

世の中の風潮が「子供の危険をなるべく排除する」と

いう方向に変化して以降、危険を感じて生活をすること

が少なくなったのではないだろうか？例えば火を知ら
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ない、川の流れを知らない、危険な動植物を知らないな

どがあげられる。それらの危険を知らずに何でも親にや

ってもらいながら生きると、共生し、自立することがで

きない人になってしまうと考える。なぜなら、自分で考

えて行動するという訓練をしていないからだ。「自然と

ともに暮らすことはない」と言ってしまえばそれまでだ

が、「自然体験」ではそれらのかけている力を効果的に

育て、伸ばすことができると、自ら体験して考えた。学

習観の変化によって起こった「自然体験」の減少問題は、

子どもたちの人間形成の面で大きく影響している。それ

では実際、どのよう力を子供たちは身に着ける、育てる

ことができるのか。 

 自然の家などの宿泊施設を拠点とし、親元を離れて、

自分ひとりでいろいろなことをする「自然活動」では子

供たちの自主性が磨かれるチャンスが多いにある。例え

ば、テント設営。自分が動かなければ、今日寝るところ

がなくなってしまうため、自分で行動をするしかない。

もちろん親などの周りの大人も手助けはするが、手伝う

わけではない。また、野外炊飯も例として挙げられる。

おそらくいつもは親に作ってもらっていたであろうご

はんを自分たちの手で作る。もちろん、失敗しておいし

くなくなってしまったり、地面に落として食べられなく

なってしまったりなどのことが起こるかもしれない。が、

そんな失敗も経験として子供の中に蓄積されていき、経

験値として蓄えられる。これらの例に挙げたような経験

を「自然体験」の中で重ねていくことで、自分がやるこ

とでしか得られない達成感、自己肯定感、失敗を反省、

おかしかったところ、うまくいかなかったことを修正す

る、などのことを経験することができる。また、グルー

プ活動を通して「今自分が何をするべきなのか」「ほか

の人は何をしてほしいのか」などの「察する力」を学ぶ

ことができる。この「察する力」は社会で働く、生活し

ていくとなったときに多いに役立つだろう。これらはほ

んの一例にすぎず、自然の家で過ごすこと。それ自体が

すでに「自然体験」であることをFLで子供たちの活動を

見ていて考えた。彼らはもとよりそれら経験が足りてな

く、自然という存在が真新しいものだからこそ、何にで

も興味が持てるし、自然で遊ぶことを楽しみできるのだ

と思う。 

「自然体験」は「私自身もまだまだ自立できていない」

と感じるきっかけとなった。私も社会で生着ていくため

の準備をはじめたいと思う。 

 

地域教育文化学部 Sさん 

私は真室川町での子どもの自然体験活動支援講座を

通し、近年の大きな課題である「子どもの体験不足」を

解決するのに声掛けが重要ではないかと考える。なぜな

ら子どもへの声掛けの仕方によって子どもの安全が左

右されるだけでなく自然に対する姿勢や新たな体験に

も影響すると考えたからだ。 

 私がそのように考えるのには２回目の活動が大きく

関わっている。２回目の活動では子どもたちの人数が１

回目に比べ多いだけでなく、一緒に活動する時間も増え

その中で危険だと思った場面が多々あったからだ。ある

子どもはトンボを追いかけて道を外れ一人で藪に突っ

込んでいったり、またある子どもは急で高い崖を登り始

めたりして、つい「だめ！」と言ってしまうときがあっ

た。もちろん危ないことをしているから注意しやめさせ

ることは大切だが、一方で子どもが虫や崖登りに興味を

持つこと自体悪いことではないと伝えるべきだと思っ

た。虫に興味があるなら虫について学ぶことができるツ

アーなどに参加すればいいし、崖登りに興味があるなら

ロッククライミングなどに挑戦してみるチャンスだと

思う。危ないからダメだと止めるだけでなく子どもが抱

いた興味、関心を尊重しつつ安全にも配慮した声掛けを

することが活動の中で必要だと学んだ。 

また１回目の活動では子どもたちが参加する自然体

験活動の中に潜む危険をあらかじめ予測し、どういった

声掛けをするべきか事前に予測し話し合う時間が設け

られた。しかし２回目の活動ではその時間はなく初めか

ら子どもたちの自然体験活動のサポートを行ったので、

１回目の活動以上に危険を予測できず、結果的に目の前

の子どもたちの対応で手一杯になり視野が狭くなった

と感じる。子どもたちの安全を確保しつつ興味、関心を

尊重し充実した体験活動を行うためには、事前に起こり

うる危険を予測することが大切だ。それにより視野を広

く保ち余裕を持つことができ、適切な声掛けにつながる

のではないかと考える。 

適切な声掛けは子どもたちに多くの体験の機会を与

えると施設の方がおっしゃっていたが、私は子どもたち

が自然に対し楽しさや面白さなどポジティブな感情を

抱くことで次世代の子どもたちの自然体験活動にもつ

ながっていくのではないだろうか。だからこそ、「危な

いからやらせない」のではなくどうすれば子どもたちに

対し安全に自然の面白さを伝えられるか考え、声掛けを

含め適切にサポートしていくことが必要であると考え

る。 
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地域教育文化学部 Nさん 
私は２回の子どもの自然体験支援を通して、子ども

の自然体験には大人が見守る姿勢が大切であると考え

る。子どもにとって初めてのことや、「やってみたい」

と思ったことを大人が先回りして何でも手を出してし

まっては、子どもの貴重な体験を奪うことになってし

まう。大人は最低限の手助けをし、まずは見守る姿勢

を見せ、子どもたちが安心して体験活動ができる環境

を作ることが大切ではないだろうか。 

１回目のフィールドラーニング（めんごキャンプ）

では事前に自分たちで危険やトラブルを予測したり、

子どもとの接し方についてお話を講師の方から聞いた

りと、子どもとに関わり方をゆっくり考えることがで

きた。その中で、子どもの安全管理と体験の支援につ

いての両立について、どこまで手を出してよいのか境

界が難しいという話題がった。当日は一緒にピザづく

りをしたり、焚火をしたり、難しいこともあったが、

できるだけ子どもたちに体験してもらうようにした。

しかし、実際に子供たちと接してみると、どうしても

「～しないでね」「だめ」という行動を制限する声掛け

が多くなったり、つい手を出して私たちが作業をして

しまったりすることもあったため、２回目に向けた反

省として、禁止を促す声掛けではなく「～をしよう」

という前向きな声掛けができるようにしようと考えて

いた。 

 ２回目のフィールドラーニング（わんぱく探検隊）

では、初日から子どもたちと出会い、最初は、子ども

たちがどこまで自分でできるのか、どれほど指示が通

るのかわからず、自分たちも手探りで活動をしていた。

１回目と比べて年齢層も上がり行動範囲も広がり、プ

ログラムもより充実したことで、子どもたちが自分で

しなければいけないことが格段に増えていた。指示を

するとすぐに動いてくれる子もいれば、勝手に遊びに

行ってしまう子、何かに興味を持ち始めると周りが見

えなくなってしまう子、子どもたちも個性がはっきり

していた。それぞれに指示を出したり、子どもたちを

まとめて行動するのは簡単なことではなく、子どもた

ちの活動を支援するどころか、自分たちが慌ててしま

っていたことが多くあった。しかし、子どもたちとの

かかわり方について一日目の振り返りを通して冷静に

考えることによって、2 日目は視野を広げ俯瞰するこ

とができ、子供たちの体験をより後押しする前向きな

言動ができた。 

 今回の活動で「体験する」側から「支援する」側にな

ったことにより、子どもたちが自ら体験できる環境を作

り、できる限り手を出さずに見守るということの大切さ

を学んだ。近年では「危ないから」という理由で子ども

が自然の中で活動できる場が減少している。公園では遊

具が減少し、木登りや水遊びを禁止しているところも多

くある。もちろん、子どもの安全を守ることは必要であ

る。しかし、危険を排除するあまり、子どもたちが身を

もって危険を知る経験ができなくなり、自然体験不足が

より深刻化してしまうのではないかと考えている。必要

なことは危険をなくすことではなく、万が一の危険に対

応するための見守りである。自然の家のスローガンであ

る「３つのC」、「チャンス・チャレンジ・チェンジ」を

大切にし、子どもたちの体験を後押しすることが必要で

ある。 

 

医学部 Sさん 
私はこの 2 回の自然体験支援を通し、協調性の発達

を感じました。 

これを特に感じたのはピザ作りをしているときです。

ピザ作りは、1 回目の小学校低学年の子供たちが対象

の「めんごキャンプ 1」、2 回目の小学校中学年の子供

たちが対象の「わんぱく探検隊～夏～」の両方で行い

ました。めんごキャンプの前日には「危険を考えるワ

ークショップ」を行い、子供どうしの衝突を避けるた

めに役割分担をさせるべきだという意見が出たため、

ピザ作りの前に話し合いをし、役割や順番を決めまし

た。やりたい作業を譲ってくれる子がいたので、円滑

に進めることができました。集団で活動すると自分の

思い通りにならないことが多々あるはずです。そんな

中、自分の思いを優先するのではなく、集団の利益を

考えられることに驚きと感動を覚えました。わんぱく

探検隊では、作業人数を伝えただけで子供たち自身で

役割決めを始めてくれました。役割が当たった子が作

業をしているときは、他の子は言葉でのアドバイスを

したり、ボウルを押さえるなどのサポートをしていた

りしました。めんごキャンプでは、言葉で伝える前に

振り分けられていない作業もやってあげようとする場

面が見受けられたので、低学年と中学年の違いが感じ

られました。 

また、子供への接し方についての気づきがありまし

た。これに気づけたのは一日の活動の振り返りをして

いるときです。この振り返りも両方のキャンプで行い

ました。めんごキャンプでは子供たちがご両親に報告

する形で振り返りを行い、わんぱく探検隊では班ごと

に活動の感想を伝え合いました。めんごキャンプでは、

ご両親が子供の話を聞いている所を見学させていただ

き、大人側の聞き方の工夫が発見できました。それは

具体的な質問をするということです。例えば、「キャン

プはどうだった？」ではなく、「ピザ作りではどんなこ

とをしたの？一番難しかったことは何？」と聞きます。

ご両親がこのような聞き方をした結果、子供たちは作

業行程の説明や役割分担をしたことなど、様々な話が

できていました。子供が言葉に詰まっても、我々の働

きかけによって言語化できるようになるのだと学ぶと
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同時に、我々聞き手の傾聴力や質問の仕方が大きな要

素であると感じました。これを受けて、わんぱく探検

隊の振り返りでは適切な聞き方を心がけました。わん

ぱく探検隊の子供たちは、想像していたよりも感想を

自分自身でまとめて言語化することができていて、

我々が質問する必要がない場面もありました。感想が

短く終わった子には、上手くいったことやいかなかっ

たこと、難しかったこと、そしてそう感じた理由など

の質問をしました。どの子も素直に質問に答えてくれ

て、記憶が整理できていたように感じました。私は 2

人称視点で活動に当たっていたので、子供の 1 人称視

点の感想や、他の大学生による 3 人称視点の感想をは

とても興味深かったです。 

2 回のフィールドラーニングを通し、様々な学びと

発見がありました。貴重な体験を経て得ることができ

たこれらの気づきを、将来子供と接するときに役立て

ていきたいです。 

 

 

医学部 Tさん 

私は真室川町での活動を通して、子供の自然体験を支

援する機会が与えられた。現代における子供は以前に比

べて自然とふれあうことが少なくなってきていること

が明白かつ問題視されており、そのことを踏まえて私は

そんな子供の自然体験への主体性を欠かさないことを

主に、体験を支援することを考えた。 

 第1回の活動では低学年の小学生が主に参加しており

私自身はサポーターであったことから主観的でなく客

観的に子供の安全性や危険性を考慮することに努めた。

子供の包丁を扱う様子や火への距離感が私たち大人と

は異なっているため不慣れであることや端から見ると

危なっかしい様子が多くあった。そのため小学生やその

小学生のペアの大学生へ声かけを行い、けがすることな

く活動ができたが、子供へは単純に「だめ」というだけ

では子供が行おうとしていた体験の機会を奪ってしま

うと考えたため、別の方法を提示することや手本を見せ

ることを意識することによって危険な状況を避けるこ

とができたと考える。 

 第2回の活動では中学年の小学生が主に参加していた。

第1回に比べて子供たちの年齢が上がったことによって、

子供の中で自身のやりたいことやしたいことが明らか

になり活動が活発的、積極的になったことで大学生らの

指示が通らなくなる様子が見受けられた。木の棒を持っ

たり、ふとすると他の班にいってしまったりとすること

があり、第1回ときとは異なり危険性の観点から「だめ」

とはっきりという必要のある場面があった。このことは

安全の確保をするためでもあるが他の子供を妨害する

ことで体験の機会を奪うことがないようにするためで

もあると考える。しかし場合によっては大学生が進行を

することなく積極的に活動に参加しており、自然を体験

することを進んで楽しんでいう様子が見られた。体験の

感想を聞いてみてはしっかりとした意見を持っていた

ことや隙間時間を見つけて自主的に調理器具を洗うこ

とからも考えられる。 

 子供の状況や年齢によってこちらの対応の仕方も異

なり、特に主体性を奪わないことを考慮しながら子供の

行動について指摘や注意することの難しさを感じるこ

とができた。このことを念頭に置いて子供の活動を支援

し、自然体験の大切さを伝えることが重要だと考える。 

 

医学部 Nさん 

私は2回のフィールドラーニングにおいて、子どもた

ちができるだけ自分の力で取り組めるようにするには

どうすれば良いか考えながら活動した。また、活動を振

り返ってみて、５才程度の子どもと８才程度の子どもで

は考え方や行動に違いがあると感じ、それぞれに合わせ

た支援を行う必要があると思った。 

 1回目のフィールドラーニング（めんごキャンプ）で

は年長から小学2年生の子どもたちと一緒に活動した。

５才前後の子は、自分の周りに対する興味がとても強く

何でもやりたがるが、経験が少ないことや身体的な発達

が不十分であることによって、事故を起こしやすいこと

が課題だと思われる。子供たちと活動する前日に、活動

に潜むリスクとその対策についてディスカッションを

行った。そのときに一番大切にしようと思ったのは、私

たち大人が手伝うことを最小限にし、可能な限り子ども

たちが自分で実践できるようにすることである。例えば、

ピザ作りにおいてソーセージを包丁で切る必要がある

際に、大人が切れば危険はほとんど生じないが、子ども

たちの経験の機会が失われてしまう。そこで、私たちの

班では子どもに包丁を持たせる前に、みんなでソーセー

ジを抑える手を猫の手にする練習をし、大人がお手本で

1本切って見せるという案を考えた。当日はお手本を見

せる過程を忘れてしまったものの、みんなで猫の手の練

習を行い、切っている間も必要に応じてアドバイスを行

った結果、ケガなく作業を終えることができた。この経
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験は支援を行う上で私にとって大きな自信になった。 

 2回目のフィールドラーニング（わんぱく探検隊）で

は小学3～4年生の子どもたちと一緒に活動した。8才前

後の子は、5才程度の子と比較すると自分の意思やこだ

わりを強く持ち、周りの人に自分の意思をはっきりと提

示するようになると感じた。子どもがやりたくないこと

や苦手なことを回避しようとする中で、できるだけそれ

らに取り組んでもらうためにはどうすれば良いかを考

えた。そのために意識したのは、「チームで取り組む」

ことと、「前向きな声かけをする」ことである。例えば、

テントを立てるという仕事があったときに「3人でやる

と早くできるよ！一緒にやろう！」と声かけをし、一緒

に乗り越えるという意識を作ることでミッションを達

成することができた。 

また、班の中で一人家に帰りたくなってしまった子が

いた。その子は比較的おとなしく、班の活発な子たちと

別々になりがちだった。施設の方から、彼が仲間に入れ

るような、人と人とをつなぐ支援を意識してほしいとの

アドバイスをいただいた。私は、班の中で会話が生まれ

るような話題の提供や、「一緒にやろう！」という声か

けを積極的に行った。結果的に、彼は目の前のことに注

目するようになり、最後までキャンプをやり遂げること

ができた。後から振り返ると、彼が気持ちを正直に言葉

で伝えてくれたからこそ、自分の学びにつながったのだ

と感じた。 

 以上の経験から、私は子どものやりたいという気持ち

を尊重し、課題は一緒に協力してクリアしていくという

姿勢をこれからも大切にしたいと思う。 

 

医学部 Kさん 

山形県真室川町の神室少年自然の家でフィールドラ

ーニングをさせていただき、子供たちの自然体験活動支

援を行ってきた。 

 真室川町は、山形県の北部に位置し、秋田県とも接し

ている町だ。町域のほとんどが森林で占められていて、

古くから林業で栄えてきた、という歴史がある町でもあ

る。 

 子供たちの自然体験支援をする前に、最近の技術の進

化により子供たちの自然体験が減ってきているという

お話を聞かせていただいた。例えば、家にあるのがガス

コンロではなくIHのため火を見たことがないという子

供がいる、などだ。いろいろなことを子供たちにやらせ

ずに、自分たちがやれば、子供たちが怪我をすることな

く活動を終えることができる。しかし、それでは、子供

たちの自然体験をする機会を減らしてしまうことにな

る。そのため、今回の自然体験活動に参加してくれる子

供たちに、できるだけたくさんの自然体験活動を安全に

行ってもらえるにはどうしたらいいのか、を考えながら

活動した。 

 1回目のフィールドラーニングの時には、幼稚園の年

長さんと小学1、2年生の子供たちと活動した。ピザを作

ったのだが、その際に具材を包丁で切るときがあった。

包丁を使うことに少し不安を感じたが、子供たち自身で

切ってもらうことにし、切る前に一緒に「猫の手」を作

ってから切らせたり、切っているときも「猫の手だよー」

と声をかけたりして、安全に調理を行えるようにした。

声掛けのおかげもあってか、猫の手を維持したまま最後

まで切ることができ、怪我無く調理を終えることができ

た。 

 ２回目のフィールドラーニングでは、小学3、4年生と

1泊2日のキャンプをした。焚火をしたのだが、その際に

は、薪をくべるのも、マッチで火をつけるのも、全部小

学生にしてもらった。燃えている最中に薪を入れたりす

るのが、やけどをしないか少し不安だった。しかし、焚

火をするということは、現代の普通の生活ではめったに

経験することができないので、せっかくの機会をつぶさ

ないように小学生自身にやってもらうようにした。危な

いことがあると悪いので、「もう少し離れていれてね」

とか、「しゃがんでいれるんだよ」というような声かけ

をするようにした。怪我をすることなく、しかもとても

楽しそうにしていて、とてもよかったと思う。 

 2回のフィールドラーニングを通して、子供たちの好

奇心の強さを感じた。いろんなことに対して、「自分が

やる！」と言ってくれた。自然体験は普段の生活ではあ

まりできないものだかr、その好奇心を大切にしてたく

さんのことに挑戦できる環境が増えたらいいなと思っ

た。 

 

 

医学部 Mさん 

私は「子どもの自然体験支援講座」に参加し、2度の

フィールドワークを通じて、子供たちが成長する過程で

自然と触れ合うことがどんな影響をおよぼすのかにつ

いて考えながら活動に参加した。なぜなら、最近は「火」

を見たことがない子供がいたり、自然と触れ合う機会が

少なく、虫に慣れていない子供がいたりすることが多く

いることを知ったからだ。 
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 １回目の活動では、５～６歳を対象としてピザ作りや

キャンプファイヤーを行った。活動全体を振り返って、

５～６歳の子供たちは好奇心旺盛で色々なことを聞い

てきたり、ピザを作っている最中でも興味のあることが

あったらそっちへ走って行ったりと危ない場面もあっ

たため、安全面に配慮することが重要だと感じた。また、

自分のことを自分ですることが難しく、私たちが手伝う

こともあったが、この活動を通じて子供たちの成長をは

かるためにもできるだけ子供たちが主体となって活動

するように必要以上に手伝うことがないように心がけ

た。 

 2回目の活動では小学３、４年生を対象としてピザ作

り、キャンプファイヤー、テント建て、夜の散歩を行っ

た。１回目の子供たちと比べて、自分のことは自分でで

きる子が多く生活面ではあまり手伝いは必要なかった

と感じた。しかし、少し目を離している間に遠くへ行っ

てしまって探すということがあり、２，３人でも子供た

ちを同時に面倒見ることの大変さを痛感した。また、１

回目の活動を振り返って注意するべき点や次回に気を

付ける点として、ピザ作りでの包丁の使い方やキャンプ

ファイヤーでの火に近づきすぎないなどが挙げられ、そ

れらを意識して活動することができた。夜の散歩では、

明かりなしで暗闇を手探りで進み、コースを一周した。

暗闇の中、ゆっくり気を付けながら歩くことで、昼間に

は気づかなかった虫の音や木々や枝が揺れる音を聞き、

自然を五感で感じられたいい機会だったと感じた。 

 ２度のフィールドワークを通じて、子供たちが自ら体

験したいという気持ちを大切にして、子供たちの好奇心

を尊重することが大切だと感じた。子供たちの成長過程

で自然体験は子供たちの好奇心をはぐくみ、五感を刺激

して、感受性が豊かになる影響を与えると考えた。また、

今回の活動を通じて子供たちが自分で自分の身の回り

のことができる力や問題を解決する力が養えたと考え

た。このように自然体験によって身につく能力はたくさ

んあり、子供たちの成長にも役立つため、もっと多くの

子供たちが自然体験をする機会が設けられればいいな

と感じた。 

 

医学部 Wさん 

私は、2回のフィールドワークを通して子供たちとの

関わり方を学びました。近年、世の中が便利すぎて子供

達は自然と触れ合ってきてなかったり、自然体験をして

なかったりしています。オール電化の家が増えてきて火

を見たことのない子供達が増えてきています。そこで、

私は今回のフィールドワークではできるだけ子供達に

やらせることを意識して子供達と関わるようにしまし

た。 

 1回目のめんごキャンプは、幼稚園生と小学校低学年

の子達でした。私は、担当の子供はおらず、サポート係

として子供達の面倒を見たり、子供達と関わっている大

学生のことをみていました。ピザ作りと焚き火体験をし

ました。ピザ作りでは大学生たちがわかりやすい言葉を

使って、作り方を説明していました。また、こねるとき

は全員がこねることができるように交換しながらこね

てました。材料を切るときは自分の分は自分で切らせ、

大学生の分もきらせたい子にきらせていました。包丁を

使わせるのは危ないのではないかと思いましたが、猫の

手ができてたり、ゆっくり丁寧に使えたりしていたので

安心しました。勝手にできないと思い込んではいけない

のだなと感じました。次に焚き火体験をしました。子供

達の中には、火を怖がる子がいたり、逆に火を触ろうし

たりする子がいました。どこまでやらせていいのか分か

らず、最初は火を見せるだけだったが、後半は木をいれ

させたりしました。めんごキャンプではすぐにどこかに

行ってしまったり、よく話せなかったする子がいました。

みんなに向かって話しかけるとき、自分のことだとは思

ってくれない子達が多かったので、一人一人の名前を呼

んで話しかけたりしました。また、注意するときは命令

口調にならないように心がけ、してはいけないというの

ではなく、こっちの方が良いと思うと提案をするように

しました。そうすることでいうことを聞いてくれました。 

 二回目のフィールドワークは小学3、4年生でした。今

回のフィールドワークは担当の子供達がいました。小学

3、4年生は幼稚園生と比べてやりたいことがはっきりし

ていたので、より自由な子が多かったです。最初にテン

ト張りをしました。指示を聞く前に動いてしまう子が多

かったり、自分のやり方があってると思って、大学生の

意見をなかなか聞かない子もいました。次に、ピザ作り

をしました。こねたい子が多く、みんなが手を伸ばして

しまい上手にできなかったので、1人十こねずつして交

換しながら回していきました。具体的な数を言うとすん

なり理解してくれました。その次にナイトハイクをしま

した。怖がってる子がとても多かったですが、ゴールし

たときにたくさんの星と蛍を見ることができ、自然と触

れ合うことができました。最後に川遊びをしました。チ

ーム内で魚をとりたい人、泳ぎたい人、水が怖い人がい

て全員がバラバラな行動をとりたがっていました。全員

が納得できるようなことをするのが難しく、泳ぎたい子

達に譲ってもらい、浅いところで魚をとりました。めん

ごの子達には優しく丁寧に関わることを心がけたが、わ

んぱくの子達には時には厳しく関わるようにしました。 

 今回のフィールドワークでは同じ子供でも年齢が違

うと関わり方が違うということを学びました。 

 

医学部 Tさん 

私は、フィールドラーニングを通して、自然と触れ合

う体験活動が私たちに良い刺激を与えてくれることを

再確認した。今回の活動で行った非日常的な経験の数々

は、私たちの五感を研ぎ澄まさせ、知見を広げ、そして

必ず今後の糧となるものばかりであった。また、今回の
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活動では、自身が体験活動をするだけでなく、自然と接

する子どもたちの様子を間近で見られたことで、より一

層体験活動の有意義性を感じ取れることが出来た。 

今回の活動で、ピザ作りやたき火、テント泊やナイト

ハイク、さらに川遊びなど様々な日常では味わえない刺

激を得たわけだが、特に五感が研ぎ澄まされたと感じた

のはナイトハイクだ。暗闇の中、森を進んでいくと、段々

と瞳孔が開いて薄らと見える木々や、自分や他の誰かが

踏む木の枝の音、足元の土の感覚や子どもが怖がりなが

らしがみついてくる感覚など、とても良い経験が出来た

し、この経験から、夜中に森を自身の五感に頼りながら

歩くと昼間に何気なく歩くのとは全くもって違った感

覚が味わえることを学んだ。そして、２回のフィールド

ラーニングの中で最も印象に残っていると言えるのが

川遊びだ。ここでは、自然の面白さも怖さも感じること

ができた。具体的には、自身もそうであったが子どもた

ちの中には川の少し流れが急な場所で流されるのが怖

かったり、飛び込むのに勇気が出なかったりして、ここ

でまず自然の怖さを感じたと思う。ここで、自然の怖さ

を知ることは自然災害への興味関心にもつながりとて

も良い経験になったと考える。そして、その一方で、特

に川への飛び込みは一度してみるととても面白いこと

に気付き、その後何度も飛び込んだ。また、川に流され

る時も足を前にして正しい姿勢をとっていれば天然の

ウォータースライダーを子供たちと一緒に、とても楽し

むことが出来た。そして自然の面白さに気付かされた。

このように、非日常的な経験は、私たちに自然に対して

考える機会を与え、知的好奇心や自然に対する知識を育

んでくれると考えた。 

また、自然体験をする子どもたちを見て、自然は子ど

もたちを活発にし、そして自立するのを助けてくれると

感じた。時には、勝手に森の中に走っていこうとしたり、

棒を振り回したりと活発過ぎて危険だと思う部分もあ

ったが、かけっこをしたり、木登りをしたり、私たち大

学生を誘って鬼ごっこをしたりと予定されていた活動

以外の自由時間でもずっと自然の中で元気に動き回っ

ていた。そして、特にピザ作りやたき火、テント設営に

おいて、大学生の方から全て説明して指示するのではな

く、自分たちで考えて行動する場面も多く見受けられ、

一生懸命な姿が見られた。加えて、分からないときは私

たち大学生をはじめとした大人に質問することもあり、

このようにしてひとつずつ学んで、自分のものにしてい

くのだと考えた。 

今回、子どもと話をして、ひとつとても衝撃的だった

ことがある。それはお昼の休み時間は校舎内でタブレッ

ト等を用いて友達と遊んでいる子が多いということだ。

私たちのような学校にタブレット等がなかった世代は、

休み時間と言ったら校庭で鬼ごっこをしたり、サッカー

やバスケットボールをしたりと活発に体を動かしてい

たが、今はもう違うのだと気づかされた。このようなこ

ともあり、今の小学生たちは自身の体で直接自然と触れ

る機会が少ないのだと考えた。フィールドラーニングの

初日で聞いた、神室少年自然の家の職員の方の「今は火

を一切見ずに育ってきた子がいる」という話も衝撃的だ

ったが、2回のフィールドラーニングが終わってからど

こか納得した。そして、今回自身が体験活動を通してた

くさんの学びや気づきがあったことや、自然と触れ合う

子どもたちが全員充実した笑顔を見せてくれたことな

どから、自然体験をより多くの子どもたちにしてもらえ

るように、教育委員会や自然の家が連携して自然体験不

足の子どもたちに体験活動の機会をより多く与えられ

るようにすることが必要だと感じた。 

 

医学部 Aさん 
子供が安全に活動を行うためにはどのような支援を

すべきなのだろうか。 

現在子供の自然活動の機会は減少している。子供の

活動を支援する上で何を大切にしていけばよいのだろ

うか。今回のフィールドラーニングを通して学んだこ

とを基にレポートを書きたいと思う。 

活動について 

 今回のフィールドラーニングでは子供の自然活動を

支援した。第 1 回のフィールドラーニングでは幼稚園

の年長から小学校 2 年生までの参加者とめんごキャン

プを行った。子供一人に対し大学生一人が付き、活動

を行った。第 2回では小学校 3年生から 4年生までを

対象に宿泊を伴うキャンプを行った。子供 5 人の班に

大学生 2人で活動をした。 

子供の自主性を尊重する支援 

 今回の活動では幼稚園の年長から小学校 4 年生の子

供の自然活動体験の支援を行った。活動では火を扱っ

たり川に入ったりなど危険が伴う活動が多くあった。

その活動を行う中で子供が「やりたい」と思う自主性

を尊重することが大切だと感じた。子供が安全に活動

を行うことのみを考えれば危険な活動はさせない方が

よいだろう。しかし、子供の豊富な活動を支援する上

では様々な体験を提供すべきである。そこで今回学ん

だことは子供を抑制することで安全に活動するのでは

なく、事前に考えられる危険を予測して注意を促すと

いうことが大切ということだ。 

具体的には、焚火を行う際に子供が火に薪をくべる

という行動に対して「危険だから離れて見ているだけ

にしなさい」というのではなく、「火にはしゃがんで近

づくように」と注意をし、活動は制限しないというこ

とが挙げられる。このような支援こそが子供に豊富な

経験を提供し、かつ安全性を担保する最適なものであ

ると考えた。 

集団に対する支援 

 1 回目のフィールドラーニングでは子供１人につき
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大学生が１人ついての活動であったため子供の「やり

たい」を尊重しやすかった。しかし、2 度目のフィー

ルドラーニングでは子供 5 人に対して大学生 2 人であ

ったため、個人の「やりたい」を尊重することと集団

行動の 2 つを両立させることは非常に難しかった。1

人の活動のために他の班員の活動機会が奪われてしま

う場面や集団行動が取れないといった問題も発生した。 

 このような集団に対する支援活動では、子供の発達

速度が人それぞれ違うということがわかった。集団行

動を意識して活動が出来る子供もいればそうでない子

もいる。そのうえで安全に活動するためでは支援する

側のスタッフや大学生間での情報共有が欠かせないと

いうことがわかった。 

活動を通して感じたこと 

 今回の活動を通して子供に安全性を担保し、豊富な

活動体験をさせるための方法や支援メンバー間での情

報共有の大切さや子供との関わり方について多くのこ

とを学んだ。今後の人生において子供とかかわる際に

は今回学んだことや体験したことを生かし、自信を持

って楽しく子供と関わっていきたいと考えた。 

 

医学部 Kさん 

今回のフィールドワークの中で自分の思い通りにい

かなかったことが多くあった。講師の方に「思い通り

にいかないことが当たり前だ」と言われたとき、あっ

たとしても予測できる範囲内だろうと感じていた。し

かし、活動していくと予想外のことだらけだった。 

一回目の活動では、幼稚園年長から小学二年生の子

を対象とし支援を行った。支援を行う前に班ごとに起

こりえる危険な場面を予想し、模造紙にまとめる活動

を行って事前に気を付けるべき場面を確認しあった。

幼少期の子供たちの目線に立つことは難しく、危険に

なりえるケースを挙げていったとしてもどうしても普

遍的なものしか出てこなかった。更に、大前提として、

子供たちの自然体験活動に制限をかけないことが重要

であり、活動の規制線をどこでかけるのか、その線引

きが難しかった。 

二日目の実際に支援する時は前日の活動もあって問

題に発展するようなことは起きなかった。危険が起こ

り得そうなことを事前に挙げ、対応策を練ることが自

然にこの結果に繋がっていたと思う。 

二回目の活動では、小学三年生と四年生を対象とし

た支援を行った。一回目よりも年齢を重ねた子供たち

を相手にするため、ずっと注視しなければならないわ

けではなく、危険なこともそこまで起こらないと考え

ていた。しかし、実際はそうではなかった。前回より

も活動内容がより充実し、一緒にいる時間も長く、そ

して何よりも予想外だったのは皆が活発的であったこ

とだ。私が一回目で担当した子は人見知りでおとなし

い子であった。二回目で担当した子は皆が積極的に自

分から動いてくれる子で、自由時間もたくさん動いて

いた。自然体験活動に参加経験がある子が多かったか

らかもしれない。 

一日目の夜には班のメンバーでうまくいかなかった

ことや共有したいことを伝えあう話し合いの場が設け

られた。二人程のメンバーに対して子供五人の活動を

サポートしていたため、班全体を俯瞰して支援してい

かなければなかった。ただ、私は子供の支援活動を行

うのが初めてだったため、支援する中で至らない点が

多かった。例えば、他の子を見ている中で見ていない

子がどこか行ってしまうケースが異常に多かった。毎

回気にしようと思うのだが、一瞬の隙を作ってしまう

と所在が分からないことがよく起こった。二回目の活

動は大半が班活動だったため、初めは協力し合う関係

性の構築が難しく、手間取ることばかりだった。その

ため、二日目からは子供同士が一緒に活動しあう機会

を多めに作り、注視する範囲を減らすことと親睦を深

める機会を増やすことを念頭に支援を行っていった。

それがどう影響したかは一日のうちで判断できなかっ

たが、次にまた子供たちが出会い、ともに活動すると

きに影響を与えられていれば幸いだ。 

他の班もそれぞれ反省点を述べ、対応策を考えたこ

とで二日目はそこまで苦戦してはいなそうだった。一

日目の夜にそれぞれの悩みを共有しあったことで、自

分たちの班活動に他の班の方の意見を反映することが

できた。この支援体制の中には、子供と私たちだけで

なく、支援する側での情報共有も重要であることが分

かった。 

 

 

 

農学部 Hさん 

私は子供の自然体験活動支援講座で「めんごキャン

プ」「わんぱく探検隊」の活動に参加して子供たちと触

れ合うことになって、子供のうちに様々な体験をして

事の大切さや子供たちの何でもやってみようとするチ
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ャレンジする気持ちの大切さを学んだ。 

第１回目は６月１～２日の日程でめんごキャンプに

参加して年中から小学校２年生までの子供たちと一緒

にピザづくり体験や焚火体験を行った。１日目は大学

生だけでめんごキャンプでの活動を事前に体験して子

供たちが苦戦しそうなところや注意すべき点を確認し

たり、それの対策などを話し合った。自然の家のスタ

ッフの方から「火を見たことのない子供もいる」とい

う話を聞いて驚いたし、２日目の活動がうまくできる

か不安に思った。２日目はピザづくりや焚火体験を行

った。子供たちと顔を合わせてアイスブレイクをして

体験活動に移ると前日に感じていた不安は子供たちの

活動への取り組み方からあまり感じなかった。様々な

ことをやらせてと言っていたり大学生に話しかけて遊

んでいた。ピザのレシピや刃物や火を扱う上での注意

事項は安全に楽しく活動してもらうためにも大切なこ

とだと思った。年中から２年生までの子供たちは目を

離すと大変だというように考えていてあまり自由にし

てあげられなかったと思ったがその中でもできる事で

きない事に関係なく様々な活動に積極的に参加してい

て子供のパワフルさを感じた。家に帰ってからもピザ

を作ってみたいと言ってくれた時はうれしかったし子

供たちの自主性や探求心が養われていくのを感じた。 

第２回目は 6月 29～30日での日程で「わんぱく探検

隊」に参加して小学校３～４年生の踊裳たちと一緒に

様々な体験を行った。1 日目はピザづくり、テント設

営、ナイトハイク、焚火体験などを行った。今回私は

サポートとして各班の補助をメインに活動した。今回

は子供たちの年齢が上がっていたことで自分のことは

自分で出来るという子が多い印象だった。テント設営

で「やったことがある」と言って私や周りの子を引っ

張って行ってくれた子がいた。ほかにも整列の時に進

んで周りを並ばせようとしてくれた子やナイトハイク

の時に「足元が暗いから気を付けて」と周りに気を遣

うことのできる子もいた。前回と違って子供たちが自

分なりに考えて行動できるようになっていて自主性や

リーダーシップ、協調性が高まってきていることが感

じられた。2 日目は川遊びをした。子供たちはとても

冷たい川でもぐんぐん進んでいって虫を捕まえたり、

川に流れたりして遊んでいた。自然の家のスタッフの

方に生物の捕まえ方を教わり各々好きな場所で生物を

捕まえ、知っている生き物がいると説明してくれて知

らない生き物は私たちに質問をしてくれた。子供たち

の未知のものへの好奇心は特に強いものがあった。川

下りの活動の時に私と一緒に活動していた子が体調を

崩してしまい子供と関わるときの体調管理の大切さや

より周囲へ目を向けることの大切さを感じた。 

私は今回のような活動は未経験で少し不安もあった

が子供たちの元気な姿や成長を見ているうちに不安も

なくなりどうしたら楽しんでもらえるか、どうしたら

安全に活動できるかということを考えることができた。

子供たちの自由な姿から考えさせられることも多く自

分自身も少し成長できたように感じた。 
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山形大学フィールドラーニング授業プログラム 

プログラムテーマ：知られざる大蔵村の歴史と文化、郷土の食を求めて（大蔵村） 

日   程 

１回目 ２回目 
【１日目】5月25日（土） 【１日目】6月1日（土） 

8:42～ 9:44  山形駅発 ～ 舟形駅着 

9:45～10:20 舟形駅 ～ 肘折いでゆ館 

10:25～11:20 オリエンテーション 

11:30～12:30 昼食 

12:45～15:15 肘折温泉街散策  

15:30～15:45 「肘折のこけし」制作見学 

15:45～17:00 こけしストラップ作り 

17:00～17:10 移動（つたや肘折ホテル） 

17:10～18:00 ホテルチェックイン・自由時間 

18:00～19:00 夕食 

19:30～20:00  「肘折温泉の湯治文化」について 

20:00～23:00 入浴・レポート記入・自由時間 

23:00      消灯 

8:42～ 9:44  山形駅発 ～ 舟形駅着 

9:45～10:10 舟形駅 ～ 赤松生涯学習センター 

10:15～10:25  オリエンテーション 

10:30～11:30 笹の葉採り・下処理 

11:30～12:45 昼食 

12:45～14:00 笹巻作り 

14:00～14:20 移動（中央公民館） 

14:30～17:00 大蔵トマト見学・農業体験 

17:00～17:30 移動（赤松生涯学習センター） 

17:30～18:00 休憩 

18:00～19:00  夕食 

19:00～    入浴・レポート記入・自由時間 

23:00         消灯 

【２日目】5月26日（日） 【２日目】6月2日（日） 

6:30     起床・肘折朝市見学 

7:30～ 8:30 朝食 

8:30～ 8:45 荷物準備・集合 

8:45～ 9:00  移動（四ヶ村地区の棚田） 

9:05～ 9:20 棚田保存活動について 

9:30～11:30 棚田田植え体験 

11:30～11:50 移動 

11:50～12:50 昼食（そば処 寿屋） 

12:50～13:30 移動（赤松生涯学習センター） 

13:30～14:45 「合海田植え踊り」体験 

14:50～15:50 レポート記入・荷物整理 

15:55～16:10  赤松生涯学習センター ～ 舟形駅 

16:21～17:23 舟形駅発 ～ 山形駅着 

6:30     起床 

7:30～ 8:30  朝食 

8:40～10:00 レポート記入 

10:15～10:30 移動（合海地区） 

10:30～11:30  「合海田植え踊り」見学・参加 

11:30～12:00 移動（赤松生涯学習センター） 

12:00～13:00 昼食 

13:00～13:15 移動 

13:15～14:45  「大蔵わさび」加工体験 

15:00～15:50 レポート発表・評価 

15:55～16:10  赤松生涯学習センター ～ 舟形駅 

16:21～17:23 舟形駅発 ～ 山形駅着 

電車降車後の

移動手段 
公用車 公用車 

宿泊料金 6,500円 0円 

必要経費 3,500円 6,000円 

小  計 【当日現地で支払】10,000円 【当日現地で支払】6,000円 

合  計 16,000円 

学生が準備 

するもの 

・屋外で活動するため汚れてもいい動きやすい衣服、靴

※「田植え体験」の際は、上下ジャージに裸足（サンダル可）で行います。ハーフパンツも持参してく

ださい。（汚れてもいいように、着替えは多めにお持ち下さい。）

・洗面用具・お風呂セット・着替え・屋外活動用バッグ（リュックサック等）・筆記用具・メモ帳

・雨具（カッパ・ポンチョ等動きやすい物）・汗拭きタオル・カメラ（班で１台・スマホでも可能）

留意事項 ○荒天の場合、一部スケジュール変更となる場合があります。
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授業記録

○活動レポート「私はもがみで考えた！」

理学部 Oさん 

私は大蔵村に実際に足を運んで、画面上では気づくこ

とができない大蔵村の魅力に気づくことができました。

その一方で、大蔵村の方々はその魅力を維持するために

さまざまな困難に直面していることも知りました。 

 まず、大蔵村が抱える問題として、文化を継承する若

者がいないことが挙げられます。大蔵村には、肘折地区

唯一のこけし職人の鈴木征一さんがいらっしゃいます

が、現在は弟子をとっておらず、伝統ある肘折こけしや

鈴木征一さんの技術が受け継がれません。他にも、村の

歴史や肘折に残る伝説、湯治文化を語り継げる人がどん

どん減っているという状況もあります。具体的な改善策

は、村の歴史や肘折に残る伝説、湯治文化に興味を持っ

てもらうことと映像や文書に残すことだと思います。 

 その次に、農家の高齢化が挙げられます。大蔵村には

おいしい食材や特産品がたくさんあり、トマト農家の伊

藤貴之さんは、若者が職業選択するときに農家になると

いう選択肢がないことが大きな要因だとおっしゃって

いました。具体的な改善策は、農業を趣味としてはじめ、

そこから職業にしていくことだと思います。趣味として

始めるのも、まず体験してもらい楽しいと思ってもらう

ことが必要不可欠です。現在、農業を始めるための知識

やノウハウは周りの農家の方々から教えてもらうこと

ができ、初期費用もあまりかからないようになっていま

すが、始めるハードルをもっと下げたほうが良いと思い

ます。そこで、無料のゲームアプリを開発し、農業をゲ

ーム感覚で楽しめるようになれば、若者の興味を引ける

んじゃないかと思いました。ゲームの中で農家の方とつ

ながりを作り、農業体験ができる仕組みがあると良いと

思いました。 

 大蔵村には、日本の棚田百選にも選ばれた棚田があり、

そこで作られた棚田米は平地で作るお米よりもおいし

いのですが、製作コストが高いこともあり、食べてもら

う機会が少ない状況もあります。 

 今回のフィールドラーニングを通して、大蔵村の魅力

を広めるためには、実際に足を運んで体験してもらうこ

とが大切だと思いました。 

理学部 Kさん 

私はこのフィールドワークにおいて大蔵村の無数の

魅力と厳しい現状を目の当たりにしました。 

 この活動の中で知ることのできた魅力は限られてい

るとは思います。しかし大蔵村を好きになるには十分す

ぎるほどでした。温泉街にパワースポット、農業や気候

はもちろん魅力に感じましたが、何よりも心惹かれたの

は大蔵村の人々が楽しそうに暮らしていたことです。地

域の子供がカエルを捕まえたと嬉しそうに報告してき

たり、大人たちが朝から酒を飲み、笑いあって騒いでい

たりしているのをみて憧れまでも抱きました。村人たち

が日々の生活を学生のように楽しむ姿は私の望む大人

像なのかもしれないという新たな気づきを得ました。こ

れは実際に現地に出向いたからこそ得られたのだと考

えます。 

 そんな素晴らしいところですが大きな課題がありま

した。簡単に言えば人口減少です。大蔵村は山形県の中

で最も人口の少ない市町村です。フィールドラーニング

でお世話になった農家さんが無償で自分の農場を渡し

てもいいとおっしゃっているというところからも事態

の深刻さが伝わってきました。活動の中では村議会の方

と今後の解決策を真剣に考える時間がありました。そし

てそのなかでは村外から農業をするように誘致するこ

とや村民に農業を継がせることなど、農業にフォーカス

して人口を増やそうとしていることがわかりました。話

し合いでは、村民には村の魅力や大人たちが大蔵村で過

ごすことが楽しいことを伝え、村民でない人には大蔵村

の農業を知らせることが一つの結論として出ました。わ

たしはその後も考えた結果、村人ではない人に農業の魅

力を伝え、さらに大蔵村に来てもらうことは難しいので

はないかと思います。これには農業を始めることと大蔵

村に来てもらうことの二つの手間がかかるからです。ど

ちらかを絞る必要があると考えます。ここで私は農業を

始めようとしている人を村に誘致することを提案しま

す。これなら農業を始めてもらうという壁が取り除ける

からです。そして大学の農学部には農業を始めようとし

ている人がたくさんいます。なかには研究をする人もい

るとは思いますが農家を志望する人も一定数はいると

考えます。そのうえ大蔵村は特殊な気候なので、それに

よって農業における利点が多くあると思います。したが

って私は大学の農学部に出向き大蔵村で農業をする利

点を伝え入村してもらうことを個人の結論にしました。

実際に農学部の班員は大蔵村の話を聞くと魅力に感じ

ている様子でした。 

 このフィールドワークで、問題解決を試みるときには

現地に出向くことが重要であることを学びました。ほか

にも大蔵村の魅力を知れたこと、班員と仲良くなれたこ

となど得られたものが多く、良い活動になったと思いま

す。お世話になった方々と班員に感謝しています。 

医学部 Sさん 
私はフィールドラーニングの 4 日間を通して、大蔵

村の農業と文化について学びました。 

 農業について、四ヶ村の棚田で田植えを体験させて

もらい、大蔵トマトを見学し、伊藤貴之さんに大蔵村

での農業についてお話を聞きました。田植え体験では、

人生で初めての経験をすることができ、普段何も考え
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ずに食べていたお米は、一つ一つの苗をきつい体勢に

なりながら植え、手間暇かけて育てられていることを

実感し、食べ物へのありがたみをより強く感じられる

ようになりました。また、伊藤貴之さんから農業につ

いての話を伺い、現在の日本の農業は人数がとても少

なく、質がおちてきていると話していらっしゃいまし

た。大蔵村は少子化に加え、人口流出にも拍車がかか

っているとも聞きました。私は農業人口の少なさの原

因は、農業という職業の実情があまり知られていない

からではないかと考えます。どのくらい稼げるのかや、

どのくらい大変なのかなど、全く知らなかったので、

農業についてもっと情報を発信するべきだと思いまし

た。ですが、どれくらい大変なのかは、実際に体験し

てみないとわからないので、今行われている、フィー

ルドラーニングやふるさと納税の返礼品として農業体

験ができるといった活動をもっと増やしていくべきで

はないかと考えました。 

 文化については、肘折こけしと肘折温泉の湯治文化、

合海田植え踊り、笹巻き作りを体験しました。肘折こ

けしの工人は鈴木征一ひとりであり、鈴木さんが弟子

になりたいと言ってくれる人がいるが、結構大変らし

く、弟子をとらないようにしようかと考えているとお

っしゃっていました。ですが、このような文化が継承

されないのは、とても残念なことだなと思いました。

また、湯治文化とは、湯で治めるというもので、「療養」

型と「保養」型があり、肘折温泉は「保養」型である

と伺いました。肘折温泉に実際に入ってみて、もっと

いろんな人に知ってほしいと思いました。合海田植踊

りは全部の家をまわって踊りあるいていると聞いてと

てもすごいなと思いました。笹巻き作り体験では、今

まで名前は知っていたけど、作ったり食べたりしたこ

とがなかったので、実際につくってみて、地域の方の

話を聞いて、とても地域に根付いた文化だなと感じま

した。 

 大蔵村での経験を通して、もっと自分の地元の文化や

歴史や農業について知るべきだと思ったし、今まで自分

が地域のことに関して、無関心だったなと反省しました。

これからはもっと地域のことについて考えながら生活

しようと思いました。 

 

工学部 Cさん 

1.はじめに 

 5月25日～5月26日、6月1日～6月2日の4日間にわたっ

て大蔵村でのフィールドワークに参加した。山形県の中

央部に位置する大蔵村は、月山・葉山・鳥海山を望むこ

とのできる自然豊かな村であり、約2821人と県内で最も

人口が少ない。大蔵村でのフィールドワークを通して、

人々と交流をしながら、自然や伝統、人々の生活につい

て学びを深めた。本論では、フィールドワークの活動報

告と課題について述べていく。 

2.大蔵村の概要 

①大蔵村での体験と活動報告 

 まず、肘折温泉郷について述べていく。肘折温泉は、

開湯1200年受け継がれる秘湯で大蔵村の観光産業の要

となっている温泉街であり、20軒ほどの旅館が立ち並ん

でいる。「肘折」という由来は、はるか昔、一人の老僧

が肘を骨折してやっとの思いでこの地にやってきた際

に、湧き出ている温泉に入ると瞬く間に肘が治ったとい

う逸話からきている。また、朝市、地蔵倉、ひじおりの

灯、開湯祭といった観光産業がある。私たちも実際に肘

折温泉に宿泊し朝市を見学し、地蔵倉へ登り、温泉街の

雰囲気や叙情を味わった。 

 次に、合海田植え踊りについて述べていく。毎年、田

植えが終わり、農作業がひと段落する6月の第一日曜日

に合海地区では田植え踊りと大黒舞が披露される。田植

え踊りは、約400年に百姓の労を慰め、五穀豊穣を祈る

ために生まれた。年月が経ち、この踊りの継承が途絶え

かけたため、大正の頃に保存会が結成された。また、福

をもたらすめでたい踊りとして大黒舞も踊られている。

大黒舞が踊られるようになったのは、昭和になってから

と言われている。合海田植え踊り保存会は、地区の子供

たちへの踊り指導を行い、幅広い世代間でのコミュニケ

ーションが生まれ、地区内に活力が生まれている。また、

保存会の方々に踊りの歌の意味や踊りを実際に教えて

いただいて、田植え踊りへの理解を深めることができた。 

②発見した課題と解決策 

 これらの体験や講話から、２つの課題を発見した。一

つ目は、肘折温泉についての課題である。肘折温泉では、

震災、コロナ、浸水、道路崩落、大雪などの影響によっ

て宿泊者が大幅に減少している。その中でも、新聞やテ

レビなどといったメディアが一部のみを大きく切り取

って誤った認識を植え付けてしまったことが大きいと

考えられる。そこで、どのようにSNSを活用し、どうい

った方法で情報発信を行っていくかが非常に重要だと

考えた。誰もが手軽に見ることのできるX（旧Twitter）、

Instagram、TikTokでの流行にのった情報発信が効果的

と考えられる。 

二つ目は、合海田植え踊りである。現在の課題として

は、担い手・指導者の育成が不十分であることが挙げら

れる。継続的に指導に参加するメンバーが少なくなって

きていることや、村の若者が村外へ移住してしまうこと

が原因だと考えられる。現在の活動として子供たちに指

導しているが、結局はその子供たちが大人になった時に

村で踊りを続けているかが問題である。そこで、進学や

就職のために村を離れたとしても、リモートで踊りの練

習や指導を行ったり、帰省時に踊る機会を設けたりした

らよいと考える。そうすることで、出身者の2世、3世な

ども含め、多くの人が踊りに関わることになると考えら

れる。 
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3.結論 

 本論では、大蔵村の肘折温泉、合海田植え踊りについ

て考察した。そこから見えてきたことは、時代の流れと

共に変化する人々の価値観や考えを考慮しながら、大蔵

村の歴史や文化を守り継承していくことの難しさであ

る。これらのことを踏まえ、これからも大蔵村の歴史や

文化について考えていきたい。 

 

 

工学部 Gさん 
私たちは大蔵村にフィールドラーニングの授業で訪

れ、地域の方々にお話を聞いたり実際に体験をしたり

して大蔵村について学んだ。一泊二日を二回行い、そ

れぞれ様々な体験をした。 

第一回目の一日目は大蔵村の肘折地区について学ん

だ。最初に肘折地区の肘折こけしの制作見学とこけし

の絵付け体験をした。現在肘折のこけしの継承者であ

る鈴木征一さんに、肘折こけしは特徴として頭部内部

が空洞でその中に小豆を入れ振るとマラカスの様に音

が鳴る。これは、こけしは元々子供の玩具として作ら

れていたためその名残としてあるものだと教えていた

だいた。現在、こけしは伝統の絵付けのみではなく時

代の変化に合わせて様々なデザインに変化しているも

のもあり、日本の伝統文化の時代の変化を感じられた。

次に肘折温泉とその歴史について学び、肘折温泉の聖

地地蔵蔵に実際に訪れたり、温泉街を散策したり、温

泉に入浴したりした。肘折温泉は開湯 1200 年の歴史

がある温泉で、その効能は折れた両肘を完治させるほ

どのものであると伝説があり、湯治文化が根強く残っ

ている。しかし、肘折地区の道路が崩落した際に新聞

の報道により事実と異なった印象が与えられ、一時期

温泉にお客様が来なかった時期があった。このお話を

聞き、情報伝達は正確さが重要であり、語弊を生まぬ

よう伝達する必要があり、その情報による影響をしっ

かりと予想するべきだと考えさせられた。 

第一回二日目には田植え体験と田植え踊りの体験を

した。四ヶ村の棚田は日本棚田 100 選に認定された棚

田であり、地域の方々は四ヶ村の棚田米をブランド化

させ地域活性化を図ろうと取り組んでいる。合海地区

の田植え踊りは約 400 年の歴史があり、文化の継承の

ため小学生が毎週踊りの指導を受け「合海子どもタウ

エーズ」を結成している。 

第二回目の一日目には笹巻づくり体験と大蔵トマト

のビニールハウス見学をした。笹巻は山形県の伝統食

で、もち米を笹の葉で包んで熱湯でゆで上げ保存でき

るようにしたものである。大蔵流の笹巻は熱湯で約 1

時間ゆで上げるが、他地区では２～３時間ゆで上げた

り、灰汁水でゆでたりとさまざまである。また、笹の

巻き方や結びひもの巻き方も地区によってさまざまで

あり、地域性が豊かな伝統食であることが分かった。

大蔵トマトは「夏秋トマト」という品種で、夏から秋

にかけて約 4 か月間出荷をしている。大蔵村は豊富な

雪解け水と地下水があるため、トマトの栽培に適して

おり、みずみずしくおいしいトマトが収穫できる。し

かし、新規農業者が少ないことが課題となっている。

その対策として私は１～２年ほどの実際に一緒に作物

を育てながら農家の方々に農業について学ぶプログラ

ムの作成を考えた。新規に農業を始める時には、作物

の管理の仕方や肥料の与え方、病気や自然災害に対す

る対策と起きてしまった時の対処法など知識がないと

始められないというハードルがあると私は考えるため、

プログラムの作成をし、新規に農業を始めたいが知識

や経験がなくあきらめてしまう人たちに対して実施す

れば、ハードルが下がり農業を始めやすくなると私は

考える。 

第二回目の二日目には田植え踊りと大黒舞の見学と

大蔵わさびの加工体験をした。田植え踊りと大黒舞の

見学の時には、大蔵村の地域の方々の人と人の近さを

実感した。大蔵わさびは大蔵村の豊富な雪解け水や地

下水とその水温、澄んだ空気がわさびの栽培に適して

おり、香りが強いわさびが育っている。 

大蔵村フィールドラーニングを通して、大蔵村の歴

史や文化、伝統芸能、伝統食、観光、農業について学

んだ。それぞれ様々な良さや大蔵村ならではの特徴を

生かしたものとなっており、地域の特色について知れ

た。 

 

農学部 Wさん 

今回私はフィールドラーニングを通して大蔵村を訪

れ、大蔵村の歴史、食、文化を肌で感じました。また、

実際に訪れたことで、ネットと違い、実際に訪れたから

こそのことを様々感じました。 

まず、大蔵村の特色として肘折温泉や四ヶ村の棚田、

大蔵ワサビなど多くの伝統的な文化や、建物が多くあり

ます。フィールドラーニングでは、これらの文化や食に
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触れてきました。 

初めに肘折こけしの製作する様子を見学し、作り立て

のこけしに触れてみたりしました。現在は、鈴木征一さ

んが一人で継承しており、自身の職人になるまでの大変

さや、こけしの現在の在り方についてお話しいただきま

した。また、継承者がいないこともお話いただきました。

次に地蔵蔵や肘折の温泉街の歴史を話していただきな

がら、散策し肘折の成り立ちや、イベントとしてひじお

りの灯などの活動をしていることを聞きました。温泉街

を散策してみるとあちこちに温泉があり、湯治場として

栄えている理由を感じました。さらに昔の郵便局や石碑

があり、温泉同様あちこちに歴史を感じる場所があり、

大蔵村の歴史を多く感じられる場所でした。ひじおりの

灯では、温泉街の雰囲気にあった美しい灯籠絵がみられ

非常に魅入られました。次の日は、棚田に田植えする体

験をし、実際に田植えをする大変さ、棚田の現状、地域

の人と協力する楽しさを感じた。しかし棚田は平野と違

い、維持費が多くかかったり、手入れが大変だったりと

様々な要因があり、また人手不足に悩まされている問題

点があった。棚田のことをネットで見ているだけではわ

からない、住んでいる人に聞いたからこその実情を知る

ことができた。その後合海田植え踊りを体験し、大蔵村

で継承されていて、歴史のある踊りを継承していく方法

について考えていることを知った。 

二回目は笹巻つくりから体験しました。今まで自分た

ちが食べていた笹巻を作ってみていい経験ができたと

感じたし、地域の方からコツを教えてもらいながらでき

たのも食のおかげだと感じた。次にトマト農家の伊藤さ

んからトマトについてと大蔵村をいかに盛り上げてい

くかを聞き、農業をどうやったらやりたいと思うのかと

考えてみると、理由はないけれどなぜかやりたいとは思

はないという気持ちがあり不思議でそこに何か理由が

あるのだと感じた。二日目は実際に合海田植え踊りを村

の中でしているのを見て回り、どこに行っても地域のつ

ながりがあり、だんだんと楽しくなった。地方ならでは

の地域の人との仲の良さがあり、魅力を感じた。最後は

大蔵ワサビについて話を聞き、大蔵村がワサビつくりに

適していることや、やはり後継者不足であることを聞い

た。 

今回のフィールドラーニングを通して、どの文化、伝

統、食に関しても共通する点としては、人手不足、後継

者不足であった。私の地域も地方であるため人手不足は

感じていて、大蔵村だけの問題ではないと改めて感じた。

この問題を解決するには、SNSなどを用いた情報発信に

よる魅力の伝達が必要だと感じた。大蔵村に行くまでは、

ワサビがあるというイメージしかなくほかのものが思

いつかなったが、実際に訪れると、肘折温泉街や棚田、

合海田植え踊りなど多くの楽しめるものがあり、知るき

っかけがないとわからない魅力が多くあった。知ろうと

するにはきっかけが必要で、知ったうえで体験をすれば

魅力が伝わると思うので、ふるさと納税などを用いて、

多くの人に知ってもらう機会を増やすのが人手や後継

者を増やすことにつながると感じた。大蔵村にはおいし

い食べ物、面白い歴史が多くあることを、たくさんの人

に知ってほしいと感じた。 

 

 

農学部 Kさん 

わたしが大蔵村に行って感じたことが２個ありまし

た。 

1つ目は地元についてとても考えている点です。これ

は簡単に見えて、とても難しいことだと思います。役場

の人はもちろん、村の人までどうすれば大蔵村について

考えていました。その中にどうすれば肘折温泉にひとを

呼び込めるかと新規就農者をふやすには、や地元で生き

ていく意味はという問いかけがあり、見どころがあるの

にそれが伝わっていなかったり、都会に出て行ってしま

うことが問題になっていました。この問題を解決に近づ

くためにそこにある見どころを発信していくことや体

験してもらうことがいいと思いました。なぜならまず魅

力をしらなかったらそこの温泉にいこうとかこの村で

農業をやってみようなどを思わないと思ったからです。

また、小学生に農業体験してもらうのもたのしくていい

と思うが、新規就農者を増やすためには、農業をやりた

いとおもっている高校生や大学生に体験してもらい、未

来の夢を現実的にするのがいいと思う。 

2つ目は昔ながらの食が色濃く残っている点です。4

日大蔵村に行っただけだったが、そこでご飯として出て

きたものが、山菜やご飯を葉っぱで包んだものが出てき

ました。そこには、おばあちゃん世代の人が田んぼに田

植えに行ったときに食べていたものだと聞き、普通の日

常を過ごしていても食べれないものだと思い貴重な体

験ができたと思います。このほかワサビやそばなどの大

蔵村の特産品も食べれてこの特産品を推して、ふるさと

納税などに使えれば気にかけてくれる人が増えるかな

と思いました。 
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 最後に地元の人は地元を盛り上げようと自分たちで

棚田の保全活動をしたり、肘折温泉のたくさん積雪した

ら宿泊代が安くなるなどの活動などいろいろなことを

考えていて、地元の人があまりわからない情報とかの部

分を大学生の人たちに助言を求めていて、年上の人が大

学生に意見を求めてそれを実践に移そうとしているの

を見て、すごいと思いました。 

 

農学部 Nさん 

大蔵村では様々な文化や食が受け継がれており、それ

らを守るためにたくさんの人達が大蔵村にはたらきか

けていた。 

 まずは、伝統工芸である「肘折のこけし」である。こ

けしは江戸時代の後期に東北の温泉地で発祥したとい

われており、折れた肘が治ったことでこの名がついた肘

折温泉のある肘折も発祥の地のうちの１つである。肘折

のこけしの特徴としては、個性豊かな表情で顔と胴の間

に段があり、胴は太めの円柱形となっている。こけし作

りにおいて、使う道具はすべて手作りで、作る時間は、

材料である木を乾燥させるのに半年ほどかかるので、こ

けし１つ１つ手間暇かけて作られている。また、こけし

の絵付けを体験し、細かな作業の難しさを感じた。最盛

期には、５０人ほどいた工人も今ではたった１人となっ

てしまった。このような体験を通して、こけしの文化が

なくなる危機を目の当たりにし、日本の文化でもあるこ

けしを絶やしてはならないと思った。 

 こけしの文化を絶やさないために、外国人観光客にも

っとこけしを知ってもらうことが重要ではないかと考

えた。先程も述べたように、こけしは日本の文化でもあ

るので、日本をよく知らない外国人にこけしについて知

ってもらうことでこけしの需要が高まり、こけしの文化

が途絶えないのではないかと考えた。 

 次に、大蔵村の農業と肘折温泉の湯治文化である。私

は、これら２つのことについて考えた。大蔵村の農業は

おもに人手不足や後継者不足に悩まされている。四々村

の棚田では機械が入ることができず、人手が足りなかっ

たり、大蔵トマトや大蔵わさびの農家は若者が少なかっ

たりしている。肘折温泉の湯治文化は、農家の減少とと

もに衰退しつつある。 

 田植え体験を通して、実際に農業を体験することの楽

しさや大切さを学んだ。農家の衰退が進みつつある今、

農業体験を通して子供たち(若者)に楽しさを知っても

らうことが農家を職業選択の１つとするうえで必要だ

と感じた。また、育てることの大変さを同時に知ること

で、農業のやりがいを知ることができると考えた。 

 大蔵村では、農業体験と同時に体験を終えた子供たち

(若者)が肘折温泉に入り、湯治を知ることで、大蔵村の

農業を受け継ぐと同時に、肘折温泉の湯治文化を守るこ

とができるのではないかと考えた。 

 そして、田植え踊りは、SNSなどを利用し、山形県以

外の多くの他県の人に知ってもらうことで大蔵村の文

化が残っていくのではないかと考えた。 

 

農学部 Hさん 

私は今回のフィールドラーニングで沢山の大蔵村の

歴史・文化・食に触れ、自分の人生の中でとても価値の

ある体験ができたと感じた。その一つとして「肘折こけ

し」見学・体験があげられる。大蔵村では鈴木征一さん

が唯一のこけし職人であり、肘折こけしの伝統を一人で

守り続けていることに驚きを感じた。鈴木さんが「今は

流行に合わせたデザインにする風潮があるが、そのまま

の良さを伝えることが大切だ」とおっしゃっていたのが

特に印象に残った。利益を得るため時代に合わせて変化

していくことは抗えない。だがオリジナリティを持ち、

高い品質と価値のあるありのままの肘折こけしを未来

に繋げていくことこそが私たちに求められているので

はないかと考えた。 

つぎに私の心が強く動かされた活動は四ヶ村の棚田

田植え体験だ。手作業で田植えをしてみたことで、改め

てお米を作ってくれている農家さんへの感謝でいっぱ

いになった。このときに抱いた感情は体験することでし

か得られなかっただろう。また、田植え体験をした後み

んなでご飯をいただいたときに村の方々が和気あいあ

いとお話をする姿を見て、この平和な場所を守りたい、

残し続けたいと強く思った。棚田での栽培は平地での栽

培よりも多くの手間がかかるが、その分高い付加価値が

付く。農家さんだけの力で栽培をしていくのは難しいた

め、今回のように大学生や県外からの農業体験を目的と

した子どもなど外部の人も巻き込み「みんなの田んぼ」

を目指していくべきだと考える。 

農業における高齢化・担い手不足は四ヶ村の棚田に限

らず、大蔵村全ての農業に共通することだ。若者が大蔵

村に残って新規就農者を増やすことが一番求められて

いることだと感じた。分かりきっている課題であるが、

やはりこれが重要であると思う。伊藤貴之さんのお話の

中で「この10人で大蔵村に来て農業してみたら？」と言
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われ、冗談ではあるものの面白そうだと思った。みんな

とだったらという心理が働いたのだろう。この気持ちか

ら農業での仲間の大切さに気付かされた。「新規就農者

を増やすにはどうしたらよいのか」という問いに対する

現時点での私の答えは、情報を得ること・体験すること

だ。わたし自身にも当てはまるが、具体的な夢を持って

いる学生は少ないように思える。大学に進学して企業で

なんとなく働く。この「なんとなく」の選択肢として農

業があれば良いのだと考える。そのためには高校生や大

学生に向けてより実践に近い体験や情報発信を行い、農

業への根本からの意識を変化させることが必須だ。それ

こそ今回のフィールドラーニングのような活動が大切

だと言える。このような活動を通して郷土愛を育み、大

蔵村が大好きな人間でいっぱいにしていくことが課題

解決の第一歩になると考える。 

 

 

農学部 Sさん 

私は、今回のフィールドラーニングを通して山形の新

しい魅力を再発見することが出来たと思います。19年間

山形に過ごしてきて、最上地方に行くことがほとんどな

く、山形県民でも最上地域の大蔵村という所があまり分

かりませんでした。でも、フィールドラーニングで 

様々な経験をしたことで、山形にはこんなにも素敵なと

ころがある！ということがわかり、更に山形が大好きに

なりました。 

 はじめに、肘折温泉についてです。肘折温泉には、湯

治文化という田植えや、農作業をしてその疲れを取るた

めに長期間温泉地に滞在し、体を休める文化があること

がわかりました。しかし、最近はその湯治文化が絶滅し

つつあるということと、湯治文化がなくなってしまうと

宿泊者が激減してしまうという問題を抱えていること

が分かりました。私は、これらの問題を解決するために、

外国人観光客や、都市に住む人にターゲットを絞り、湯

治文化のように長期滞在ではないけれども、最初に田植

え体験や農業体験をしてもらい、その後温泉で体を休め

てもらうという湯治文化体験プランなどを作る事を考

えました。そうすることで肘折の温泉だけでなく文化ま

で知ってもらう事ができていいと思いました。実際に私

も田植え体験をしたことで、昔の人が農作業の後に温泉

に入りたくなる気持ちがとても分かりました。 

 私は、笹巻き作りや田植え体験を通して自分で実際に

体験してみるという事がこれからの伝統や地域の文化

をつなげていく上で１番大切な事だと感じました。笹巻

き作りでは、難しかったけれどとても楽しかったので今

度自分でも作りたいと思ったし、作り方を知らない人に 

も知ってもらいたいと思いました。このように、体験す

ることでわかる楽しさがあると思うので農業や郷土料

理も小中高生へむけて体験会をすることで広めていけ

たらいいと思いました。 

 次に、農家の高齢化や、後継不足ということをメディ

アなどで取り上げられており知っていたが、実際に大蔵

村に来て農家さんたちの話を聞くことで本当に深刻な

問題ということが分かりました。自分の中では、農家は、

休みを簡単に取ることができないというイメージがあ

り農家にあまりなりたくないと思っていました。また、

現代の人は、休みを使って趣味を楽しんだりする人が多

いので尚更休みが簡単に取れないというのは農家が増

えない原因になっていると思いました。これを改善する

には、農家とそのお手伝いさん数人という体制ではなく、

大きな団体として農業を行い、農作業を日にちごとに分

担して毎週休めるような仕事環境にしていければいい

と思いました。 

 大蔵村の魅力を知らない山形県民に知ってもらい山

形をもっと好きになって欲しいと思ったし、県外の人も

豊かな自然と色を広めていきたいと思いました。 
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プログラムテーマ：鮭川歌舞伎 地域の伝統文化の未来について考える（鮭川村） 

日   程 

１回目 ２回目 
【１日目】５月２５日（土） 【１日目】６月８日（土） 

8:42 山形駅発 

9:52 新庄駅着 ※集合場所：西口 

（新庄まつり山車のあたり） 

10:30 鮭川村中央公民館着 

開講式 

鮭川歌舞伎についての説明 

12:00 昼食 

13:00 京塚愛宕神社、石名坂愛宕神社、 

上大渕住吉観音、川口八幡神社見学 

17:00 宿泊場所着（羽根沢温泉ホテル紅葉館） 

 まとめの時間 

8:42 山形駅発 

9:52 新庄駅着 ※集合場所：西口 

（新庄まつり山車のあたり） 

10:30 鮭川村中央公民館着 

鮭川歌舞伎定期公演準備（会場設営等） 

12:00 昼食 

13:00 鮭川歌舞伎定期公演準備 

まとめの時間 

練習等見学 

18:00 宿泊場所着（羽根沢温泉ホテル紅葉館） 

【２日目】５月２６日（日） 【２日目】６月９日（日） 

9:00 宿泊場所出発 

9:30 鮭川村中央公民館着 

鮭川歌舞伎定期公演準備 

12:00 昼食 

13:00 鮭川歌舞伎定期公演準備 

 （時間があれば村内文化財見学） 

 まとめの時間 

15:30 鮭川村中央公民館出発 

16:14 新庄駅発 

17:23 山形駅着 

9:00 宿泊場所出発 

9:30 鮭川村中央公民館着 

鮭川歌舞伎定期公演準備 

化粧、着付見学 

11:00 定期公演手伝い 

12:00 昼食、鮭川歌舞伎見学 

16:45 鮭川村中央公民館出発 

17:22 新庄駅発 

18:37 山形駅着 

電車降車後の

移動手段 
公用車 2台 公用車 2台 

宿泊料金 8,950円 9,150円 

必要経費 

・飲み物等 各自購入

・昼食代（1日目）弁当 650円

（2日目）1,000円程度 各自で支払い 

※店で食べたいものによる

・飲み物等 各自購入

・昼食代（1日目）弁当650円

  （2日目）弁当1,500円程度 

※価格変更の可能性あり

小  計 10,600円 11,300円 

合  計 21,900円 

学生が準備 

するもの 

動きやすく汚れてもいい服装（ジャージ等）、 

タオル、帽子、雨具（傘等）、着替え、洗面用具、 

飲み物等を買うお金、虫よけスプレー 

動きやすく汚れてもいい服装（ジャージ等）、 

着替え、洗面用具、飲み物等を買うお金 

※出演者はTシャツ・ハーフパンツ

留意事項 

・荒天の場合、活動内容に変更が生じることが

あります。

・アレルギー等がある方はお知らせください。

・2日目昼食代は各自支払いとなります。

・1回目で受講者の中から出演者を決めます。

・アレルギー等がある方はお知らせください。 

・2日目の弁当代について、金額が変更になる

ことがあります。（変更する場合は事前に

連絡させていただきます）
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授業記録  
 

○活動レポート「私はもがみで考えた！」 

 

人文社会科学部 Sさん 

私は今回のフィールドワークで鮭川村へ行き、鮭川歌

舞伎の未来について考えた。 

 私の考える歌舞伎存続に向けた鮭川村の課題は、「移

住者受け入れ態勢の整備」である。歌舞伎の存続と移住

者受け入れ態勢の整備は一見すると関係のないことの

ように思える。しかし、私は今回のフィールドワークを

通し、この課題を設定するに至った。以下にその理由と

解決策を述べる。 

 はじめにこの課題を設定した理由を述べる。私が予想

していた課題は、「関係者の高齢化」「後継者不足」こ

の２点による歌舞伎存続の危機であった。しかし、演者

の年齢は３０～４０代が中心であり、小中学生の出演も

あるため演者の高齢化は見られず、また、毎年地元の小

学生によるこども歌舞伎も行われており後継者育成ま

でなされていた。 

 次に私は村全体の少子高齢化を考えた。するとここで

鮭川村の課題が見えてきた。村の少子高齢化に関しては、

多くの移住希望者がいるという点で心配ないように思

われる。しかし、地元の方と話す中で、移住希望者の数

に対して鮭川村の移住者受け入れが追い付いていない

ということが判明した。そのため私は今回、「移住者受

け入れ態勢の整備」を課題とした。 

 それでは現在、鮭川村ではどのような移住受け入れ政

策を行っているのだろうか。鮭川村では空き家バンクと

いう、誰も住んでいない家の情報を移住者に提供し、そ

こへの移住を促すという政策を行っている。また、『さ

けまる定住促進住宅』という、移住者の定住を促す住宅

を設けており、移住定住の促進に向けた活動が見られる。 

 それでは、どうすれば移住定住の動きを、より活発に

できるだろうか。地域の方は、「空き家情報が出た場合、

即時報告をもらっているが間に合っていない」とおっし

ゃっていた。鮭川村の空き家バンクを見ると、現在は５

件のみの掲載である。空き家情報の迅速な共有と、空き

家の整備、また解体し、更地で売る等行うことで、移住

定住の動きが活発になると私は考える。 

 今回のフィールドワークを通し、地域に根付く伝統文

化に触れ、さらには舞台に出演することができ、非常に

貴重な体験だったと思う。 

 今後の課題は、移住定住を活発にするための策を具体

的に、且つ鮭川の方の話や鮭川の財政を理解しながら調

査を進めていきたいと思う。 

 

理学部 Sさん 

私は5月25、26日と6月8，9日に鮭川村に行き様々なこ

とを学んだ。 

まず、私は鮭川村に向かう前に事前学習として鮭川村

の移住・定住について調査を行った。鮭川村は人口約

3800人で、村の名前の由来である鮭川が流れ山々に囲ま

れている。鮭川村では、県外から鮭川村へ移住された世

帯に対し、1年分の米・醤油・味噌を提供している。ま

た、鮭川村では空き家バンクという制度を実施している。

空き家バンクとは空き家の所有者と移住希望者を結び

つける制度のことだ。管理されていない空き家は、放置

し続けると倒壊の危険があり早急に対策が必要とされ

ている。こうした空き家情報を所有者から募り、空き家

バンクという形で移住希望者向けに情報を提供してい

る。 

実際に鮭川村に行って村の方の話を聞くと、空き家の

うち住める家は少ないそうだ。しかし、移住希望者が多

く、整備が追い付いていないとのことだ。このことから、

私は空き家になった家はすぐに空き家バンクに出し、住

めない空き家はリフォームや解体をして土地を移住希

望者に譲るなどの対策が必要だと考えた。実際村を回っ

てみて住めなさそうな空き家が何軒かあった。家は村に

点在しているのではなく何か所かに集落を形成してお

り、新しい家も多いという印象があった。鮭川はかなり

曲がりくねっていて、降水量が多い時には氾濫の危険性

があるため、集落は氾濫の危険性がないところに形成さ

れている。 

次に鮭川村の施設と郷土料理について。まず鮭川村に

は公民館があり今年の歌舞伎公演会は公民館の体育館

で行われた。また、エコパークという施設がありカフェ

やキャンプ場、コテージなどがあり多くの人が訪れてい

る。鮭川村の小杉地区にはトトロのように見えることか

らトトロの木と呼ばれる大杉があり観光名所となって

いる。また、鮭川村には展望台もあり、鮭川の形や集落

の様子が一望できる。次に郷土料理について、鮭川村で

はひきずりうどんと呼ばれる納豆やねぎ、卵やかつお節

などを混ぜ合わせ薬味としてうどんを食べる郷土料理

が存在し、2回目のフィールドラーニングの際にいただ

いた。 

次に鮭川歌舞伎について。鮭川歌舞伎については1回

目のフィールドラーニングの際に鮭川歌舞伎保存会の

座長から話を伺った。はじまりは江戸後期にできた4つ

の芝居からでありその後4つが合併されて鮭川歌舞伎と

なったそうだ。そのはじまりである4つの場所のうちの2

つの場所である石名坂神社と京塚神社に行くことがで

きた。ここには歌舞伎を行う土舞台が残っており、近年

はこれらの土舞台を使って歌舞伎の公演を行っている

そうだ。今年は公民館の体育館で行われ、当日は多くの

客が集まった。歌舞伎は長い物語の一部を公演するため

話の内容を理解するのが難しい。そのため、あらかじめ

話の内容や前後の出来事を知ったうえで見ると面白い

ように感じた。公演では客が話を理解し、楽しめるよう

にイヤホンガイドによる実況も行われており、歌舞伎を
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より楽しめる工夫がなされていた。 

医学部 Oさん 

私達の班は、最上地方の鮭川村に伺い、村の伝統芸能

である鮭川歌舞伎に関する学習や体験の機会をいただ

いた。歌舞伎は現在も活発に行われており、定期公演や

子ども歌舞伎の育成といった活動を通じて若者の知名

度や参加意欲を保ち続けていると考えられた。 

1回目のフィールドラーニングでは、鮭川歌舞伎座の

座長さんから鮭川歌舞伎の歴史に関するお話を伺い、野

外の土の上で行う地芝居の公演を開催する土舞台を持

つ神社を回ったのち、村制施行70周年を記念した定期公

演ののぼり設置のお手伝いを行い、稽古現場を見学させ

ていただいた。江戸の歌舞伎役者に伝えられた歌舞伎の

地芝居が村内4地域で栄え、衰退、復興、変容、合併を

経て今の鮭川歌舞伎の形に至ったのだという。芝居の稽

古は熱が入っており、化粧や衣装がなくても演じる人物

の人柄が伝わるほどにまで精巧に練り上げられていて

深く見入ってしまった。 

2回目のフィールドラーニングでは、1日目に公演の会

場設置とリハーサルを行い、2日目の公演当日に受付の

お手伝いやゲスト出演を行った。ゲスト出演は班員のう

ち3人が行い、私は女中役となった。初めての白塗り化

粧に緊張しつつも、衣装が揃うと気が引き締まり、台詞

がないながらも役目を全うすることができ達成感があ

った。猪役の班員も大勢の観客の前で躍動感のある動き

を披露することができていた。着付の際に伺ったお話に

よると、鮭川歌舞伎は着付師の若い後継ぎがいないこと

が懸念されていることが分かり、裏方の人手不足に目を

向けることができた。一方で、演者に関しては、子ども

歌舞伎の育成が積極的に行われており、継ぎ手がしっか

りと確保されていると考えられた。公演では、成人の役

者さんの芝居が素晴らしかったのはもちろん、小学生歌

舞伎達の堂々とした口上の様子にも感動を覚えた。 

村の伝統芸能と聞くと過疎化によって担い手が著し

く不足しているものだと想像していたが、実際に村に足

を運んでみると、その伝統は衰えず保たれ、村民の熱意

によって今も活発に演じられ続けていることが分かり、

考えを改めた。定期公演によって鮭川歌舞伎を村の人々

にとって身近な存在にしたり、子ども歌舞伎の育成によ

って若い担い手を確保したりする取り組みがとても素

晴らしいと感じた。鮭川歌舞伎の活気を保たせている要

因として他に挙げられることがないか、さらに考察を深

めていきたい。 

工学部 Rさん 

前日、私は共生の森もがみの授業の一環として、山形

県の鮭川村を訪れた。この村は鮭川歌舞伎という独自の

伝統文化で有名だ。鮭川歌舞伎は、江戸時代から続く地

元の農民たちによる歌舞伎で、素朴ながらも非常に情熱

的な演技が特徴だ。訪れた当日は、地元の人々が熱心に

練習している姿を見学した。彼らの一生懸命な姿や、古

くからの伝統を守ろうとする気持ちに感動した。また、

歌舞伎の座長と話す機会もあり、その歴史や文化の大切

さについて深く理解することができた。 

 しかし、この2回のフィールドラーニングを通じて、

さまざまな課題も見つけた。まず、鮭川歌舞伎の観客の

高齢化だ。多くの観客が高齢であり、若い世代の観客が

少ないことが問題となっている。これは、若い人たちが

都会に出て行き、地域に戻ってこないことが原因の一つ

だ。また、観客も年々減少しており、地域外からの観客

も少ないため、経済的な支援も限られている。これらの

課題は、伝統文化を守り、次世代に継承していくために

解決しなければならない重要な問題だ。 

 これらの課題を解決するために、それぞれの提案も考

えた。まず、若い世代に対する教育と宣伝活動が必要だ。

地元の学校や地域の子どもたちに対して、鮭川歌舞伎の

魅力を伝えるワークショップや体験学習を実施するこ

とで、若者たちが自分たちの伝統文化に興味を持つきっ

かけを作ることができる。さらに、都市部の学校との交

流プログラムを企画し、都会の子どもたちにも鮭川歌舞

伎を知ってもらうことも大切だ。 

 次に、地域外からの観客を増やすためのプロモーショ

ン活動が必要だ。SNSやインターネットを活用して、鮭

川歌舞伎の魅力を発信し、観客を呼び込むことができる。

また、地元の特産農産品、例えば野菜や米などを販売す

るイベントを開催し、観客に鮭川村の魅力を伝えること

も有効だ。さらに、地域の宿泊施設や飲食店と連携し、

観客が滞在しやすい環境を整えることも重要だと思う。 

 最後に、地域全体での協力と連携が不可欠だ。地元の

自治体や企業、NPOなどが協力して、鮭川歌舞伎の保存

と振興に取り組むことが必要だ。具体的には、定期的な

公演やイベントの開催、地域全体での資金集めなどがあ

る。これにより、地域全体で伝統文化を支える体制を整

えることができる。 

このように、鮭川歌舞伎の未来を守るためには、若い
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世代への教育と宣伝、観客の誘致、地域全体での協力と

連携が重要だ。鮭川歌舞伎を次世代にうまく伝えるため

に、今回のフィールドラーニングで得た経験を生かし、

行動すべきではないだろうか。 

 

工学部 Tさん 

１回目では、鮭川村役場や鮭川歌舞伎保存会の方々に

お話を伺って鮭川村と鮭川歌舞伎にいいての理解を深

めた。鮭川歌舞伎が約250年という長い歴史を持ち、い

かに村民たちの娯楽として親しまれ、想いを受けて後世

に伝えようとしてきたかということを生の言葉で聴き、

感じることができた。また、出演する私も含めた３人の

メンバーが公演に向けて稽古をつけていただいた。東京

や京都で行われている歌舞伎は男性しか出演しない。し

かし、鮭川歌舞伎は、主に男性ではあるが、女性も出演

することができる。この背景には担い手不足といった問

題があるのだろう。また、鮭川歌舞伎で行われている演

目の中には、全く東京や京都などで行われている歌舞伎

と言葉遣いが異なるものがあり、歌舞伎の専門家が聞い

ても理解できないものとなっているそうだ。伝えられて

から長い年月を経て、徐々に鮭川村の方言が混じったの

であろう。このように鮭川歌舞伎は伝えられたものに

様々なアレンジを加えて、独自のものへ変化しており、

村と鮭川歌舞伎のつながりがよく感じられた。また、鮭

川村役場の方に村の神社やエコパークを案内していた

だき、村の雰囲気や特産品などに触れ、村のことをより

知ることができた。 

 ２回目では、実際に歌舞伎公演に参加した。前日から

公演準備を行い、その日の昼食で、鮭川村の京塚地区多

目的集会所にて鮭川歌舞伎保存会の15人ほどの地域の

方が集まり、ひきずりうどんをご馳走になった。印象的

だったのは、大きな鍋いっぱいにゆがかれたうどんであ

る。お話によると、昔から村外から客人が来た時、食事

を振る舞う場合、食べきれないほどに大量に用意するそ

うだ。おもてなしの心が昔から根付いており、大歓迎を

目に見える形で表そうとする村の方達のあたたかな心

遣いが感じられ、非常に嬉しかった。公演は鮭川村中央

公民館で行われ、こども歌舞伎や『仮名手本忠臣蔵』な

どが披露された。多くの地域の方々が表だけではなく裏

から公演を支えており、私たちの着付けや化粧も全て地

域の方々にしていただいた。公演は正午からであったが、

朝から忙しなく働きつつも非常に賑やかであり、良い雰

囲気のまま公演を終えることができた。 

 ２回のフォールドラーニングを通して、伝統文化と地

域の関わりについて深く考えることができた。伝統文化

を担う主体は地域の人々だが、人口減少が進み、より伝

統文化の存続が厳しくなっている地域が多いだろう。担

い手だけでなく、裏方から支える人員も足りなくなるこ

とが予想される。鮭川歌舞伎を支えているのは、保存会

だけではなく、地域内外の人々である。人々の伝統文化

への関心を高めることは、後世へ伝えていくための最も

重要なことだ。伝統文化をその地域だけではなく、外へ

と発信することが伝統文化を後世へとつなげてゆく道

であると考えた。加えて、地域活性化には何か一つの地

域の核となりうるものが必要だと思う。核とは他の地域

にないもの、他の地域に自慢できるものであり、伝統文

化は核になりうる。このような核を育て受け継ぐことに

よって過疎地域を救うことができるのではないだろう

か。 
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山形大学フィールドラーニング授業プログラム 

プログラムテーマ：戸沢村角川地域の新たな特産物開発プログラム（戸沢村） 

日   程 

１回目 ２回目 
【１日目】6月8日（土） 【１日目】6月15日（土） 

8:42 山形駅発 

9:52 新庄駅着 

10：00 新庄駅 出発 

10：40 戸沢村農村環境改善センター 到着 

10：45 自己紹介＆レクチャー 

11：00～やまなみセンター前に移動 

オリエンテーリング「フットパス」開始 

12：00 綱取雪氷防災センター 昼食休憩 

13：00 寺台農園ワラビ採り体験 

14：00 戸沢村農村環境改善センター 到着 

14：15～木工クラフト体験 

15：30 本日の振り返り 

16：00 農家民宿に移動 宿泊 

8:42 山形駅発 

9:52 新庄駅着 

10：00 新庄駅 出発 

10：40 戸沢村農村環境改善センター 到着 

10：45 先週の振り返り＆確認 

11：00～蕎麦打ち体験 

12：00 昼食 

12：45 片付け 

13：00～寺台農園 代表田中悦夫氏に新規特産物 

について相談 

14：00～翌日の特産物モニターの準備 

15：30 本日の振り返り、翌日の確認 

16：00 農家民宿に移動 宿泊 

【２日目】6月9日（日） 【２日目】6月16日（日） 

8：30 戸沢村農村環境改善センター 集合 

8：45～戸沢村観光物産協会長澤次長より 

9：45「観光の現状について」講談 

10：00 販売アイデア企画会議及び 

～11：30 プレゼン資料作成 

11：30～山菜昼食 作り方体験 

13：00 販売アイデア プレゼン 

14：00 次週の特産物案の決定 

14：30 本日の振り返り及び次週の準備確認 

15：00 戸沢村農村環境改善センター 出発 

15：40 新庄駅 到着 

16:14 新庄駅発 

17:23 山形駅着 

8：30 戸沢村農村環境改善センター 集合 

8：45 準備してモニター場所に移動 

9：00 村内モニター場所にて準備 

9：30～モニター開始 

11：30 特産物モニター終了 片付け 

 12：00 昼食 

 13：00 モニター結果 集計及び分析 

 14：00 モニター結果 報告 

 14：30 今回の振り返り まとめ 

 15：00 モニター場所 出発 

 15：40 新庄駅 到着 

16:14 新庄駅発 

17:23 山形駅着 

電車降車後の

移動手段 

戸沢村のマイクロバス 戸沢村のマイクロバス 

宿泊料金 
5500円（税込み） 5500円（税込み） 

必要経費 
5500円（税込み） 5500円（税込み） 

小  計 11000円（税込み） 11000円（税込み） 

合  計 22000円 

学生が準備 

するもの 

雨具、タオル、飲み物、 

手袋、帽子 

2時間程度の歩きに相応しい服装と靴 

エプロン、三角巾 

留意事項 
特になし 蕎麦アレルギーは要相談 
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授業記録  
 

○活動レポート「私はもがみで考えた！」 

 

人文社会科学部 Fさん 

筆者が戸沢村での 4 日間の活動を通じて特に印象に

残ったこととして、人々との交流が挙げられる。ほぼ

初対面の班員に、学生サポーターの木村龍之介、村内

案内の沼澤吉己、安食輝敏に加え、民宿先の田中タキ

子夫婦等様々な方々との交流の機会があり、多くの交

流を通じて自身のリラックスやコミュニケーションス

キルの向上、人生経験の蓄積を実感する事ができた。 

加えて特産物の開発という面でも、おみ漬けの提案、

新味の開発を通じて目標達成できたと感じた。おみ漬

けの提案を通じて山形に来てから学んだことを発揮す

ることが出来たことやモニター調査を通じて新味につ

いて「美味しい」や「いいアイデア」と直接、沢山評

価された事は自信にもつながった。 

筆者の活動中における課題として、「班長として班活

動をやりつつも、班員の仲を深めたい」と考えていた。

班活動においては、なかなか 14 人全体で集まることは

難しい中で、LINE など利用して連絡を取ることで、

報連相を徹底することが出来た。また班長という役割

を通じて、班員同士の活動・交流を潤滑に進められる

よう徹するシーンも多く、フィールドワーク活動中、

休憩中（食事中等）、活動後で豊富に班員とのコミュニ

ケーションを取り、班員×班員や班員×アドバイザー、

班員×地域の方と、様々な架け橋になれたのではない

か、と考えてた。終盤班員やその他の方々との全体の

仲が深まった姿を見ることができたことでとてもやり

がいを感じた。 

また活動中に疑問に思ったこととして、なぜ戸沢村

に韓国にまつわるものが多いのかについて気になった

為、民宿先の田中に伺うと、韓国との国際結婚などの

交流を通じて元朝鮮人が増え、現在に至ると言ってい

た言っていた。またインターネットを通じて調査する

と同様の内容が見られた。そのため多く観光の文化が

持ち込まれ、観光に転用した結果、道の駅のような形

として綺麗な観光文化が残ったようだ。 

 

人文社会科学部 Yさん 

はじめに 

私たちは、計４日間戸沢村でフィールドラーニング

をして、自然に親しむことの楽しさを知ったり、地域

の人の温かさにたくさん触れたりといった経験をする

ことができた。戸沢村は、高麗館や舟下りなどが主な

観光地として既に戸沢村のパンフレットでも挙げられ

ているが、私たちが今回活動の拠点していた角川地域

の魅力はまだあまり知られていないと感じた。そのた

め、角川地域を中心として戸沢村の魅力を世代問わず

より多くの人に広めていきたいと考えた。 

特産品の考案 

そこで私たちは、１日目のフィールドラーニングに

おいて山菜のわらびの採集体験を行ったことや、民宿

で山菜を使ったおいしい料理をたくさんいただいたこ

とから、これらを活用して戸沢村独自の特産品のアイ

デアとして、私たちの班は、わらびを使った生ふりか

けを考案した。生ふりかけとは、一般的な乾燥したフ

レーク状のものとは対照的に、水分が多くしっとりと

したものである。地元の方とも相談を重ね、わらびの

ねばねばした旨味を生かすために、乾燥はせず、その

ままの状態で味付けをすることにした。なお、わらび

は、角川地域で採れたものを使用した。 

最終日に、戸沢村道の駅『高麗館』で訪問者を対象

にしたモニター調査を行ったところ、９割以上のアン

ケート回答者が「とても美味しかった・美味しかった」

と回答しており、アイデアとしての面白さにおいても

「とても面白い・面白い」と回答した人が同じく９割

以上いた。加えて、戸沢村在住の方からも、「家で真似

して作ってみたい」との感想をいただくことができ、

角川地域のわらびの美味しさを広め、食べ方の新境地

を開拓することができた印象を受けた。 

特産品を販売する上での課題 

開発した特産品を実際に商品化するにあたって、挙

げられる課題点としては、普段から山菜に馴染みがな

い観光客が、手軽に手に取ることができる商品とはな

らないのではないかという点だ。これを解決するため

には、パッケージを工夫したり、実食を交えた販売形

式を取り入れたりすることが必要だと考えた。実際に、

モニター調査では、試作品を提供することで、普段山

菜を食べない外国人の方や他県から来た 20 代の方に

も、わらびに対して興味を持たせることができ、味に

対しての高評価も得られた。また、パッケージにおい

ても、馴染みを持たせるデザインが重要であると考え

る。生ふりかけの製造過程で着色料を使わなくても、

パッケージデザインに適度な「今っぽさ」「上質感」「分

りやすさ」を取り入れることによって、美味しくみせ

ることができ、さらには商品に興味を持ってもらえる

きっかけ人なるのではないか。この点は、新庄駅や道

の駅で売られていた既存の商品においても欠けている

ポイントだと考える。 

【参考文献】株式会社 TCD 

https://www.tcd.jp/branding/yamazaki/localsouven

irpkg.html （2014.06.20参照） 

 

医学部 Kさん 

私は今回のプログラムで実際に戸沢村を訪ね 4日間

過ごし、多くのことを経験し戸沢村の本当の魅力と、
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戸沢村が直面している大きな問題について自分なりに

理解することができました。そこでこの２つについて、

特産品づくりと絡めて述べさせていただきます。 

まず、戸沢村の本当の魅力について説明したいと思

います。私はこのプログラムの事前課題として戸沢村

の観光資源や産業について調べ、非常に良いところで

楽しそうなところだと漠然と考えていました。温泉や

舟での川下り、立派な道の駅があったり、新たな産業

としてパプリカの生産をしているなど非常に様々なト

ピックがありました。しかし一方でそれらがポツポツ

と村にあるだけでそのほかの場所は何もない場所なの

ではないかという不安も抱えていました。数日後いざ

村に到着するとそれらの考えは無くなりました。バス

を降りると自然の香りに包まれ、車通りもなく、鳥の

鳴き声が聞こえ時間の流れがゆっくりになったように

感じました。見渡してみれば緑が広がり、心の疲れが

ゆっくりと消えているように感じました。また、宿泊

先の民泊では家族の一員のように温かく迎え入れてい

ただいたり、その民泊の家の子供達と夕方散歩してい

ると田んぼを夕陽が照らし幻想的な景色が広がってい

たり幸せが詰まっていました。特産品開発のために友

人と相談していた際には宿主のかたが角川かぶやわら

びなど地元の人ならではの意見を親身になって教えて

くださいました。 

これらのことから、戸沢村はいるだけで人を幸せに

する力がある場所だと強く感じました。周りの友人も

疲れたらここに来たいと言っていたことからもそれが

本当であることがわかります。 

一方で、問題点も感じました。それは働き手となる

若者がいないということです。村を歩いていて働きざ

かりの年代の方は一人も見ませんでした。特産品発表

の場で、あるグループの発表に対してのコメントの中

でいいアイデアでも作る人がいないと言っていたのを

非常によく覚えています。この問題は一回村に来ても

らうということが解決すると考えます。前述の通り、

いるだけで幸せになり魅力が伝わるのが戸沢村だと思

うからです。 

以上のことから、今回の特産品開発は宣伝などを行

なって戸沢村を知らない人々ターゲットにするのが効

果的なのではないかと感じました。もちろん、道の駅

に来てくれる人のリピートを誘うのも大切ですが、新

しく知ってくる人が必要です。今回のプログラムで私

たちが考えたわらびキムチとそのパッケージはあまり

モニター調査を通しても自分の感想としても新規の人

を惹きつけるものではなかったかもしれないというの

が反省点であり、学びとなりました。より戸沢村の魅

力が伝わる特産品を作り、戸沢村を訪ねてもらい、多

くの人にあの幸せを体感してほしいと強く思います。 

 

 

 

医学部 Sさん 

戸沢村で過ごした四日間は私に刺激と癒しを与えて

くれて、貴重な体験となった。 

 一回目の活動では、フットパスと新たな特産品につ

いての話し合いをした。一日目のフットパスを通して、

自分の足で歩いて戸沢村の自然を肌で感じた。あたり

一面が棚田になっているところもあり、そばを育てて

いるところも多いらしい。午後は、ワラビとウドの葉

を採り、民宿に行き、ワラビは重曹であく抜きをして

もらった。民宿先でタラの芽を取りに行き、ウドの葉

やミズの葉とともに自分たちでてんぷらにした。山盛

りの山菜てんぷらと夕食をいただいた後、民宿のお母

さんとお話をした。息子さんが喘息持ちだったのだが、

病院まで車で四十分ほどかかるというお話が印象的で、

人口減少の著しい戸沢村のような地域における医療の

問題を感じた。特産品としては戸沢村で多く作られて

いるそばを生かして、そばのジェラートを提案するこ

とにした。上に山菜のてんぷらを載せ、そば団子を添

えて、下には戸沢村で作ったお米を使った玄米フレー

クを敷くことにした。山菜やそばは少し大人なイメー

ジがあるが、ジェラートにすることで子どもでもおい

しく食べられて、大人も味わえるような特産品を目指

した。商品名は「そばぁと」に決めた。二日目にはほ

かの民宿先のグループが提案しようと考えている特産

品について聞いて、同じことを経験してもそこから出

てくるアイディアは全然違って、今までの経験の違い

や偶然性によってアイディアに個性が出ていると思っ

た。 

 二回目の活動では、特産品モニターを行った。「そば

ぁと」の試作では、てんぷらを堅いままにしたいと思

い、素揚げも試してみたのだが、あまりおいしそうに

できなかったので、今まで通り片面だけ衣をつけるこ

とにした。そばのジェラートは一部そば粉のみを使い、

後から作ったものにはそばの実を砕いて擦って細かく

したものを混ぜた。そばの実から作ったジェラートは、
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そば粉のみのものより、そばの香りが圧倒的に強く、

粘り気があった。調べてみると、ムチンという消化酵

素が粘り気の原因であることが分かった。二日目の朝、

団子が硬くなってしまっていて、お湯を通してあった

めたものの提供するときには硬く戻ってしまった。原

因は、そば粉と水と少量の砂糖のみで作ったことだと

思う。モニターで、十割そば粉で作るのではなく、小

麦粉を二割くらいまぜればいいのではというアドバイ

スも頂いた。特産品モニターでは、やはり団子が硬い

という意見が多かった。アンケートでは、全員が初め

て食べた、面白いと回答したことから、今回私たちが

提案した「そばぁと」はオリジナリティのある商品と

して認めてもらえたと思った。もちろん改善の余地は

多くあるが、味や新鮮さについては、好評だった。 

 四日間にわたるフィールドラーニングの活動を通し

て、私は、新たな商品をゼロから考えて、試作し、実

際に一般の方々に食べてもらって意見をいただくとい

う経験を初めてした。オリジナリティのある特産品を

作るのは本当に難しかったが、私が戸沢村の自然や

人々から刺激をもらったように、私たちのアイディア

が少しでも戸沢村にいい刺激を与えられていたらいい

なと思う。 

 

 

 

医学部 Hさん 

私は今回のフィールドワークについて知る前は戸沢

村について全く聞いたことがなく、最上地域について

さえも知らなかった。しかし、今回のフィールドラー

ニングを通して、戸沢村には多くの魅力があることを

知ることができた。中でも一番印象に残ったのは、戸

沢村という場所の自然の豊かさだった。山を歩くフッ

トパスや山菜取り体験をしていく中で、普段自分が触

れない環境に身を置いていることを強く実感した。ま

た、戸沢村の人々の温かさも印象に残っている。私た

ちの活動を手厚く支援、協力していただき、宿泊した

農家民宿でも楽しい時間を過ごすことができた。しか

し、このように戸沢村にはたくさんの魅力があるのに、

若い世代をあまり見かけることはなかった。これは地

域としても課題となっており、農家や蕎麦屋などは後

継者問題を抱えているようであった。若い世代は戸沢

村を出て行ってしまうことが多く、入ってくる人も少

ないのだという。私は今回のフィールドラーニングを

通して戸沢村の魅力を多く発見できたのにもかかわら

ず、なぜこのような問題が起こっているのか、何か解

決策はないかと考えた。原因としては交通アクセスの

しにくさや山里へのなじみのなさなどがあげられるだ

ろう。問題を解決するために、戸沢村にもっと人を呼

ぶことができればよいことがあげられるが、実際現在

はあまり若い世代が入っているとは言いにくい。そこ

にはまず戸沢村という場所を知ってもらうことが必要

だと考えた。私自身が今まで戸沢村を知らなかったよ

うに、全国でも有名な場所とは言えないので、どうに

か知ってもらう必要があると感じた。そのための方法

として、今回のフィールドラーニングで行ったように、

戸沢村の特産物からまず戸沢村という場所を知っても

らうのはどうだろうかと考えた。実際に私たちが新た

な特産物を考えたときに、戸沢村で採れたワラビを生

かしたおみ漬けを思いつき提案させていただいた。山

形県の郷土料理であるおみ漬けにワラビを加えること

で新しい商品を生み出すことができ、高麗館でモニタ

ーを行った時も、現地の方々からおいしかった、新鮮

な商品だったという感想をいただくことができた。こ

のように、戸沢村でとれるものを生かした特産物を通

して多くの人に戸沢村のことをまず知ってもらうこと

ができれば、私たちが体験したような戸沢村の魅力に

気づいてもらうことができ、町おこしへとつながって

いくのではないだろうか。 

 

医学部 Mさん 

私がこのフィールドラーニングで戸沢村を一番初め

に訪れたとき、戸沢村の自然の雄大さに感銘を受けた。

戸沢村には広大な山地が存在し、特に角川地域には火

打岳や鳥形山、高倉山といった 1000m級の山々が並ぶ。

私たちが訪れた場所にもどこまでも続くかのように思

われるほどの緑が広がっていた。戸沢村ではその豊か

な自然を生かし、ワラビをはじめとする山菜の栽培や

山の斜面を生かした棚田における米の生産を行ってい

る。私たちは今回のフィールドワークにおいて戸沢村

の新たな特産物を開発するという取り組みを行ったが、

そのときに考え出された案も戸沢村の自然を生かした

ものが多かった。私達が最終的に選択し取り組んだワ

ラビのキムチも戸沢村の自然を生かしたものだったが、

他にも戸沢村の農作物や川といった自然を活用した案

がたくさん出された。戸沢村の人々からも新たな特産

品を考案するにあたっては戸沢村の自然を活用するこ
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とがカギであるとの助言をもらった。しかし自然は人

の生活に豊かさだけでなく厳しさももたらす。私達が

戸沢村に滞在している間にも近くにサルが出没し、サ

ルを追い払うためか大きな破裂音が聞こえた。またク

マも出没することがあるという話も聞いた。野生動物

は人間に直接的な危害を加えるだけでなく、農作物に

も被害を与える。近年は全国的に野生動物による農業

への被害が報告されているが、それは決して戸沢村も

例外ではない。戸沢村の自然は観光資源にもなりうる

非常に魅力的な要素であるが、一方で自然との付き合

い方も考えていかなくてはならない。角川に生息する

生き物としてトウホクノウサギやホンドタヌキ、ホン

ドサルがあげられる。また希少動物としてはルリイト

トンボやトウホクサンショウウオ、モリアオガエルが

生息する。モリアオガエルは本州に広く分布するが山

形県の天然記念物にも指定されている。これらの豊富

な生物種は戸沢村の誇るべき自然であるが、一方でそ

のような多様な生物と人間がうまく共存できるような

村づくりをしていかなくてはならない。戸沢村で農業

をしている人の中には野生動物からの農作物への被害

を減らすために電気柵を導入したという人がいた。そ

のような対策は戸沢村の人々が自然の中で暮らしてい

くにあたって必須であると考えられる。他にも、私は

道路の明かりが多くあれば夜間の安全を確保できるの

ではないかと考えた。戸沢村がこれから長く自然と共

に存在し続けるために何ができるのか、戸沢村外の

人々も含め考え続けていくことが必要であると思う。 

 

医学部 Tさん 

私たちは新たな特産品開発をすることを目的として

戸沢村で四日間の活動を行った。私たちの班では「生

ふりかけ」と「山菜だし」を戸沢村の新たな特産品と

して考案した。戸沢村ではわらびが有名で、粘り気を

持っているのが特徴である。地元の方は主に一本漬け

にして食べられているそうだ。今回わらび特有の粘り

気を生かしつつ、これまでにないようなアイデアを提

案するために試行錯誤をした結果、乾燥させるのでは

なく刻んでご飯にかけるといった形がよいのではない

かという考えに至った。戸沢村では「野菜だし」も有

名である。材料としては、きゅうり、しょうが、みょ

うが、なす、大葉などが含まれているそうだ。これに

戸沢村で採れる多くの種類の山菜を加えることで、更

にオリジナリティーが出すことができるのではないだ

ろうか。戸沢村では最上川舟下りという観光スポット

に県外から毎年多くの人が訪れる。冬にはこたつ舟が

人気で特に外国人観光客が多く訪れるそうだ。そこで、

今回の生ふりかけをご飯にかけた状態で提供し、味の

変化を楽しむ用として山菜だしをかけお茶漬けのよう

にし、二度楽しめるという形で提供するのがよいので

はないかと考えた。また、舟番所でお土産用として販

売することで経済効果も得られるのではないかと思っ

た。「山菜」というと都市部に住んでいる方や若者にと

ってはあまり馴染みのない食べ物で購入するのにはハ

ードルが高いと思う。しかし、舟下り中に一度食べて

もらい山菜の魅力を知った上で「ふりかけ」などとい

ったように普段から私たちがよく口にするものにする

ことで手に取りやすくなるのではないかと考えた。 

 実際に戸沢村に行ってみて、私が最も印象に残った

のは戸沢村の方々は村の発展に積極的であるというこ

とだ。今回の特産品開発というプログラムは初めての

試みだったにも関わらず、私たちの活動がスムーズに

進むように村の方々みんなが協力的に参加していただ

いて、私たちがやりたいと思いついたアイデアをすべ

て実行できる環境を作っていただけた。また、新庄駅

のお土産売り場では、私たちが初めに案として出して

いたドレッシングやほかの班が作っていたキムチ、そ

して最終日に高麗館でいただいた戸沢村の冷麵などす

でに戸沢村の特産物はいろいろ魅力の詰まったものが

既に存在していた。私たちがモニター調査を行った際

に商品化するには外見も大事な要素であるという意見

をいただいた。今回の活動ではパッケージを考案する

ことまではできなかったが、実際に商品化に向けて話

が進むのであればパッケージを考案することも課題の

一つであると感じた。今回の私たちの活動が戸沢村の

方たちに少しでも貢献できていたらいいなと思う。 

 

工学部 Yさん 

私はこのフィールドラーニングで本当に多くの事を

学ぶことができたと思います。 

ここでは沢山あるうちの３つを紹介したいと思いま

す。１つ目は、戸沢村に行って色濃く残る「日本らし

さ」を体験することができたことです。戸沢村では蕨

取り体験、木工クラフト体験、民宿宿泊などを体験し

ました。蕨取り体験では自分たちが取った山菜を、民

宿のお母さんと一緒にあく抜きや塩漬けなどをしまし

た。日本の伝統料理である山菜の調理は今までしたこ

とがなく、どのように料理したらいいのか分からなか

ったのですが、民宿のお母さんが丁寧に優しく教えて

くれたおかげでとてもおいしい山菜料理を作ることが

できました。今まで山菜料理を食べたことがなく存在

自体も知りませんでしたが、収穫から調理までを体験

したことで山菜料理のすばらしさに気づくことができ

たと思います。また、民宿は日本の伝統的な家屋で神

棚や障子、日本人形などがあり、私は今までこのよう

な家で生活したことがなかったのでこれもまた新鮮で

した。日本の伝統文化は古臭く渋いものだと思ってい

ましたが日本の自然と共生する文化はとても暖かく、

維持していくべきものだと思うようになることができ

71



第二部 授業記録 プログラム 8．戸沢村角川地域の新たな特産物開発プログラム （戸沢村） 

 

ました。2つ目は自分たちが作った山菜入りの山形伝

統料理であるおみ漬けのモニターを通して戸沢村の

方々と交流ができたことです。モニターでは戸沢村付

近の道の駅でテントを張り道の駅を訪れた人々におみ

やげなどを買った後、テントに寄ってもらい、試食し

ていただきアンケートを書いてもらうことをしました。

戸沢村の道の駅にはたくさんの人が来てくれて、予定

時間の４０分前に試食品がなくなってしまうほどでし

た。私は路上にブースを作って人を呼ぶようなことを

したことがなかったのでとても新鮮な体験をすること

ができました。モニターではいろいろな年齢層の人が

来てくれてとても楽しかったです。同じ料理を食べて

もらっていたのですが皆意見がばらばらで、料理の難

しさも感じました。３つ目は自然の良さを再確認する

ことができた事です。戸沢村は人の手がほとんどかか

っていない自然が本当にたくさん残っていて、もぐら

や蛇がいたり棚田が広がっていたりととても自然豊か

な場所です。今日はあちらこちらで土地開発が進み自

然と関わる機会がとても減っています。私は戸沢村の

自然の中に身を置き、自然の良さを実感したと同時に

日本の自然を守っていくべきだと思いました。 

 このフィールドラーニングでは本当に多くの事を学

ぶことができました。今回学んだ日本の伝統的な文化

や自然の美しさなどを忘れずに私のこれからの生活に

生かしていきたいです。 

 

 

工学部 Sさん 

私は戸沢村の「戸沢村角川地域の新たな特産物開発」

に参加しました。 

戸沢村はとても自然豊かで、日々の疲れを癒してく

れました。 

また、ワラビ採り体験、木工クラフト体験、蕎麦打

ち体験など様々な体験をすることができました。 

ワラビ採りは、黄色い花が咲き始めていたり、硬く

なってしまっていたらおいしくないから採ってはいけ

ないとのことでした。軟らかいものは本当に軟らかく、

ポキッとなって採ることができました。採られた後だ

ったり、もう採れないくらいまで成長してしまってい

るものが沢山あったので苦戦しました。結構敷地の奥

のほうまで歩いていると採れるワラビが沢山生えてい

たりして面白かったです。次の日にワラビを天ぷらに

して食べましたがとてもおいしかったです。 

木工クラフトはみんなでフクロウのパーツ作りを分

担して作りました。私はフクロウの羽の部分を作りま

した。ノコギリで木を切ってやすりを使って削るので

すが、のこぎりで切るのが思っていた以上に難しかっ

たです。そのパーツを自分たちで選び、一人一人個性

的なフクロウを作ることができました。 

蕎麦打ち体験では、まずボウルの中で粉に水を少し

ずつ足していってこねていきました。最初は小さい球

みたいなのが沢山できてきて、それが一つの丸になっ

ていきました。それをボウルから出してまず何回も手

を使って伸ばしていきました。それをさらにのし棒を

使って伸ばしていきました。最初はどうなるかと思っ

ていましたが、結構薄くて四角い生地が出来上がりま

した。それを三つ折りくらいにして切っていきました。

うちの班は三人で切ったんですが、三人とも毎回細く

なっていって上達していくのが面白かったです。 

民泊では二回とも家族の方たちが温かく受け入れて

くれました。ご飯は毎回山盛りで出してくれて、とて

もおいしかったです。民泊には子供が二人いて、沢山

散歩したり、遊んだりしてとても楽しかったです。ま

た、地域特産物も一緒になって考えてくれました。 

私の班は地域特産物でワラビキムチを作ってみまし

た。班員でまず平日集まって作ってみたりしました。

二回目のフィールドラーニングではワラビキムチを三

種類作ってみました。「民泊の方たちが作ってくれたキ

ムチ」と「市販のキムチの素」と「自分たちで材料を

集めて作ったキムチ」にワラビを入れて冷蔵庫に入れ

て冷やしました。次の日に道の駅で試食会をしたら、

「自分たちで材料を集めて作ったキムチ」が一番人気

で嬉しかったです。ごま油を入れたのが好評だったよ

うです。他の班員が作ったものも食べさせてもらいま

したがどれもおいしかったです。 

 戸沢村でこのようなまたとない体験をすることがで

きてとてもよかったです。 

 

工学部 Sさん 

私たちの班は合計２回のフィールドワークを通して

「そばぁと」というそば粉を使用したジェラートを考

案した。この商品を考案する手掛かりを得たのは、戸

沢村でのフットパス、山菜採り体験、民宿先での天ぷ

らづくり、夕飯での団欒、などほとんど戸沢村での貴

重な活動を通してからであった。 

 そばぁとには、そば粉を使ったジェラート、そば団
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子、ミズ葉の天ぷらが添えられている。まず１日目の

フットパスでそば粉を育てている畑やお蕎麦屋さんを

見て、戸沢村でではそばが有名なことを知り、山菜採

り体験ではわらびやうど、ミズなどの多くの山菜と天

ぷらや一本漬けなどの調理方法を学ぶことができた。

また、民宿先では夕飯の際、奥さんからかつてお蕎麦

屋さんを経営していた話を伺うことができた。そこで

目に留まったのがメニュー表にあった「そばがき」で

あった。見た目がジェラートに似ていることからグル

ープの皆で様々な想像を膨らませて「そばぁと」考案

に至った。 

 試作するにあたり、ただのそば粉だとそばの香りが

出ない、団子が硬すぎる、モニター調査終了まで溶け

ないように保存しなくてはならないなど、様々な問題

が生じた。解決に向けて取り組む、そんな時一番心に

染みたのは戸沢村の人の温かさであった。そばの実を

用意して一緒にすり鉢でひいていただいたり、ジェラ

ートを溶けないようにクーラーボックスや大量の保冷

剤を用意していただくなど、多くの方々のおかげで「そ

ばぁと」を実現できたと考えている。 

 モニター調査では様々な年齢層の方に来ていただき、

沢山のアドバイスやコメントを得ることができた。自

分たちでも感じていた通り「団子が硬かった」という

コメントが多かったが、それ以上に「美味しかった」

という意見が多く非常に達成感を得ることができた。

自分たちでゼロから考えた戸沢村の特産品が形になっ

て、人が口にしてくれる。こんなに沢山学ぶことがで

きて、多くの人に出会えて、何より楽しいフィールド

ワークは他にないと考える。 

 このプログラムは特産品を開発することだけがゴー

ルではない。戸沢村という地域に触れ、どうすればも

っと戸沢村を盛り上げられるか、少しでも力になるこ

とが私たちの最終目標である。民宿先の奥さんから、

今農業の後継者が不足しているという実態を伺った。

また最近は台湾などの海外からの観光客数も増えてい

ると伺い、農業の後継者として外国人も視野に入れて

みるのはどうであろうかと考えた。そのためには多く

の人に戸沢村の魅力を伝えなくてはならない。私たち

１４人が今回考案した特産品が少しでも戸沢村の力に

なれることを願っている。 

 

工学部 Sさん 

フットパスや民宿のお母さんのお話から印象的だっ

たのは、戸沢にはしっかりとした里山・里山文化があ

ること、しかしながら人手不足からその管理が行き届

いていないこと。野生動物が山を下り、農作物に被害

を及ぼしているようで、クマ用の罠や畑の周りを取り

囲む電気鉄線も実際に見せてもらった。さらには他の

農家民宿では実際にサルの群れが降りてきて、警戒用

の空砲を発する音を聞いたそうである。県資料を参照

したところ、里山は人里と野生動物の住む奥山の緩衝

材の役割を果たしており、里山の荒廃がこうした被害

の一因となるという。里山の管理不足は一般に森林の

経済的価値の低減による管理者不足に起因する。戸沢

村の場合、村全体で人口、特に若い人口が少なく、森

林の価値云々以前に人手不足が主な原因だと考えられ

る。しかし、4日間の食事でいただいたたくさんのお

いしい山菜や、木工クラフトの材料となった木々の枝

葉、シロツメクサなどの美しい花々、見るものを圧倒

する平根のコナラ、私たちが目にしただけでも、活用

すべき資源・訪れたくなる魅力が戸沢の山にはたくさ

んあった。これを適切に活用することで里山に人の手

が入るようになり、少しでも上記の課題解決に寄与で

きるのではないかと感じた。また、こうした資源を活

用した特産品で戸沢に訪れたり、戸沢で暮らしたりす

るひとを増やせるのであれば人手不足も解決して一石

二鳥である。 

今回はそんな山の資源を活用し、ひとを呼ぶ手立て

の一つとして蕨や蕎麦を使った特産品の開発を試みた。

しかし、中間報告での調査結果やモニター調査でいた

だいた意見からパッケージの重要性を感じたことから、

中身の材料としてはだけでなく、パッケージにも山の

資源を活用できるのではないだろうかと考えている。

具体的には、多く群生しているシロツメクサのドライ

フラワーや間伐材を利用したウッドタグなどを考えて

いる。コストとの兼ね合い等検討すべき課題は依然山

積しているが、人も含め戸沢の魅力をいろいろな角度

から活用できればと思う。 

 

農学部 Uさん 

私は班唯一の山形県出身だったが戸沢村には行った

ことがなく、どのようなところなのかということもわ

からなかった。私たちは 1回目の 1日目戸沢村でフッ

トパスを行った。フットパスというのは山の中を歩く

ものかと思っていたが、山沿いの舗装された自動車道

を歩くものだった。つのかわの里事務局長の安食さん

を先頭に約 10km歩いた。自分たちが今どこを歩いてい

るのかわからなかったが、説明を受けながら様々な景

色を見ることができた。美しい棚田と大きなコナラの

木が特に印象に残っている。フットパスの途中寺台わ

らび農園でわらび採り体験をした。山形県では山菜が

有名ということは知っていた。山形のニュースでわら

びの農園として紹介されていたのを見たが戸沢村にあ

るということは知らなかった。短い時間だったが、山

菜採りの大変さを学ぶことができた。炎天下の中 10km

歩きとても疲れたが、先頭の安食さんは最後までペー

スが落ちなかった。これが戸沢村の人々の強さなのか

と感じた。フットパスを通して戸沢村でしか味わうこ
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とができないことを体験できたと思う。1日目を終え、

民宿ほたるさんに到着した。そこで、今回の課題であ

る戸沢村の新特産物について意見をいただいた。民宿

の方が「戸沢村のわらびは他のわらびとは全然違う」

とおっしゃっており、わらびを生かした特産物を開発

できないかと思った。また、角川地域でしか栽培され

てない角川かぶというものがおいしいという話を伺っ

た。韓国ともつながりがあるということで、私たちの

班ではわらびキムチとかぶキムチを新特産物として提

案することにした。角川かぶは今の時期は栽培してい

ないということで、今回のモニターではわらびキムチ

を提供することにした。2回目のフィールドラーニン

グまでに班で集まり、わらびキムチの試作を行った。

試作と同時にわらびキムチの魅力が伝わるように班で

ポスターを製作した。迎えた 2回目の 2日目道の駅と

ざわ高麗館でモニターを行った。予想していたよりも

多くの人が訪れてくれ、とても嬉しくなった。戸沢村

議会議員の安食さんが来てくださり、美味しいという

声をいただいた。最後に安食さんが「ぜひ、若い人た

ちで戸沢村をバズらせてください」とおっしゃった。

今の時代は SNSで拡散され、口コミが広がり多くの人

に知れ渡る。私が戸沢村に行ったことがなかったのも、

戸沢村の魅力がわからず行きたいという気持ちになら

なかったからだと思う。新特産物がバズってもらうこ

とが多くの方に訪れてもらえるきっかけになると思う。

今回はかぶキムチを作ることができなかったので、か

ぶの季節になったら作ってみたい。4つの班の新特産

物のモニターは大成功だったと思う。全班の新特産物

は戸沢村であるからこその魅力が詰まったものだった。

戸沢村であるからこそということが一番重要だと思っ

た。 

 今回は戸沢村の新特産物開発という目的で計４日間

戸沢村に行ったが、それ以外のことも多く学べた。た

またま同じ授業を取った人と出会い協力し、新特産物

を開発したことは最高の時間だった。人と協力して課

題を解決していくことはこの授業でしかできないこと

だと思う。戸沢村と共に作り上げた特産物を商品化し

てほしいと思う。 

 

農学部 Kさん 

今回の戸沢村でのフィールドラーニングは私にとっ

て、とても有意義で終日下も載せあったと確信してい

ます。そう考える要因としてまずは、農学部として農

村部の方々が感じている問題について生の声を聴くこ

とができたことだと思います。授業で聞いたことがあ

った「過疎化」や「後継者不足」のお話も実際に民泊

先の奥さんから聞くことができました。さらに田植え

に関するお話には、近年の気温上昇によって例年より

もプランターづくりで苦戦されたというお話など、授

業では規模の大きい問題について聞くことが多いが、

このような実際に農作業をしている方々が感じる苦労

についても知れたことは「農村部の活性化」について

興味がある私にとっては、貴重な体験ができたととて

もうれしく思いました。ここで知れたことをさらに自

らで探求していき、今後の活動に生かしていきたいで

す。 

また、今回のプログラムでは、戸沢村の食材を使い

特産物を 0から考え、実際に提供するということを経

験しました。実際にお客さんに食べてもらうことまで

は、なかなかできる経験ではないと思うので、とても

いい経験をさせていただきました。協力していただい

た民泊先の奥さんをはじめ、関係者の皆さんに感謝し

てもしきれません。戸沢村を山歩きすることから始ま

り、わらび取り体験、そば打ち体験、それに加えて、

地域の方々とのお話を通して、戸沢村の魅力をたくさ

ん知ることができました。戸沢村に来る前は正直「田

舎で何もないイメージ」を持ってしまっていました。

しかし、戸沢村を代表する食材の数々に加え、戸沢村

には四季折々の景色を楽しむことができる「舟下り」

や、冬には「雪回路」など若い人や海外の方なども楽

しめるような観光スポットやイベントも多いことも知

れました。このように農村部には、その他の地域に知

られていないだけで、多くの魅力と可能性にあふれて

いることを知り、考えを改める機会もいただけました。

私自身戸沢村の方々の温かさと、魅力から「また来た

い」と何度も活動中も思いました。このような「また

来たい」と思わせる力のある戸沢村での学習を通して、

他の同じような問題を抱える地域についても関心を持

つきっかけになった点も、この活動のおかげだと思っ

ています。 

これらの戸沢村のフィールドラーニングで学んだこ

とを活かし、今後の学習に生かしていきたいです。 
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農学部 Uさん 

自分が住んでいる地域を大切に思う気持ちが行動を

起こすために１番大切な要素なのだと体験できる活動

でした。普段食べない食材を使った食事をすることが

でき、私自身の食を豊かにする活動でした。消滅可能

性自治体であり若年女性人口の減少率が県内で一番高

い戸沢村ですが、山菜が美味しく市内よりも過ごしや

すい気候で観光もできるため、また行きたいと感じま

した。 

私個人として高齢化が進み人手不足となった農業は

どうしたらいいのかという課題を持っています。戸沢

村の現在の農業は、フットパスからは棚田が多く耕作

されていない田んぼも少なくないと感じました。また、

戸沢村ではリンドウの畑や減反政策のために田んぼだ

ったところでソバを栽培していることがわかりました。

民宿のお母さんからは自分の田んぼを 60代ぐらいの

若い農家さんに頼み小作農を行っているとわかりまし

た。小作農になる理由として高齢化以外には機械が使

いこなせないというのがあるそうです。戸沢村の稲作

は苗を育てる育苗を行う人も少なくないそうです。 

フィールドラーニングに行く前の私は、人手不足解

消には外部からボランティアや農業インターンシップ

を活用し人を呼び、農作業をする合間に現地で作業し

たくなる魅力を感じてもらうことが大切だと考えてい

ました。戸沢村で４日間活動を行ってみて、ここでし

か学べない農業があると感じました。戸沢村でも機械

化された農業を行っているのですが、棚田が多いため

綺麗な四角形でない田んぼも多く操縦が難しくなりま

す。そのため、機械の操作技術を向上させることがで

きます。また、稲作では育苗を専門業者に頼ることが

多い中、戸沢村では育苗を経験することができます。

さらに、共同作業が定期的に行われているので言葉で

の説明だと理解しにくい仲間の大切さを実感できる場

所があります。これらのことから、戸沢村での農業の

人手不足解消のためには体験型ツアーを提案できると

思います。ほかの地域では外国人やさまざまな年代の

人などボランティアの人達もさまざまです。ですが、

戸沢村が受け入れているボランティアは日本人のため

幅が狭まってしまいます。そこで外国人を受け入れよ

うと考えたのですが、言語や文化の違いをどうするか

という課題があります。もし、ツアーでボランティア

を募った場合は戸沢村の人々と村外の人々との橋渡し

の役割の人を配置できるため外部の人々の受け入れハ

ードルが低くなります。 

今回のプログラムを行う中で戸沢村の人々はとても

親しみやすく、協力的で村民にも魅力がある村でした。

農業を新しく始めたいが土地を持っていないという人

にとっては良い環境の揃っている村で魅力があると言

えるでしょう。 
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2024 チャレンジプロジェクト活動報告 

 

学士課程基盤教育院 阿部宇洋 

 

2024 年度の「フィールドラーニング―共生の

森もがみ」の講義が終了し、講義期間中に山形大

学で募集された『山形大学学生チャレンジプロジ

ェクト』に、学生有志が集まって活動することに

なりました。ここではその活動に関して記録とし

て記述しておこうと思います。 

今年度は 2つのグループが応募を表明し、舟形

町と戸沢村の学生が、講義中に行った提案や活動

の延長として地域活動を行いたいと申し出まし

た。彼らは自ら企画書と予算書を作成し、私の立

場としては、以前と同様に講義後に地域連携を望

む学生を支援しました。学生の活動であるため、

活動そのものには直接手や口を出さず、アドバイ

スする方針でサポートを行いました。 

 

舟形まんぷくプロジェクト（以下、舟プロ） 

企画・準備 

舟形町のプロジェクトについて報告します。舟

形町では例年、講義で地域における農業のあり方

を実際の農業体験を通して学んでいます。特に、

野菜の定植活動、その後の収穫、そして収穫から

得られる価格について、様々な考え方や考察を巡

らせ、活動報告会での発表に臨んでいます。今年

度の学生は特に「舟形町の野菜」というブラン

ド、ブランディングに関心を持ったようでした。 

今回の舟プロに関して特筆すべきは、舟形町の

フィールドラーニングに参加した学生のほとんど

が、何らかの形で舟プロに継続して参加すること

になった点です。中心となったのは理学部女子と

農学部女子 1年生、そして講義に学生サポーター

として参加した理学部男子 2年生の計 3名でし

た。彼らは何度も私の研究室を訪れては、自分た

ちの企画や予算について詰めていきました。その

中で話題になったのが、以前大学内で舟形町と連

携して実施した学生活動「舟形マルシェ

（2018）」や「舟形フェア（2021）」でした。 

「舟形マルシェ（2018）」は山形大学小白川キ

ャンパスの大学祭「八峰祭」での舟形野菜の販

売、「舟形フェア（2021）」は厚生会館食堂の協力

を得て、舟形野菜を使用したかき揚げ丼（大中小

サイズ）の販売でした。この前例を踏まえて協議

した結果、実現可能な活動として「舟形フェア

（2021）」に倣い、厚生会館食堂（学食）での舟

形野菜を使った食材の提供やメニュー提案を行う

ことになりました。 

舟形町を受講した学生は以前から、前期の講義

を終えてからも継続的に関わることが多く、実際

に農業を通して様々な学びを得ているようでし

た。教員の活動としては、少し突き放したような

形ではありますが、学生の自主性や計画性をサポ

ートし、活動報告を逐一受ける形で彼らを見守る

ことに徹しました。学生が地域や社会と関わる

時、教員の立場は非常に不安定になります。しか

し、教員が活動そのものに介在しないことによっ

て、学生たちは自分自身が地域とどう関わるの

か、悩み苦しむことになります。それでも、フィ

ールドラーニングからの継続性をもって地域と関

係を持つことによって、地域ごと、人ごとの関わ

りの作法を学ぶことができます。 

 

コミュニケーションと関係性 

現在は LINE や Instagram といった SNS を中心

とした安易なコミュニケーションが取れる状況に

あるものの、学生同士や学生と社会がつながる上

で、地域の大人とどう関わればいいのか苦慮し、

悩むこともあります。 

形式的ではありますが、礼儀作法、例えばメー

ルの文面の送り方や、何を聞いて何を教えてもら

うかを相談するといった人間関係の構築が、こう

したプログラムでは非常に重要です。同時に、関

係性が近すぎるとプロジェクト自体が責任の所在

が曖昧になり、なあなあになってしまうことも考

えられます。そのため、適切な関係性をしっかり

と保ちつつ、学生たちは一つのプロジェクトを遂

行しなければなりません。 

舟形町の場合は、「舟形マルシェ」や「舟形フ
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ェア」などの前例があるため、舟形町の人々も学

生の動きや考えていること、イメージしているこ

とを理解しやすい環境にありました。そのため、

学生の「何かやりたい」という提案も快く受け入

れてくれています。 

 

予算と運営の課題 

舟形プロジェクトはこのようにスタートしまし

たが、大学の仕組みとして、このチャレンジプロ

ジェクトはいわゆる公募制になっています。その

ため、実際に提出した予算から減額されて採択さ

れたり、落選したりすることもあり得ます。学生

たちは、採択されなかった場合にどうするかとい

うことも考えなければなりません。今回も応募総

数が多かったため、結果として減額されて採択さ

れました。減額されると、本来の予算でプロジェ

クトを組んでいた状況で、どこを削るかという問

題になり、削る前提で予算を作らざるを得なくな

ることが定着してしまいます。そうなると、プロ

ジェクトそのものの質が悪くなるのは目に見えて

います。 

しかし、彼らは予算を減額補助されたにもかか

わらず、減額すべき費用を学生が負担することで

解消を図りました。学生自身、舟プロにかける思

いは非常に強かった印象を受けました。この舟プ

ロは 9月からスタートし、数回の農作業ボランテ

ィアを経て、彼らが農業に携わった野菜を厚生会

館食堂で何らかのメニューにしてもらうという流

れでした。 

 

プロジェクトの実施と成果 

舟プロでは、まず 9月、10 月、11 月と農作業

ボランティアを実施しました。その際は地域の方

に大変お世話になったようでした。そして、その

ボランティアで得た知見などを活用し、厚生会館

食堂で提案するメニューを考案しました。彼らが

提案したメニューは、かなり舟形町から提供され

る野菜に依存するもので、何の野菜を提供しても

らえるかが大きな問題でした。 

舟形町から提供される野菜が確定し、その野菜

を使って何ができるか、何が作れるかを学生たち

が考えた結果、「かき揚げ丼」、「あんかけ丼」、そ

して「あんかけ焼きそば」といった野菜中心のメ

ニューになりました。そして、このメニューを厚

生会館食堂に提案し、提供するメニューを決定し

ました。 

 

舟形町の野菜を使って何ができるかを考え、メ

ニューが出そろいました。これが果たして美味し

いのか、提供できるものなのかも課題でした。そ

のため彼らは 1月に試食会を開催しました。残念

ながら講義と重なる学生が多かったため、学生は

1人のみの参加となり、教員が介在してしまう状

況になりました。教員はサポートするという立場

ではありますが、ここは学生たちに責任を持って

活動してほしかったと思う唯一のところになりま

した。 

試食会には多くの方々に集まっていただきまし

た。山形大学学長、担当教員、もがみ担当事務、

基盤担当事務、チャレンジプロジェクト担当事

務、そして舟形町教育委員会の方々に参加してい

ただくことになりました。広く意見をもらった結

果、舟形野菜を使用したメニューは非常に美味し

く、好評を得て販売にこぎつけることができまし

た。 

また、ここで彼らがなぜ舟形野菜を学生に提供

しようとしていたのかという目的が明らかになり

ます。彼らは、舟形町の野菜があまり認知されて

いない、もしくは舟形町そのものが学生に対して

認知されていないのではないかという仮説を立

て、認知度を高めるために舟形野菜を提供すると

いう流れになっていたのでした。その前提を受け

て、試食会参加者からは、舟形町をアピールする

チラシの作成の提案を受け、舟プロのメニュー販

売時に注文者に手渡しすることとなりました。 

 

アンケートによる分析の試み 

実際に舟形野菜を使った定食を出すにあたっ

て、成果報告をどのように実施するかも議題にあ

がりました。その結果、アンケートでまとめるこ
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とになりました。ただし、提供できる定食の絶対

数は、舟形野菜の提供量に比例するため、ある程

度の数しか用意できない限定食メニューでした。

そうした中で、どうやって分析するかが課題にな

りました。 

 

販売とその結果 

試食会を経て、実際に販売されたのは 1月 20

日～22 日の 3日間でした。これも大学の仕組み

の難しいところで、冬休みに入ってしまうと学生

がいなくなるため、12月後半は学食での提供が

あまりできません。仮に提供したとしても、食べ

る人が非常に偏ってしまいます。彼らの目的とす

る舟形野菜を広く知ってもらいたいという目標と

反するため、その後 1月中旬は大学共通テストが

実施される関係で、大学内が慌ただしく、実施が

難しい。そのため、試験期間中の 1月末の開催に

落ち着きました。ただし、1月末も試験期間であ

ることから、学食利用は試験がある学生に限られ

てしまいます。それでも冬休みよりは利用する人

がいるのではないかということで、大学で勉強し

ている学生を対象とする流れになりました。 

そうした中で、非常に嬉しかったのが、4年前

に舟形フェアをやった理学部男子学生が真っ先に

集まってきてくれたことです。彼は「舟形フェア

（2021）」を非常に頑張っていた一人なのです

が、その学生が「まさかもう一度、舟形フェアの

メニューが食べられるとは思わなかった」と述

べ、一番に学食に並んで食べ、三日間それを続け

てくれました。一番のファンになってくれている

ような状況でした。 

舟形野菜のメニューは前回もそうでしたが、あ

っという間に完売してしまいます。そして舟プロ

のメニューが提供された日には、舟プロのメニュ

ーだけが売れてしまう事態となりました。他の定

食があまり売れなくなるほどで、今年は舟プロの

メニューを一時販売停止として、他の通常定食の

販売を優先させるなど、厚生会館食堂の運営に工

夫がありました。それくらい舟プロのメニューは

人気があり、大学生には需要があるものでした。

こうした需要を得て、舟プロのメニューは完売。

以下の実績をあげました。 

1 日目（中華丼）は 1時間で完売。販売数は 49

食。 

2 日目（かき揚げ丼）は 50 分で完売。販売数は

48 食。 

3 日目（あんかけ焼きそば）は 35分で完売。販

売数は 30食。 

急遽、足りなくなった分を他の地域の食材で補

うといった、食材の産地が変わってしまうような

売れすぎによるトラブルも出ました。（食材が変

更になった部分に関しては、成果やアンケートか

ら除外しています。）この様子を見ても、学内で

は関心度が高いプロジェクトだったことがわかり

ます。 

しかしながら、アンケートはあまり振るいませ

んでした。合計で 127 の販売数でしたが、アンケ

ートの回収は 57 件（うち有効回答は 54件）で

42.5％でした。回収を想定していた人数よりも減

ってしまったのです。舟プロメンバーは「舟形町

が知られていない、舟形野菜の認知度が低い」と

いう前提で動いていたものの、アンケートを取っ

てみると、実は舟形町は想定以上に山形大学生に

は知られていました。（複数回答可：行ったこと

がある／19、知っている／23、聞いたことがある

／4、知らない／12、その他／2）これは驚くべき

点でした。そのため、今回のプロジェクトは、仮

定の設定が甘かった点はあったものの、より舟形

町を知ってもらうきっかけとなりました。 

 

戸沢村「そばぁと」プロジェクト（以下「そばぁ

と」） 

企画・準備 

次に戸沢村の「そばぁと」プロジェクトに移り

ます。これはフィールドラーニングのプログラム

で、戸沢村角川地区の特産品を使って加工品を作

ろうというのが主な目的でした。民宿ごとに分か

れて様々な企画を出し、その中で出てきたのが、

特産のそばとジェラートを合わせた「そばぁと」

という提案でした。実際にそばジェラートは販売
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もされており一般的ですが、それを戸沢村で実現

し販売したいというのが、彼女たちのチャレンジ

でした。 

このプロジェクトに参加した学生は、戸沢村の

プログラムを履修した学生のうち、農学部女子、

工学部女子、医学部女子の 3名でした。このプロ

ジェクトも基本は、教員の立場としては学生の活

動を、逐次報告を受けアドバイスをするという形

で実施しました。彼女たちがまず取り組んだの

は、ジェラートをどう作るかという点でした。  

それに関して、「山形大学工学部の城戸淳二教

授が立ち上げた株式会社 VEGEA（ベジア）という

会社があり、ベジアが作っているジェラートは道

の駅米沢で人気がある。まずはそこに相談してみ

てはどうか」という話をしました。すると彼女た

ちはすぐに企業へアポイントを取り、話を聞き、

どれくらいで作れるかを相談したようでした。結

果として、ジェラートの見積もりができ、それを

予算に組み込みチャレンジプロジェクトに応募す

ることになりました。彼女たちのプロジェクトも

減額のうえ助成されることになりました。 

助成後早速活動を開始した彼女たちでしたが、

大きな落とし穴がありました。それは、ジェラー

トを作ることだけを想定していたため、「成分調

査」が抜け落ちてしまい、これが後に大きな出

費、赤字につながっていくことになります。 

彼女たちは実際に米沢のベジアの会社、そして

戸沢村に行って材料となる製品を仕入れ、実物を

見たり、実物を使ったりすることに注力しまし

た。この点では、彼女たちの行動力は非常に優れ

ていると言わざるを得ません。 

舟プロは何かあったら必ず報告をするという、

こまめな報告をするタイプでした。一方で戸沢村

のプロジェクトの場合は、セクションごと、つま

り大きな段落があったとすれば、1段落ごとに報

告するといった事後報告型でした。そのため、今

どうなっているのかという問い合わせをしなけれ

ばなかなか自発的に報告してくれないという特徴

がありました。ただし、知らせがないのは良い知

らせということもあるので、特に報告の義務も設

けていませんでした。その点では、どちらのプロ

ジェクトも自分たちのプロジェクトに合わせた報

告相談があったと考えています。 

さて、その「そばぁと」の彼女たちですが、思

わぬ出費が成分分析のお金でした。ジェラートを

作るにあたって、販売するにあたっては、様々な

企画や法的な問題をクリアしていかなければなり

ません。私自身はそれも含んで見積もりだと思っ

ていたのが、成分調査は外部委託になるため別で

あったことが判明しました。そのため、少し余計

にかかることになり、予算の組み直しが必要にな

りました。本来想定していたジェラートの作成量

をぐっと減らし、そこに当てるしかなくなりまし

た。こうした失敗もありました。 

 

そばぁとの完成と評価 

彼女たちが作ったのは「そばぁと」というジェ

ラートです。さて、読者の皆さんは辛いジェラー

トを食べたことがあるでしょうか？ 

とても辛いジェラートです。もちろん辛いジェ

ラートそのものは売っていますが、彼女たちも外

部から私から評価を得るまでは美味しいと思って

いたようです。これは味覚の違い、そして世代の

違いかもしれませんが、驚きを隠せませんでし

た。 

私が「そばぁと」を実食した感想は「とても面

白い」でした。 

これはすごく不思議な味で、食べた瞬間は蕎麦の

芳醇な香りと食感、ゆずの香りがするジェラート

を食べている感覚になります。まず、甘い蕎麦ジ

ェラート、そしてゆずが香ってくる。数秒遅れて

唐辛子の辛さが直接伝わってきます。この甘みと

辛みが共に訪れるのですが、最終的には辛さが残

り、後味も辛い、辛いもの好きにはたまらないジ

ェラートになっていました。「先生、めっちゃ美

味しくないですか？（美味しいですよねの同意表

現）」と無邪気にコメントを求められたものの、

商品として売れるのかどうか頭をよぎりました。 

彼女たちの報告は、セクション毎の報告であっ

たため、製品化まえに教員への相談はありません
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でした。出来上がってからの試食だったので、私

が口を挟むこともできなかったのです。それが製

品化されていたわけです。 

 

ただ、このジェラートは私としては大成功だと

思いました。というのも、ジェラートそのもので

食べると非常に辛くて子どもや辛味が苦手な人は

食べられない。そして後を引く辛さになっていま

す。そのため、辛いものが苦手な人だと失敗した

なと思ってしまうようなものです。一方で、この

ジェラートを調味料として使う可能性もあると感

じたのです。ガレットに乗せて食べたり、ちょっ

とした料理の付け合わせにクリーム的に使った

り、溶かした状態でソースとして使う（冷たいソ

ース）。野菜とも相性が良いのではないかと思う

ような可能性のあるジェラートとして成立したと

感じました。彼女たちは特産物を、ジェラートと

して食べれるようにすることが目的でしたが、一

般的には失敗ともとられるような結果から、転用

を含めた面白い発想、面白い商品が出来上がる可

能性があることを、今回は身をもって体験させて

もらいました。 

 

「そばぁと」運営と学び 

山形大学の 1年生は全体的に講義数が多く、特

に工学部や医学部、農学部は 2年次への進学の際

に全てキャンパス移動が伴います。そのため、し

っかりと勉強して各キャンパスに移れる単位を取

得しなければなりません。そうした条件がある中

で、3人が揃ってプロジェクトに取り組むのはな

かなか時間が取れなかったようでした。分担しな

がら行ったため、進行が少しずつ遅れて、販売そ

のものが 4月に伸びてしまいました。この点で言

うと、1年生がこうしたプロジェクト活動をする

ことに関しては、学問との両立はすごく苦労や負

担になっているということが分かりました。た

だ、負担になっているものの、その達成感は非常

にあったようで、「やらなきゃよかった」という

声は聞いていません。「やってよかった。すごい

良い経験でした」という声が中心でした。 

このジェラートは限定的に数量生産したもので

す。その予算は若干の減額と、見積もりになかっ

た「成分調査」の上乗せ、原価などの他、様々な

調整費や作成費を上乗せしていった結果、原価と

して 1個 1,000 円を超えるジェラートになってし

まいました。回収をするにも、1,000 円のジェラ

ートは大学では売れません。大学生の販路は、基

本的に生協などの、大学に身近な小売店の協力を

いただかなければなりません。しかし、大学生に

「売れる」アイスの販売価格は 100 円～200 円あ

たりであり、300 円になると、有名アイスメーカ

ーの高級アイスを買うことが出来てしまうという

こともあり、原価 1,000 円超えではあるものの、

250 円での販売となりました。 

つまり大赤字を出してしまったわけです。これ

も数量が増え、需要があればある程度回収できた

ものだとは思いますが、実際には数量限定生産で

あることが理由で赤字になっています。チャレン

ジプロジェクトの助成でなんとか精算はできたも

のの、生産から販売にかけての取り組みは課題が

多い結果になりました。しかし、販売が始まって

すぐに工学部分の「そばぁと」が完売するなど売

れ行きは好調で間違いなく需要があることは分か

りました。 

 

全体を通しての成果 

舟形町と戸沢村、両方のプロジェクトを遂行し

てきましたが、私がアドバイスとして介在する一

つの条件として、学生主体型授業「合同成果発表

コンテスト」という、山形大学が主催する全国の

大学生が主体的な授業や学修の結果を発表する場

への参加を条件としていました。これは山形大学

で開催され、1年生から 4年生までの様々な大学

の学生が参加します。1班 10分間発表してもら

い、その発表をもとに各大学がどのように講義を

しているのか、学生がどう活動しているのかを発

表スキルをみて参加教員と学生が審査するコンテ

ストです。 

このもがみの 2プロジェクトは「フィールドラ

ーニング－共生の森もがみ」の講義の延長戦とし
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てエントリーし、1位は逃したものの、2位と 3

位を取ることができました。 

さて、ここは若干の私の反省ですが、このコン

テストには教員の票と学生の票があります。実は

参加教員の票よりも、学生の票が多くなってい

て、学生にどう響くか、学生が面白いと思える発

表だったかという判断になりやすかったのです。

その点を失念していました。 

もがみの発表は奇をてらわず、質実剛健な内容

で、どちらかというと学術発表に近い形で指導し

ました。結果、教員票の獲得は断トツでした。一

方で学生の票は、内容もさることながら、発表そ

のものをユーモアや伏線を張り、その伏線回収に

よって学生の関心を集めた札幌大学に集中するこ

とになりました。また、本来もがみ 1チームとし

て票を集中できたはずが、2チームを別チームと

してエントリーさせた結果、ここで票を分けてし

まったという私の采配ミスもありました。しか

し、もがみの 2チームには本当に良い発表をして

いただきました。 

その後、懇親会では、札幌大学の学生から「1

年生でこんなことができるのか」「ギャルでもや

ってることがエグい（発表学生は私の感覚ではギ

ャルではないのですが、当該学生はギャルという

表現でした。また、ここでのエグいは、すごい活

動をしているという意味でした。）」「ちょっと俺

たちも頑張らなくちゃいけない」といった感想

と、他大学の学生のやる気や地域活動へのモチベ

ーションにつながっていることを交流の中で知る

ことができました。 

今年度はこのように地域、大学、教員個人、事

務員、様々な方々が携わってプロジェクトが始ま

りましたが、どちらも成果品があり、彼らの学び

にもつながり、非常に良いプロジェクトになった

のではないかと考えています。 

一方で、様々な地域の方々や大学事務の方々

に、ありとあらゆるご迷惑をおかけしたのではな

いかとも懸念しています。見方や立場が違えば、

失敗の線引きや迷惑の線引きも変わるものです。

大学生が考える迷惑と、教員が考える迷惑、地域

が考える迷惑は三者三様であり、この微妙なズレ

が互いにストレスを生む原因にもなります。この

ような経験を踏まえ、今後は対話を重ねながら、

地域と大学が共に課題を認識し、連携を深めてい

くことが重要だと感じています。 
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「『我が国の「知の総和」向上の未来像～高等教育

システムの再構築～（答申）』を踏まえてこれから

の地域連携型教育を考える」 

 

学士課程基盤教育院 橋爪孝夫 

 

 2025（令和 7）年 2月 21日付にて中央教育審議

会より「我が国の「知の総和」向上の未来像～高等

教育システムの再構築～（答申）」が出された。報

道の中では「大学統廃合答申」という呼称も使わ

れているように、少子化の時代を受けてこれまで

の答申では見られなかったような、高等教育機関

の縮小・撤退にまで踏み込んで言及しているとこ

ろが特徴となっている。 

 そのような答申を、今後の大学と地域が連携し

た教育プログラムについて縮小・撤退とは別の方

向性、展望については何が示されているかを読み

解いてみたい。 

 

１．持続性への強い危機感と原理原則 

 この答申の「はじめに」の部分では「高等教育の

規模が縮小するということは、特に地方において

は、質の高い高等教育へのアクセスが確保されな

い事態も想定される。これらへの対応は待ったな

しとも言うべき状況にある。」として強い危機意識

が呈されている。憲法第 3 条に謳われる教育の機

会均等という原則に鑑みて、日本の一部地域（地

方）において大学教育等が提供されなくなるよう

な事態を想定しており、これまでの答申に比べて

も踏み込んだ表現となっている。また「（２）目指

すべき未来像」においても「全体としての持続的

な成長や、地方がそれぞれの特性に応じて発展し

ていくことが重要である。」という記述が見られ、

地方だから大学教育が提供されないことは仕方が

ない、というような教育の機会均等原則を諦める

方向の記載は全く見られない。中教審が大学と地

域教育の関係について原理原則を確認しているこ

とは重要と考えられる。 

 

２．教育目的・人材育成像 

 では、限られたリソースの中で、例えば教育目

的を今までよりも限られたものとすることで、教

育内容・プログラムなどについてコストダウンを

図るような動きはあるのだろうか。「（３）育成す

る人材像」を見てみると、骨子は以下のようにな

っている。「AI に代替されるのではなく、AI をは

じめとしたデジタル等の最先端の技術も使いこな

し、持続可能な社会の担い手や創り手として真に

人が果たすべきことを果たせる力といえる。これ

は、 「主体性」、「リーダーシップ」、「創造力」、「課

題設定・解決能力」、「論理的思考力」、「表現力」、

「集中力 ・粘り強さ」、「コミュニケーション能力」

等の資質・能力と言い換えることもでき、一人一

人がそれぞれの個性に応じて身に付け、伸ばすこ

とで、その能力を発揮していくことが期待される。

また、これらの基盤として、社会の発展に貢献す

る志や、人間力も求められる。（中略）このような

資質・能力を一人一人が身に付けながら、社会・生

活基盤を支える人材、地域の成長・発展をけん引

する人材、世界最先端の分野やグローバルな競争

環境で活躍する人材などの厚みのある多様な人材

を育成していくことが求められる。」これまでの答

申に見られたような人材育成の目標諸要素はカバ

ーしつつ、更に AI時代の教育内容をもカバーする

ことに言及されており、目指すべきところはむし

ろ高くなったと認められる。 

 

３．実現への具体的施策 

 地方の高等教育を取り巻く状況が厳しくなる中

で、更に高い目標を掲げるとなると実現性はどう

なのだろうか。具体的な方途は考えられているの

か。答申では「（４）高等教育が目指す姿」の中で

「少子化が進行する中で、地域における教育機会

の確保や高等教育機関間の連携等を通じた高等教

育の機能強化が最も重要となる。特に、地方の高

等教育機関が担う多面的な役割を考慮し、地域と

の連携を強化することが求められている。」と述べ、

これらの実現のため「高等教育の機能強化」。更に

具体的には「多面的な役割を」担う「地方の高等教

育機関」において「地域との連携を強化する」こと
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が求められている、としている。 

 金銭・人材が限られている中で機能強化をどう

進めるのか、無理難題にも思えるが、 

答申としては今まで以上に高い役割を遂行するこ

とを求める前提で、「（６）重視すべき観点」中では

以下のような記述をしている。「高等教育機関が地

方創生を推進していくためには、地域の発展に向

けて、地方公共団体、産業界、金融機関等、地域の

様々なステークホルダーと一体となって取組を進

めていくとともに国がそれを支援することが必要

不可欠である。」まずここで「国の支援」について

「必要不可欠である」と明言し、次に「地域のステ

ークホルダーも、域内を中心とした高等教育機関

と一体となって地方創生の取組を進めることは重

要である。そのためには、地域の人材育成や課題

解決の在り方を議論することが第一歩となる。そ

の際、地域の高等教育機関のみならず、地方公共

団体、産業界、金融機関等、様々なステークホルダ

ーが関与し、協働することが重要である。特に、地

域の将来像について議論をする際には、地方公共

団体の役割は欠くことができない。現に、地方公

共団体では、高等教育に関する行政は国の役割で

ある中で、多くの都道府県において高等教育機関

との連携業務を行っている部署が設置されている

が、今後、地域の将来像について議論をする際に

は、高等教育機関との連携について地方公共団体

が更に役割を果たすことが期待される。」として、

名指しで地方公共団体に対して「役割を果た」す

ことを示唆している。 

これらは、財政の裏付けを持たせるような実現

性の高い文言とは言い難いが、中教審答申として

或る方向性を示したと評価は出来るだろう。 

おわりに 

 中教審は諮問を受けて答申を出し、これを具体

的な施策に落とし込むのはこれからの行政の仕事

ではあるが、その方向性としては「地方において

持続可能な地域連携型教育プログラムはこれから

も重要性が高い」「質を落とさず、どころか今まで

よりも質の高いプログラムを実施することで、持

続可能とするだけのコストをかける価値を創出す

るべき」という二つが挙げられていると読み取れ

る。 

 或いは答申のハイライト、以下のような記述を

取り上げてみる。「人材が地域に定着するためには、

地域に対する当事者意識を醸成する機会が重要で

ある。このため、産業界や地方公共団体は自らを

教育研究のフィールドとして開放するとともに、

その地域の産業基盤の維持発展のための人材育成

に対する積極的な投資も期待される。」このような

プログラムの実現には、地域と大学のより密接な

連携は不可欠と言えるだろう。 
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地域と協働で取り組む授業改善に向けて 

 

地域教育文化学部 菊田尚人 

 

 「フィールドラーニング－共生の森もがみ－」

(以下、FLもがみ)において、地域と大学とが授業

について意見交換できる場は重要である。地域系

科目において地域の関係者は授業改善のための重

要なステイクホルダーとなり得るからである。こ

うした場があることで、地域と大学とが協働して

授業を作り上げているという意識を双方の関係者

が持つこともできる。 

 地域の関係者によって語られる授業評価の特徴

を明らかにする研究も進められている(菊田他、印

刷中)。この研究では、   地域の関係者による

「語り」を整理し、彼らが地域での学修をどう評

価しているのかについて明らかにしている。加え

て、地域の関係者による授業評価の観点と大学が

設定する科目の目的とを比較することで、どのよ

うな授業改善が可能かについても検討している。 

 それでは、地域との意見交換の場を授業の改善

によりよくつなげる上で、地域と大学の関係者の

双方が意識すべきことは何であろうか。以下で二

つ紹介したい。 

一つ目は、協働して授業改善に取り組んでいる

ということに自覚的になることである。改善に向

けた課題を協議する場では、相手になかなか言い

にくいことを話す必要に迫られる場合がある。そ

うした時に、発言を単なる非難ではなく改善に向

けた批判として捉えようとする姿勢が重要となる。

常日頃から良好な関係性を築いておくことを前提

としつつ、双方が評価リテラシーを高めておく必

要があるといえる。 

二つ目は、個別の評価をどこまで一般化できる

かを考えることである。地域と大学のそれぞれの

関係者によって語られる内容は、個別の事情や個

人としての価値観を反映したものになることがあ

る。こうした中で、授業改善にどの内容を反映す

るかを選択する必要がある。双方の関係者の思い

も大切にしながら、授業改善に生かす事柄を見極

めようとする姿勢が求められるといえる。 

地域と大学とが協働で授業改善に向かう際に求

められる意識というものは一朝一夕に作り上げら

れるものではない。地域と大学とが対話を重ねな

がら、よりよい授業評価のコミュニティを形成し

ていくことが重要である。 

 

 

【文献】 

菊田尚人・橋爪孝夫・阿部宇洋 (印刷中)「地域

の関係者による授業評価の試みに関する一考察―

地域での学修に対する関係者の「語り」の分析を

通して―」『地域実践研究』 
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